
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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[image: 第１話　わたしが福の神の弟子って、そんな!?]





○　おひっこし　○




　あたたかな春はるの日ひ。

「おーい、ひびき、こっち、こっち。」

　駅えきの改かい札さつを出でると、朱あか音ねさんが右みぎ手てをあげて、わたしを呼よんでいた。

　美み澄すみ朱あか音ねさん。

　お母かあさんの妹いもうとだから、つまり、わたしの叔お母ばさんだ。

　背せが高たかくて、髪かみもさらっと長ながくて、モデルさんみたいにキレイなひとである。

　よれよれで、くたくたのジャージに、サンダル姿すがただったけどね。

　わたしは小こ走ばしりになって、朱あか音ねさんのほうにむかっていった。

　背せ負おっているランドセルのなかで、ものがぶつかりあって、ぽこぽこと音おとを立たてる。

「おひさしぶりです。東とう堂どうひびきです。今日きょうからお世せ話わになります。」

　わたしは、頭あたまのなかで何なん回かいも練れん習しゅうしたとおりに言いった。

　たぶん、うまく言いえていたと思おもう。ちゃんとおじぎをすることもわすれなかった。

　あ、でも、朱あか音ねさんにむかって名みょう字じまで言いう必ひつ要ようはなかったかも。

「おー、なんだよー、おとなみたいな口くちききやがって。かわいいなー、もう。」

　朱あか音ねさんが、わたしのほっぺを、両りょう側がわからぷにぷにとつっつく。

「うわ、なんだ、これ。これが小しょう学がく五年ねん生せいのほっぺの実じつ力りょくかよ。マシュマロすぎる。」

「や、やめてくらはひ。」

　わたしは、じぶんのほっぺを守まもるため、ひっしに抵てい抗こうした。うまくいかなかったけど。

「半はん年としぶりくらいか。ちょっとのあいだで背せ、のびたじゃん。」

　わたしのほっぺで、たっぷり楽たのしんだ朱あか音ねさんは満まん足ぞくそうにうなずく。

「ところで、荷に物もつはそんだけ？」

「はい。そうですけど？」

　わたしはランドセルと、手て提さげかばんしか持もってきていなかった。

　手て提さげかばんから、リコーダーが、にゅっと顔かおをつきだしている。

「少すくなくね？」

　朱あか音ねさんは美び人じんだけど、けっこう口くちがわるいのだ。

　お母かあさんが「朱あか音ねは、むかしヤンキーだったのよ。髪かみの毛けなんてピンク色いろでね。待まちあわせのときは、とっても見みつけやすかったわ。」と、おっとりと言いっていたのを思おもいだす。

「あの、わたしの荷に物もつって、宅たく配はい便びんで、とどいてないですか？」

　服ふくなどのかさばるものは、段だんボール箱ばこにつめて、先さきに送おくっておいたのだけど……。

「うんにゃ。とどいてる、とどいてる。あけてないけど。軽かるかったし、ひと箱はこだったからさ、もうちょい持もってくるかと思おもったんだよ。ま、いいや。車くるまにのんな。」

　そう言いうと、朱あか音ねさんは、ぺたん、ぺたん、とサンダルを鳴ならしながら、道みちのはしにとまっている、白しろい車くるまにむかって歩あるきだした。




　お父とうさんとお母かあさんが、おしごとで海かい外がいにいくと決きまったのが二か月げつ前まえのこと。

　お父とうさんは、わたしにもいっしょにきてほしそうだったけど（「お父とうさん、ひびき不ぶ足そくでひからびちゃうよ！」と言いっていた。）、赴ふ任にん先さきというのがキレイな道みちもなければ、電でん気きも通とおっていないような、ものすっごいところなのだそうだ。

　わたしが通かよえるような学がっ校こうなんて、もちろん、ない。

　というわけで、わたしは朱あか音ねさんのところに、あずけられることになったのだった。

　とうぜん、学がっ校こうも、五年ねん生せいに進しん級きゅうする四月がつから転てん校こうすることになっている。

　葵あおい野の小しょう学がっ校こうっていうらしい。お母かあさんや、朱あか音ねさんも通かよった学がっ校こうだ。




　駅えきから朱あか音ねさんの家いえまで、車くるまで五分ふんくらい。いつ見みても三さん角かく屋や根ねがかわいい。

「ここ、つかっていいぞ。」

　案あん内ないされたのは、二階かいに三つあるなかの、いちばん手て前まえの部へ屋やだった。

「おまえのママが大だい学がくいくまでつかってた部へ屋やだよ。とどいた荷に物もつも置おいてあっから。」

「はい、ありがとうございます。」

　お母かあさんの本ほん棚だなには、いっぱい本ほんがおさまっていた。

　むずかしそうな古こ典てん小しょう説せつから、少しょう年ねんマンガまで、ごちゃまぜになっている。

　お母かあさんは少しょう女じょマンガよりも、少しょう年ねんマンガが好すきだったみたい。

　わたしは、ランドセルを置おいてから下したにもどって、仏ぶつ壇だんのおじいちゃんとおばあちゃんにあいさつをすませる。

　ひびきです。しばらく、お世せ話わになります。なむなむ。

　そのあいだに、朱あか音ねさんがテーブルにお菓か子しとジュースを用よう意いしてくれていた。

　わたしは、イスにすわって、ポテチをぱりぽりとかじる。

　朱あか音ねさんは一いち度どに、たくさんの量りょうを、ばりぼりとむさぼった。

「あのさ、ひびき。」

　朱あか音ねさんは指ゆびについたポテチの塩しおを、ぺろっとなめる。

「新あたらしい学がっ校こういくの、不ふ安あんだったりしてる？」

　朱あか音ねさんは、前まえの学がっ校こうで起おきた、いろいろなことを知しっているのだ。

　それで、わたしを心しん配ぱいしてくれている。

「いえ、ぜんぜんです。」

　わたしにとっては、あんなの、たいしたことじゃない。

　新あたらしい学がっ校こうだって、どうとでもなる。

「ほんとに？」

「本ほん当とうに平へい気きです。」

「かったるかったら、いかなくてもいいんだぞ？　学がっ校こうなんてさ、べつに。」

　朱あか音ねさんは、やさしいひとだ。わたしは朱あか音ねさんが大だい好すきである。

「ありがとうございます。でも、だいじょうぶですから。」

　そう。わたしはなにがあっても、だいじょうぶなのだ。わたしの心こころは、とても、がんじょうで、ちょっとやそっとじゃ傷きずつかない。そういうふうに、できているのだ。

　ただ、おとなのしごとは、子こどもを心しん配ぱいすることで、そんなおとなの顔かおを立たててあげるのが、子こどものやくわりだってことくらい、わたしもわきまえている。

「それより、朱あか音ねさん。」

「ん？」

「このあと、近ちかくを散さん歩ぽしてきてもいいですか？」

「ああ、うん。いっといで。はやく、なれたほうがいいもんな。でも、あんま、おそくまではダメだかんな。車くるまとか自じ転てん車しゃにも気きをつけろよ。」





○　福ふく神じん堂どう　○




　朱あか音ねさんのおうちは、住じゅう宅たく街がいのまんなかにあった。

　わたしが、いままで住すんでたところとちがって、高たかい建たて物ものはない。

　緑みどりがたくさんで、ちらほらと桜さくらの花はなが咲さきはじめている。

　見みなれない町まちを、ひとりで、てこてこ歩あるいていると、なんだかいい香かおりがしてきた。

「カレーだ。」

　食しょく欲よくをそそるカレーの香かおりが、ふぅわり、とただよっている。どこかの家いえでカレーをつくっているのかもしれないし、近ちかくにカレー屋やさんがあるのかもしれない。

　……なんて思おもっていたら、レトロな見みた目めをした、かわいいお店みせに気きづいた。

　そこには『福ふく神じん堂どう』という看かん板ばんが、かけられている。

　カレー屋やさんって感かんじじゃないけど、香かおりはここから運はこばれてきているようだ。

　入いり口ぐちはガラスの引ひき戸どになっていたから、わたしは手てでひさしをつくって、ぺたっとくっつくようにして、なかをのぞいてみた。

「あ、古ふる本ほん屋やさんだ。」

　もしくは、こういうところは古こ書しょ店てんって呼よぶほうが、ぴったりかもしれない。

　なかには、背せの高たかい本ほん棚だながならんでいた。

　床ゆかにも本ほんがつみかさねられていて、にょきにょきと高たかい塔とうをつくっている。

　お客きゃくさんはだれもいない。

「入はいっても平へい気きかな？」

　ガラス戸どに手てをかけたら、すんなりとひらいた。チリン、チリン、と鈴すずが鳴なる。
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　お客きゃくさんどころか、店てん員いんさんもいなかった。しずかだ。

　わたしは本ほん棚だなのあいだを、ゆっくりと歩あるく。

　りっぱな表ひょう紙しの古ふるめかしい本ほんや、色いろあせた文ぶん庫こ本ぼんが、いっぱい置おいてあった。

　本ほん好ずきのわたしとしては、ちょっとテンションがあがる場ば所しょだ。

　なんとなく目めについた文ぶん庫こ本ぼんを手てにとって、ぱらぱらとめくってみる。

　わたしが生うまれるずっと前まえに発はつ売ばいされた本ほんで、バーコードがついていなかった。

「消しょう費ひ税ぜいもないや。」

　いまは、本ほんのうらには、本ほん体たい価か格かくのあとに「（税ぜい別べつ）」とか、「＋税ぜい」って書かいてあるんだけど、むかしは消しょう費ひ税ぜいがなかったから、定てい価かしか表ひょう示じされていないのだ。

　そんなところにおどろいていると、どこからか視し線せんを感かんじた。

　本ほんをもとの場ば所しょにもどしてから、きょろきょろと見みまわしてみたけど、だれもいない。

　でも、たしかに、だれかが、わたしをじーっと見みてるような気きがする。

　防ぼう犯はんカメラがあるのかもと思おもって、見みあげてみた。

　そしたら、棚たなの上うえに女おんなの子こがいて、目めが合あう。

　まんまるの目めの、かわいい女おんなの子こだ。

　ふわふわと、あかるい色いろの髪かみがおどっている。

　小しょう学がっ校こう入にゅう学がく前まえくらいの子こで、手てなんか、もみじの葉はっぱみたいにちっちゃい。

　白しろいワンピースを着きていて、背せ中なかに、小ちいさな羽はねっぽいものがあった。

　お店みせの子こかな？　さっきまで、だれもいないと思おもっていたのに。

　なにしてるんだろ？　かくれんぼ？

　でも、あんなところにいて、あぶなくないかな……。

「こんにちは。」

　わたしは、思おもいきって声こえをかけてみた。

　すると、女おんなの子こは「わっ!?」とおどろいて、その場ばで十センチくらいとびあがった。

　そのひょうしに、頭あたまのてっぺんを、こつんと天てん井じょうにぶつけてしまう。

「だ、だいじょうぶ？」

　女おんなの子こは、ぶつけたところを、手てでおさえて、「うう。」と涙なみだ目めになっていた。

「ねえ、おりてきたほうがいいよ。あぶないよ。」

　そう言いったのだけど、女おんなの子こは警けい戒かいするニャンコのようにわたしを見みて、それから、すばやい身みのこなしで棚たなのむこうに逃にげてしまった。

「あ、待まって！」

　わたしはせまい通つう路ろをぬけて、棚たなの反はん対たい側がわに移い動どうしてみた。

　でも、そこにはもう、女おんなの子この姿すがたはなかった。

「……なんだったんだろ？」

　いや、それよりも、なによりも。

「うっ。なんか、こげてるっぽい……。」

　さっきまでは、おいしそうなカレーの香かおりがただよっていたのだけれど、いまはあきらかに、こげくさかった。

「あの、すみませんっ。」

　わたしはレジの前まえに立たって、お店みせのおくに声こえをかけてみた。

　でも、なんのへんじもなかった。

　もしかしたら、ナベを火ひにかけたまま、どこかにいっちゃったのかもしれない。

　どうしよう。ほっといて火か事じにでもなったら、たいへんだよ。

　古ふる本ほんなんて、じゃんじゃか、よく燃もえそうだ。

『古ふる本ほん屋やが全ぜん焼しょう』なんて、夕ゆう方がたのニュースにでもなったらと想そう像ぞうすると、こわすぎる。

　勝かっ手てに入はいってはいけないのだと、わかっていたけれど、わたしはレジの横よこで靴くつをぬぎ、お店みせのおくに足あしをふみ入いれた。

「すみません、だれかいませんか？」

　お店みせのおくは、小ちいさな和わ室しつになっていた。そこも本ほんであふれている。

　背せの低ひくい、まるいテーブル（ちゃぶ台だいっていうのかな。）と、いまだに、地ちデジに対たい応おうしていなそうな（うつるのかな？）箱はこみたいなテレビ。

　引ひき戸どがあったので、あけてみた。そこはキッチンになっているようだ。

　火ひにかけられたナベの前まえに、男おとこのひとが立たっている。

「あ、ごめんなさい。わたし、だれもいないと思おもって……。」

　ちょっと寝ねぐせっぽい、くしゃっとした髪かみ形がた。

　鼻はなが高たかくて、くちびるがうすく、あごがとがっている。

　とってもキレイな顔かおをしていた。マンガのなかの王おう子じさまみたいだ。

　シンプルな白しろいシャツを着きていて、黒くろいズボンを合あわせていた。

　ただ、どういうわけか目めをとじている。というか、あきらかに寝ねている。

　ぐら～り、ぐら～り、と、体からだぜんたいがゆれていた。

　すごい。このひと、立たったまま眠ねむってる……。

「って、感かん心しんしてる場ば合あいじゃないしっ！」

　男おとこのひとは、カレーをつくっているとちゅうで、眠ねむってしまったらしい。

　わたしはいそいで、コンロの火ひを消けした。

　換かん気き扇せんはまわっているけれど、キッチンはびみょうに、けむたい。

　ナベのなかをのぞいてみると、水すい分ぶんが蒸じょう発はつして、まっ黒くろになっていた。

　でも、被ひ害がいはそれだけだ。

　わたしはホッと息いきをついてから、まだ眠ねむっている男おとこのひとを見みあげる。

「すみません、起おきてください。」

　軽かるく、男おとこのひとの腕うでにふれて、ゆすってみた。

　だけど、起おきない。

「あの、すみません。」

　少すこし強つよめにゆすってみる。

　それでも、起おきない。

「あのっ！　すみませんっ！　起おきてくださいっ！」

　大おおきな声こえを出だしてみたら。





○　福ふくの神かみのレイジさん　○




「……はい、起おきます。」

　むにゃむにゃと言いって、男おとこのひとが、ゆっくりと目めを覚さました。

「おや、チィちゃん。ちょっと見みないあいだに、ずいぶん大おおきくなりましたね。」

　眠ねむたそうな笑えみをうかべて、わたしを見みおろしている。

「あの、わたし、チィちゃんじゃありません……。」
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「はて？」

　男おとこのひとは、大おおきなあくびをして、目めをしぱしぱさせる。

　しゃがみながら、わたしの顔かおをのぞきこんだ。

「これはおどろきました。たしかに、チィちゃんではありませんね。」

　あんまり、おどろいていなそうな声こえで、男おとこのひとは言いう。

「ごめんなさい。カレーのこげているにおいがしたので、勝かっ手てに入はいってしまいました。」

「そうですか。それは、どうも、ありがとうござ、ぐー。」

　うわ。このひと、話はなしているとちゅうで寝ねたよ！

「あ、あの……。」

　声こえをかけると、男おとこのひとは、はっと目めをあけ、ほほ笑えんだ。

「これは失しつ礼れいしました。ちょっと寝ね不ぶ足そくなもので。やっぱり、一いち日にち二十六時じ間かんくらいは寝ねていたいですよね。」

　それは寝ねすぎだと思おもう。二ふつ日か目めに突とつ入にゅうしてるし。

「ぼくは福ふく神じん礼れい司じといいます。気き軽がるに『レイジ』と呼よんでください。この福ふく神じん堂どうの店てん主しゅをしています。どうぞ、よろしく。」

「はい。あの、わたしは──。」

　わたしが、じぶんの名な前まえを言いおうとしたら、

「東とう堂どうひびきさんですね。かわいらしいお名な前まえだ。」

　レイジさんは先さきまわりして口くちにした。

「ご両りょう親しんが海かい外がいに転てん勤きんなさったので、ひっこしてきたんですか。」

　わたし、まだなにも言いってないのに、どうして、わかるんだろう……？

　なんだか、シャーロック・ホームズみたいなひとだ。

　シャーロック・ホームズはアーサー・コナン・ドイルがつくりだした小しょう説せつのなかの名めい探たん偵ていで、相あい手てがはじめて会あったひとでも、着きている服ふくや持もちものなどから、そのひとの素す性じょうや事じ情じょうを、ぴたりと当あててしまうのだ。

「いえ、ぼくの場ば合あい、ホームズのように推すい理りしたんじゃなくて、心こころのなかを読よんだだけなんですけどね。」

　レイジさんの言いいかただと、わたしが口くちに出ださなくても、「シャーロック・ホームズみたいなひとだ。」って思おもったのが、わかったみたいに聞きこえる。

「心こころのなかが読よめる？」

「もちろん、ふだんはやりませんよ。今こん回かいだけとくべつです。」

　レイジさんは、笑え顔がおのままひざをのばすと、ナベのなかをのぞきこんだ。

「おお、こげていますね。こげているという以い外がいに、表ひょう現げんのしようがない。」

「それ、もう食たべられないと思おもいます。」

「でも、捨すてちゃうのはもったいないですから、ちょっとずるをしましょう。」

「ずる？」

「はい。これは、本ほん当とうは不ふ正せい行こう為いなので、マネしちゃダメですよ？」

　ぱちん、とウィンクをしてから、レイジさんはナベにフタをした。

　それからフタをコンコンコンと、ドアでもノックするみたいに、たたいた。

　次つぎにフタをとると、湯ゆ気げといっしょに、カレーのおいしそうな香かおりがあふれてくる。

「えっ!?　なんでっ!?」

　カレーは、もうこげていなかった。つやつやと、黄こ金がね色いろにかがやいている。

　マネしちゃダメっていうか、マネできないし！

「……いまの手て品じなですか？」

　わたしの名な前まえを当あてたり、こげたカレーをもとにもどしたり、ふつうじゃない。

「ぼくはですね、じつはこう見みえて、福ふくの神かみなんです。」

　……なに言いってるんだろう、このひと？

　王おう子じさまみたいなのに、ちょっと残ざん念ねんなひとなの？

「福ふくの神かみって、七しち福ふく神じんとかの、あれですか？　幸こう福ふくをもたらすとか、そういう？」

「そう、それです。七しち福ふく神じんのみなさんは元げん気きですかね。最さい近きんは年ねん賀がメールのやりとりくらいしかなくて、どうしているのか知しらないんですよー。弁べん財ざい天てんさんは、去きょ年ねんはハワイでスカイダイビングをするとか、言いってたんですけどねー。」

　いったい、どこからつっこめばいいんだろう……。

　きっと、レイジさんは、わたしが子こどもだから、からかっているにちがいない。

「まさか。ぼくは大おおまじめですよ。」

　また、心こころのなかを読よまれたっぽかった。いや、まさかね。

「ところで、ひびきさん。」

「はい。」

「いきなりですけど、福ふくの神かみの弟で子しになりませんか？」

「は？」

　意い味み不ふ明めいだった。

「ひびきさん、見みどころがあると思おもうんですよ。福ふく神じん堂どうも見みつけたし。ここって、ふつうの人にん間げんはたどりつけないんです。とくべつなひとしか、こられないんですよ。」

「なんです、それ？」

「ひびきさんは、とくべつってことです。いえ、福ふくの神かみのしごとがめんどうだから、弟で子しをとっておしつけて、じぶんは思おもうぞんぶん、寝ねていようだとか、そういうことではありません。まったく、ちっとも、ぜんぜん、ちがいます。」

　かぎりなくウソくさいんですけど……。

「あの、そういうの、けっこうですから。」

　なんとかサギみたいなのだとこまるので、ちゃんと断ことわっておく。

「まあ、そう言いわずに。だまされたと思おもって。ね？」

　いや、だまされたくないのだ。

「だいじょーぶ、だいじょーぶ。」

　レイジさんはズボンのポケットから、キレイな石いし（パワーストーンってやつだ。）のブレスレットをとりだし、わたしの左ひだりの手て首くびに、ひょいとつける。

　ふしぎなことに、一いっ瞬しゅん、パワーストーンが、ぽわっと、あかるく光ひかった。
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「はい、これでおしまいです。今日きょうからひびきさんは、『福ふくの神かみの弟で子し（仮かり）』です。」

「えっ!?　待まってください！　そんな、勝かっ手てに……。」

　わたし、まだ、やるなんて言いってないのに。

「っていうか、なんです、『（仮かり）』って？」

「おや、『（笑わらい）』のほうが、よかったですか？」

「それはイヤです。」

　イヤすぎる。

「仮かり免めん許きょみたいなものですよ。まあ、おためし期き間かんってことで。」

「はあ……って、そうじゃないです！　こまります！」

「ひびきさんには三人にんのひとを、しあわせにしてもらいます。」

　レイジさんは、わたしの言こと葉ばなんて、まったく、聞きいていなかった。

「ちなみに、ブレスレットは、三人にんのひとをしあわせにするまでは、とれないですから。」

「ええっ!?」

　ひっぱってみたけど、レイジさんの言いうとおり、はずすことができなかった。

　留とめ金がねもないし、ゴムがのびるわけでもない。

　パワーストーンは、あわいピンク色いろをしている。

　ただし、三つだけ、まっ白しろいパワーストーンがまじっていた。

「ひとり、しあわせにするたびに、白しろい石いしがピンク色いろにかわります。すべての石いしをピンクにすれば、任にん務む終しゅう了りょうってことです。かんたんでしょう？」

「ちょ、ちょっと待まってください。いきなりすぎて、わけがわからないんですけど……。」

「まあ、だいたいでいいですから。三人にんとかも気きにしなくていいです。ひびきさんが福ふくの神かみの弟で子しをしていてくれれば、そのあいだ、ぼくはゆっくり、眠ねむれますし……なんてことは、思おもっていませんからね。」

　思おもってるんだ。サボる気きまんまんなんだ。

　わたし、おしつけられただけじゃん！

「グッドラックです、ひびきさん。」




　とまあ、これが、わたしとレイジさんの、ナゾすぎる出で会あいだった。





○　夕ゆう飯はんはカレー　○




　帰かえってからも、ブレスレットをはずすことはできなかった。

　まるで呪のろいのアイテムみたいだ。どうしよ、これ……。

「ひびきー、ごはん、できたぞー。」

　朱あか音ねさんが呼よんでいるので、ブレスレットをはずすことは、ひとまずあきらめる。

　じぶんの部へ屋やを出でて、一階かいのダイニングスペースにむかった。

　食しょく卓たくにならんでいたのは、ぐうぜんにもカレーだった。

　グラスには、たっぷりと牛ぎゅう乳にゅうがそそがれている。

　そういえば、なんのお手て伝つだいもしなかったけど、しばらくお世せ話わになるんだし、これからは食しょく事じの用よう意いとか手て伝つだわなきゃな、と思おもった。

　せめて、食たべおわったら、お皿さら洗あらいくらいはやろう。

　朱あか音ねさんとむかいあってすわり、「いただきます。」を言いってから食たべはじめる。

　朱あか音ねさんのカレーは、お母かあさんがつくってくれるのと同おなじで、にんじんも、じゃがいもも、ごろんごろんと大おおきく切きってあった。

　お父とうさんは具ぐが小ちいさいカレーが好すきらしくて、いつも小こ声ごえで文もん句くを言いっている。

　わたしは、大おおきいほうが好すきなので、なんの不ふ満まんもない。

　もぐもぐ。もぐもぐ。

　そうやって食たべていたら、ふと、ひらめくものがあった。

「あの、朱あか音ねさん。」

「ん？」

　口くちいっぱいにカレーをほおばっていた朱あか音ねさんが、わたしを見みる。

「近ちかくに、福ふく神じん堂どうって古ふる本ほん屋やさんがありますよね？　お店みせのひとって知しってます？」

　レイジさんがわたしの名な前まえを知しっていたのは、トリックがあるにちがいなかった。

　つまり、レイジさんと朱あか音ねさんは、知しりあいなんじゃないかと、わたしは思おもったのだ。

　あらかじめ、わたしのことを朱あか音ねさんから聞きかされていて、顔かおも写しゃ真しんで見みていれば、シャーロック・ホームズじゃなくたって、わたしのことを見みぬくことができる。

　この推すい理りは、かなり有ゆう力りょくなんじゃないかと思おもった。

「へえ、なつかしいな。ガキのころにはやった都と市し伝でん説せつみたいなやつだよ、それ。」

「……都と市し伝でん説せつ、ですか？」

「だれにも見みつけられない古ふる本ほん屋やさんっていって、見みつけることができたやつは、幸こう福ふくになれるとか、そんな話はなしだったな。おまえのママとさがしたんだけど、見みつからなかったよ。マジでなつかしいな。いま思おもうと、なんで古ふる本ほん屋やなんだよ、って感かんじだな。」

　朱あか音ねさんは、ごくごくと牛ぎゅう乳にゅうを飲のんだ。

「ぷはっ。」

　口くちのまわりに白しろいおひげができている。

「にしても、なんで、そんなむかしの話はなし、知しってんだ？」

「え、あ、いや。」

　昼ひる間ま、その福ふく神じん堂どうにいたんです、なんて言いえない。わたしの推すい理りは、はずれたみたい。

「前まえに、お母かあさんから聞きいて……。」

「ああ、なるほど。」

　朱あか音ねさんは、ぺろりとひと皿さら食たべおえると、おかわりをした。

　どうひかえめに見みても、最さい初しょによそったぶんよりも多おおかった。

「ひびきも食たべる？」と聞きかれたけど、「もうお腹なかいっぱいです。」とわたしは答こたえる。

　すでに満まん腹ぷくぷっくぷくである。これ以い上じょう食たべたら、バクハツしてしまうにちがいない。

　カレーを食たべたあとは、お皿さら洗あらいを手て伝つだった。

　スポンジでお皿さらをきゅっきゅっと洗あらいながら、朱あか音ねさんが言いっていた「だれにも見みつけられない古ふる本ほん屋やさん」という言こと葉ばについて考かんがえてみる。

　お母かあさんも、朱あか音ねさんも、たどりつけなかった古ふる本ほん屋やさんに、どうして、わたしが？

　レイジさんも言いっていた。

　──ここって、ふつうの人にん間げんはたどりつけないんです。

　──とくべつなひとしか、こられないんですよ。

「……まさかね。」

　もう一いち度ど、ブレスレットをひっぱってみる。はずれる気け配はいは、まったくない。

　どういう仕し組くみなんだろ、これ？





○　チィちゃん　○




　お風ふ呂ろからあがって、ドライヤーで髪かみをかわかして、朱あか音ねさんに「おやすみなさい。」と言いってから、わたしは新あたらしいじぶんの部へ屋やにひっこんだ。

　お母かあさんがつかっていたベッドには、ポコモンのシールが、いっぱいはってある。

「なんか、このピピチュウ、いまのとデザインがちがう。かわいくない。」

　カリッと、ツメでひっかいたら、はがれそうになったので、あわてて、なでなでした。

　電でん気きを消けして、ベッドに横よこになる。

　目めをとじたら、足あしの先さきっぽが、じわーんとあたたかくなって、すぐに眠ねむたくなった。

　今日きょうはいろいろあって、つかれていた。

　……って、眠ねむりに落おちたはずなのに、しばらくして、わたしは目めを覚さましてしまう。

　部へ屋やのなかが、ぽやんと、あかるかったからだ。

「……んん、なに？」

　重おもたいまぶたをこすりながら、わたしは、むっくりと体からだを起おこす。

　そしたら、部へ屋やのすみっこに、女おんなの子こがすわっているのに気きづいた。

　どうやら、その子こが光ひかりのもとらしい。

　この家いえには、わたしのほかに子こどもはいないはずなのに……。

　女おんなの子こは、小ちいさな手てでお母かあさんのマンガをめくっていた。

　というか、よく見みたら、その子こは昼ひる間ま、福ふく神じん堂どうにいた女おんなの子こだった。

　まんまるな目めで、しんけんにマンガを読よんでいる。

「ねえ、なにしてるの？　どこから入はいってきたの？」

　わたしは、ジャマしちゃわるいかなと思おもいつつも、声こえをかけていた。

　そしたら、女おんなの子こはびくんっとなった。

「はわっ！」

　マンガを投なげだして、あわあわしたあと、そばにあるつくえの下したにかくれる。

　頭あたまかくして、しりかくさずというのは、こういう状じょう態たいをいうんだろうなと思おもった。

「……かくれきれていないよ？」

　女おんなの子こはもぞもぞ動うごいて、すきまからベッドの上うえにいるわたしを見みあげてきた。

　そして、おそるおそる、って感かんじで口くちをひらく。

「……チィのこと見みえるの？」

　チィ……って、最さい近きんどこかで聞きいた名な前まえだ。

　どこでだっけ？

　あ、そうだ。レイジさんが言いってたんだ。

　立たったまま眠ねむっていたレイジさんが、目めを覚さましたときに、わたしを見みて、「おや、チィちゃん。ちょっと見みないあいだに、ずいぶん大おおきくなりましたね。」と言いっていた。

　この子こが、チィちゃんなんだ。

　でも、「見みえるの？」ってなんだろう？

　見みえまくってるんですけど。むしろ、光ひかってるんですけど。

「チィちゃんっていうんだね。わたしはひびき。東とう堂どうひびき。」

　チィちゃんは、こっくりとうなずく。ふわふわの髪かみがはねた。

「ねえ、チィちゃん、どうして、わたしの部へ屋やにいるの？」

　たずねると、チィちゃんは、こてんと首くびをかしげる。

「昼ひる間ま、福ふく神じん堂どうで会あったよね？　レイジさんに怒おこられたりしない？」

　時と計けいを見みたら、もう夜よるの十一時じをすぎていた。

　わたしよりも、ずっと幼おさないチィちゃんが、外そとに出でていいわけがなかった。

　チィちゃんは、また首くびをかたむけた。

　わたしは、ベッドからおりて、つくえの下したにかくれているチィちゃんの前まえでしゃがむ。

　チィちゃんの白しろいワンピースの背せ中なかには羽はねがあった。

　すごくちっちゃいので、それではとべなそうだけど、ぱたぱたと動うごいている。

　ふしぎ。

「うーん。とにかく、朱あか音ねさんに相そう談だんしてみよう。」

　わたしは、チィちゃんの小ちいさな手てをにぎり、朱あか音ねさんの部へ屋やにむかった。

　ドアをノックすると、「あいよ。」とへんじがあったので、ノブをひねる。

　朱あか音ねさんは翻ほん訳やく家かさんなので、夜よ中なかにしごとをしていることも多おおいのだ。

「どうしたんだよ、ひびき？　眠ねむれないのか？」

　パソコンデスクの前まえにすわっていた朱あか音ねさんが、くるりとわたしのほうへふりむいた。

　チィちゃんは、わたしのうしろに、ぴゅっとかくれてしまう。

「あの、よくわからないんですけど、この子こ、わたしについてきちゃったみたいで。どうしたらいいですかね？」

「ん？　この子こって、どの子こ？」

　朱あか音ねさんは、さっきのチィちゃんみたいに首くびをかしげた。

「え、どの子こって……。」

　わたしは、うしろにかくれているチィちゃんを見みおろす。

　チィちゃんも、まんまるなおめめを、わたしにむけていた。

「おいおい、やめてくれよ。あたしは、こわい話はなしとか、ダメなんだって。見みえちゃいけない系けいのモノが見みえるとか、そういうのは、マジでやめろって。トイレいけなくなんだろ。」

　もしかして、朱あか音ねさんには、本ほん当とうにチィちゃんが見みえてないの？

　わたしは、こんどは朱あか音ねさんをじっと見みつめる。

「ど、どうしたんだよ？」

　とぼけているようには見みえなかった。

「ごめんなさい。ひっこしたばかりで、ヘンな夢ゆめを見みたみたいです。」

「な、なんだよ。」

　朱あか音ねさんは、ホッと息いきをついている。

「そういうことかよ。ココアかなんか飲のむか？」

「いえ、だいじょうぶです。おしごと、ジャマしてごめんなさい。」

「いいっての。子こどものくせに、えんりょすんな。」

「ありがとうございます。あの、じゃあ、おやすみなさい。」

　わたしは、チィちゃんといっしょに部へ屋やにもどった。

　チィちゃんは床ゆかに、ぺたんちょ、とすわり、足あしを投なげだす。

　この子こは、本ほん当とうになんなんだろう？

　わたしにしか見みえていないなんて……。

「うーん。」

　考かんがえてもわからない。

　あと、さすがに眠ねむい。

　まぶたが重おもくて、手て足あしがこんにゃくみたいに、ふにゃふにゃする。

　もう、ダメだ。

　これ以い上じょうは明日あした、考かんがえることにして、今日きょうはもう寝ねよう。うん。

「わたし、もう寝ねるけど、チィちゃんもいっしょに寝ねる？」

　ベッドに横よこになって、かけぶとんを持もちあげながら、聞きいてみた。

「……いいの？」

「うん、いいよ。」

　チィちゃんは、もそもそとベッドをよじのぼってきて、となりでまるくなった。

　ちっちゃくて、あったかくて、あと、甘あまい香かおりがする。

　ためしに、チィちゃんの背せ中なかの羽はねを、ちょん、とひっぱってみる。

　チィちゃんは、くすぐったそうに笑わらった。

　なんかヘンな感かんじ。

　とか思おもいながら、わたしは眠ねむった。





○　福ふくの神かみの弟で子し（仮かり）　○




　目めを覚さましたら、昨日きのうのことは、ぜんぶ夢ゆめだった、ってことになっているんじゃないかなと思おもったけど、チィちゃんは、わたしに、がしっとしがみついて眠ねむっていた。

「……夢ゆめじゃなかったんだ。」

　焼やいたパンにマーマレードジャムをぬっているあいだも（チィちゃんにもひと口くちあげたんだけど、「苦にがいの。」と言いって、顔かおをくしゃっとさせてしまった。）、歯はブラシでしゃかしゃかと歯はをみがいているあいだも、チィちゃんは、わたしをじーっと見みつめていた。

　そして、そんなチィちゃんのことが、朱あか音ねさんには見みえていないっぽかった。

　わたしは、もう一いち度ど、福ふく神じん堂どうへむかう決けっ心しんをかためて、チィちゃんと手てをつないで外そとへ出でた。

　朱あか音ねさんは『都と市し伝でん説せつ』と言いっていたけど、福ふく神じん堂どうは、昨日きのうと同おなじ場ば所しょに、同おなじようにひっそりと存そん在ざいしていた。

　カレーのにおいは、今日きょうはしない。

　ガラス戸どをあけると、チリン、チリン、と鈴すずが鳴なる。

「こんにちは。」

　声こえをかけてみたけど、へんじはなかった。

　わたしは、チィちゃんを見みおろす。

「レイジさん、どこにいるかわかる？」

　チィちゃんは、ちょっとだけ首くびをかたむける。

「レイジは、寝ねてると思おもうの。」

　そういえば、昨日きのうもカレーをつくりながら眠ねむっていたし、話はなしているとちゅうでも眠ねむりそうになっていたっけ。

「おくの部へ屋やかな？」

　また、勝かっ手てに入はいってもだいじょうぶだろうか。

　なんて思おもっていたら、本ほんがつんである一いっ角かくが、急きゅうに盛もりあがった。

　ばさばさばさーっ、と本ほんがこぼれていく。

「うわっ!?」

　わたしは、おどろいて、声こえをあげてしまった。

「おや、ひびきさん。それにチィちゃんも。おはようございます。」

　本ほんの下したからあらわれたのは、レイジさんだった。
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　寝ねぐせみたいな髪かみをくしゃくしゃかきまぜながら、にっこり笑え顔がおをむけてくる。

「お、おはようございます。」

　そろそろ、お昼ひるですけどね。

「あの、チィちゃんって、ここの子こですよね？　じつは、昨日きのうの夜よる、わたしについてきちゃったみたいで、それでひと晩ばん、泊とめたんです。電でん話わ番ばん号ごうとかも知しらなかったから、連れん絡らくできなくてごめんなさい。」

「ああ、だいじょうぶです、だいじょうぶです。そんなに気きにしてませんから。」

　レイジさんは、にこにこ笑え顔がおで言いった。

「こんな小ちいさい子こをひとりにするなんて、保ほ護ご者しゃとしては、よくないと思おもいますけど。」

「ごもっとも、ごもっとも。でも、安あん心しんしてください。チィちゃんは、こう見みえて、ひびきさんよりも、ずっと年とし上うえですからね。しっかりさんなんですよ。」

「え？」

　わたしは、まだ手てをつないだままのチィちゃんを見みおろした。

　チィちゃんは、どう見みたって、幼よう稚ち園えん児じくらいだ。

「いやいや、チィちゃんは、百歳さいは軽かるくこえてますよ？」

「は？」

　それじゃあ、おばあちゃんじゃん。

「チィちゃんはね、ツクモなんです。」

「ツクモ？」

「ええ。大だい事じにされたものに魂たましいがやどった存そん在ざいのことです。ご存ぞんじありませんか？」

　そういえば、そんなお話はなしを読よんだことがあるけど、あれってフィクションだし。

「漢かん字じでは『付ふ録ろく』の『付ふ』に『喪も中ちゅう』の『喪も』で『付つく喪も神がみ』と書かきます。本ほん当とうは漢かん数すう字じの『九十九』でツクモと呼よぶんですけどね。これは『すごく長ながい時じ間かん』と、『たくさんの種しゅ類るい』という意い味みです。」

　レイジさんは、ぴこんと、ひとさし指ゆびを立たてる。

「むかしのひとは、こまかく数かぞえたりはしないで、ある程てい度ど以い上じょうは『いっぱい』とカウントしていたので、かならずしも九十九年ねんが必ひつ要ようというわけではありません。ツクモというのは、いろいろなものが、ながーい時じ間かんをかけてアヤカシになったモノのことです。」

　わたしはあらためて、チィちゃんを見みつめた。

　チィちゃんもわたしを見みあげて、まんまるなおめめを、ぱちぱちさせている。

「チィちゃんは、なんのツクモなの？」

「チィはね、本ほんのツクモなの。」

「本ほん？」

「古ふるい洋よう書しょですよ。チィちゃんは、挿さし絵えにえがかれた天てん使しの姿すがたをしているんです。」

　なるほど。天てん使しだから、背せ中なかにちっちゃな羽はねがあるわけだ。

「霊れい感かんのない、ふつうのひとには、姿すがたが見みえないものなんです。けど、ひびきさんには見みえていたから、興きょう味みを持もって、ついていってしまったんでしょう。」

　そっか。朱あか音ねさんには霊れい感かんがないから見みえていなかったんだ。

　でも、わたしだって霊れい感かんなんてないはずなのに……。

　レイジさんは、しゃがんでチィちゃんと目めを合あわせる。

「遊あそびにいくときは、ひとこと言いってからでないと、いけませんよ。チィちゃん。」

　やさしい口く調ちょうだったけれど、レイジさんにしかられて、チィちゃんは、しょぼーんとなった。

「ごめんなさいなの。」

　言いってから、わたしの腰こしのあたりに、ぎゅううっと、しがみついてくる。

　レイジさんは中ちゅう腰ごしになって、こんどは、わたしと視し線せんを合あわせた。

「ひびきさんは、（仮かり）とはいえ、福ふくの神かみの弟で子しですからね、アヤカシやユーレイといった異い形ぎょうのモノたちが見みえるようになっているんです。便べん利りでしょ？」

　ふーん。そうだったのか。なるほどね。

「……って、ええぇーっ！」

　思おもわず、大おおきな声こえをあげてしまった。

　チィちゃんがおどろいて、びくんっ、となる。

「聞きいてないんですけどっ！」

「あー、そうでしたっけ。でも、いま、言いいましたし。」

　テキトーすぎる！

　っていうか、わたし、ほんとに福ふくの神かみの弟で子しになっちゃったの？

「本ほん当とうですよ。」

　また、心こころのなかを読よまれていた。

「まあ、そうでなくても、この古ふる本ほん屋やを見みつけた時じ点てんで、とくべつではありましたがね。チィちゃんが見みえたのも必ひつ然ぜんです。」

「……なんです、それ？」

「こっちの話はなしです。」

　にっこり笑え顔がおで、はぐらかされてしまった。

「ぼくは、福ふく神じん堂どうのそばから、はなれられないので、頼たよりにしてますよ、ひびきさん。」

「福ふく神じん堂どうのそばから、はなれられないって、どういうことですか？」

「神かみさまって、そういうものなんです。自じ由ゆうにあちこち、いったりはできないんですよ。古ふる本ほん屋やもやる。福ふくの神かみもやる。両りょう方ほうやらなくちゃならないのが、神かみさまのつらいところです。」

　レイジさんは、あくまでも、にこにこ笑わらっている。

「あの、ちょっと、気きになってることがあるんですけど。」

「はい、なんでしょう？」

「レイジさんが福ふくの神かみだというのは、わかりました。わかったということにしてみます。」

　レイジさんは福ふくの神かみで、チィちゃんはツクモ。

　ひとまず、受うけいれてみる。じゃないと、説せつ明めいできないことがあるから。

「けど、なんで、古ふる本ほん屋やさんなんですか？　福ふくの神かみと古ふる本ほん屋やのつながりがわかりません。」

「ああ、それはかんたんですよ。ぼくはですね、カレーをそえた福ふく神じんづけと、眠ねむることがなによりも好すきなんです。」

　カレーをそえた福ふく神じんづけって、メインは福ふく神じんづけのほうってこと？

　福ふく神じんづけって、ただのおつけものだよね？

「眠ねむりながら食たべられたらいいのになと、つねづね思おもっているほどです。」

「はあ。」

「むずかしい本ほんって、読よんでいると眠ねむくなるじゃないですか。」

「……えっ？」

「だから、よりよい眠ねむりを研けん究きゅうするために、古ふる本ほん屋やをやっているんですよ。古ふる本ほん屋やには、こむずかしい本ほんがいっぱいありますからね。まくらにもなります。」

「それってつまり、本ほんが好すきとか、こだわりがあるとか、そういうのではないってことですか？」

「そうなりますね。」

　なんて、ガッカリな理り由ゆうだろう……。

「お店みせのひとが寝ねてたら、お客きゃくさんがこまると思おもうんですけど。」

「いいんです、いいんです。どうせ、お客きゃくさんなんて、こないんですから。」

　レイジさんは、からからと笑わらった。

　まあ、そうなのかもしれない。

　ここは、福ふくの神かみがやっている、とくべつな古ふる本ほん屋やらしいし。

　でも、だったらどうして、わたしはここに、こられたのだろう？

　考かんがえてみれば、わたしがチィちゃんを見みたのは、福ふくの神かみの弟で子しになる前まえだった。

　ナゾだ。

「どうせなら、カレー屋やにすればよかったんじゃないですか？」

　もしくは、おつけもの屋やさんに。

「それはいけません。ぼくのぶんが、なくなっちゃうじゃないですか。」

　お客きゃくさんがこないなら、同おなじだと思おもうけど。

　チィちゃんにしがみつかれたままのわたしは、あらためて、左ひだりの手て首くびにあるブレスレットを見みつめた。

　なんだろう、このとり憑つかれているような感かんじは……。




　とにもかくにも──。

　こんなふうにして、わたしは福ふくの神かみの弟で子しとなったのだった。

　先さき行ゆきが不ふ安あんすぎるんですけど……。
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○　ストーカー!?　○




　福ふくの神かみの弟で子し、なるものに任にん命めいされてから二週しゅう間かんがすぎた。

　新あたらしい学がっ校こうがはじまってからは一週しゅう間かんになる。

　三人にんのひとを幸こう福ふくにしてほしい、なんてレイジさんからは言いわれていたけど、なにをどうすればいいのか、わたしには、さーっぱりわかっていない。

　弟で子しになったからって、べつに修しゅ行ぎょうするわけじゃないみたいだし。

　だから、ブレスレットは、あいかわらず、はずせずにいる。

　でも、不ふ便べんがあるわけでもなかったので、まあ、いいか、と思おもうことにした。

　人じん生せいはなるようになるのだと、小しょう学がく五年ねん生せいにして悟さとるわたし。

　ただ、ここ最さい近きん、ヘンテコなモノをよく見みるようになった。

　イヌでもネコでもない、もさっとしたナゾの毛け玉だまが、足あしもとを通とおりすぎたりだとか、カベから白しろい手てだけが生はえていて、おいでおいでをしていたりだとか。

　それも、わるさするわけじゃないみたいだったので、見みなかったことにしていた。

　平へい和わそのものである。うん。

　ちなみに、ブレスレットも、わたしにしか見みえていないようだ。

　登とう校こう初しょ日にちには、朱あか音ねさんが「トラブったらすぐ教おしえろよ。釘くぎバット持もって、ソッコーとんでく。」と言いってくれた。

　釘くぎバットを持もった朱あか音ねさんが学がっ校こうにあらわれたら、そちらのほうが問もん題だいだと思おもう。

「そんなに心しん配ぱいしなくても、だいじょうぶですよ。うまくやれますから。」

　えんぴつの芯しんと、ダイヤモンドは、どちらも、同おなじ「炭たん素そ」というものからできているって、理り科かの時じ間かんに習ならった。

　同おなじ元げん素そからできていても、えんぴつの芯しんはもろいのに、ダイヤモンドはものすごくかたいのだそうだ。

　心こころも「炭たん素そ」でできているとして、わたしの心こころは、えんぴつみたいに、やわくない。

　ダイヤモンドみたいに、がんじょうなのである。

　だから、なにがあっても平へい気きなのだ。

　そして、朱あか音ねさんが心しん配ぱいするようなことは、ひとつも起おきなかった。

　葵あおい野の小しょう学がっ校こうは全ぜん学がく年ねん、三クラスずつあって、わたしは五年ねん二組くみになった。

　五年ねん二組くみの担たん任にんは、メガネをかけたやさしそうな女おんなのひとで、中なか山やま先せん生せいという。

　お母かあさんよりも、ちょっと年とし上うえくらいだと思おもう。

「わからないことがあったら、なんでも聞きいてね。先せん生せいにでも、クラスのお友ともだちにでも。」

と、言いってくれた。

　新あたらしいクラスといっても、わたし以い外がいは、だいたい顔かお見み知しりだ。

　だから、新しん顔がおのわたしに、みんな、興きょう味みしんしんだった。

　でも、それは最さい初しょだけ。三みっ日かもすると、わたしのまわりにはだれもいなくなった。

　休やすみ時じ間かんのたびに、わたしをとり囲かこんできたクラスメイトを、闘とう牛ぎゅう士しのごとく、ひらりひらひらと、かわしているうちに、そうなった。わたしは、みんなでお話はなしするより、ひとりで本ほんを読よんでいるほうが好すきだから、それでいいのだ。




　そんなある日ひ。

「東とう堂どうひびき！」

　帰かえりの会かいがおわってから、ひとり、てくてくと帰かえり道みちを歩あるいていたら、いきなり、うしろからフルネームで呼よばれた。

　なんだろ、と思おもってふりかえると、クラスメイトの秋あき山やま絵え理り乃のさんが立たっていた。

　クラスメイトの名な前まえなんて、まだ半はん分ぶんくらいしかおぼえられてないんだけど、秋あき山やまさんの名な前まえは、ちゃんとおぼえていた。すごくかわいくて、とても目め立だつからだ。

　毎まい日にち、オシャレな格かっ好こうをしていて、いつも、みんなのまんなかにいる。

　今日きょうは、フリルのついたパーカーに、ショートパンツ、ニーソックスとハイカットのスニーカーを合あわせていた。ランドセルはピンク色いろだ。やわらかそうな髪かみの毛けを、左さ右ゆうでくくっている。

　わたしたちは、この一週しゅう間かん、ちゃんと、しゃべったことなんてなかった。

　秋あき山やまさんは、休やすみ時じ間かんになっても、闘とう牛ぎゅうみたいに、わたしに突とっ進しんしてこなかった。

　たぶん、わたしになんて、興きょう味みがなかったんだろう。

　そのはずなのに……。

「ねえ、東とう堂どうひびきの家いえって、すぐ近ちかく？」

「近ちかくといえば、まあ、近ちかくかな。」

「じゃあさ、いまからいってもいい？」

「え、なんで？」

　わたしは、秋あき山やまさんのお友ともだちみたいに、キラキラしていない。

　秋あき山やまさんが、わたしの家いえにきたがる理り由ゆうなんか、ひとつも思おもいつかなかった。

「なんか、おかしなやつが、追おいかけてきてるっぽいの。」

　そう言いって、秋あき山やまさんは、きょろきょろとあたりを見みまわす。

「だから、ちょっとだけ避ひ難なんさせてほしいんだけど、ダメ？」

「……追おいかけられてるって、なにそれ？」

「ストーカーとか、そういうやつかも。顔かおはちゃんと見みえなかったけど、相あい手てはおとなだと思おもう。最さい近きん、だれかに見みられてる気きがするんだ。」

　秋あき山やまさんは、本ほん当とうにこわがっている表ひょう情じょうをしていた。
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「ほら、あたしって、かわいいじゃん？　ストーカーのひとりやふたり、いてもおかしくないんだよね。」

「……はあ。」

　わたしも秋あき山やまさんと同おなじように、まわりに目めを走はしらせる。

　でも、おかしなひとの姿すがたは、見み当あたらなかった。

　近きん所じょのおじいちゃんが、のんびりと、イヌの散さん歩ぽをさせているだけだ。

「このまま、家いえに帰かえって、ついてこられたりしたらこわいし。今日きょう、ママ、しごとで帰かえりがおそくなるって言いってたし。ねえ、だから、一いっ生しょうのお願ねがいっ！」

　秋あき山やまさんは、顔かおの前まえで手てをぺたんと合あわせる。

　断ことわらなきゃならない理り由ゆうもなかったので、「べつにいいよ。」と、わたしは答こたえた。

「でも、うちにいくんじゃなくて、知しりあいのところでもいい？」

「近ちかいの？」

「すぐだよ。福ふく神じん堂どうっていう、古ふる本ほん屋やさんなんだけど。」





○　秋あき山やまさんのひみつ　○




　レイジさんは、お店みせの前まえで、竹たけぼうきを手てにしながら眠ねむっていた。

　竹たけぼうきでバランスをとっているみたいだ。

　器き用ようなひとである。

「……ねえ、あのひと、もしかして寝ねてるの？」

　秋あき山やまさんが、わたしの服ふくをくいくいとひっぱる。

「たぶん。」

　前まえにレイジさんが、ふつうのひとは、福ふく神じん堂どうにこられないと言いっていたので、もしかしたら、秋あき山やまさんといっしょだと、たどりつけないかもしれないと、少すこしだけ思おもったりもしたんだけど、あっさりと到とう着ちゃくできた。ラッキーだ。

「あの、レイジさん。」

　声こえをかけながら、ちょん、とレイジさんにふれる。

　そうしたらバランスがくずれてしまって、レイジさんは、ばたりと地じ面めんにたおれた。

　しかも、顔かおから。

「わああぁ、レイジさん、だいじょうぶですか？」

「んん。」

　レイジさんは、むっくりと起おきあがり、目めをしぱしぱさせる。

「おや、これは、ひびきさんによく似にたお嬢じょうさんですね。こんにちは。」

「似にているんじゃなくて本ほん人にんです。」

「そうですか、そうですか。それはよかった。では、おやすみなさい。ぐー。」

　だから、寝ねつきがよすぎるよ！

「レイジさん、お話はなしがあるんです。起おきてください。レイジさんってば！」




　なんとかレイジさんを目め覚ざめさせて、わたしたちは、福ふく神じん堂どうのおくにある居い間まにあげてもらった。

「へえ、こんなとこに古ふる本ほん屋やさんがあったなんて知しらなかった。」

　秋あき山やまさんは、ピンクのランドセルを横よこに置おいて、興きょう味み深ぶかそうにあたりを見みまわす。

「うん、まあ。」

　わたしは、あいまいにへんじをした。

「さっきのひと、レイジさん、だっけ？」

　秋あき山やまさんが、こそっと、わたしの耳みみもとでささやく。

「最さい初しょ、寝ねてたから、びっくりしたけど、よく見みたらさ、めちゃめちゃイケメンじゃない？　なんか、王おう子じさまみたいなんだけど。」

　それはわたしも認みとめるけど、いくら王おう子じさまでも、寝ねすぎはどうかと思おもう。

「あのひと、東とう堂どうひびきのなんなの？　カレシ？」

　どうしたら、そんな発はっ想そうが出でてくるのだろう。

　友ともだちもいないのに、カレシなんかいるわけない。

　もし仮かりにいたとしても、相あい手てがレイジさんでは、たぶん犯はん罪ざいだ。

「遠とおい親しん戚せきだよ。」

　レイジさんは福ふくの神かみだから、秋あき山やまさんを助たすけてくれるかもしれないと思おもった。

　なんて、説せつ明めいできるはずがない。

　しても、どうせ、信しんじてもらえないだろう。

「うちの両りょう親しん、いま、しごとで海かい外がいにいるんだ。それで、わたしは、叔お母ばさんのところで暮くらしてるんだけど、レイジさんもいろいろ助たすけてくれてるわけ。」

　秋あき山やまさんは「なんだー、つまんないのー。」と言いって、近ちかくにつんであったハードカバーの本ほんを手てにとった。

　それは、ベン・ライスというひとが書かいた『ポビーとディンガン』って本ほんだった。

　ポビーとディンガンは、ケリーアンという女おんなの子この、空くう想そうのお友ともだちだ。

　あるとき、そのふたりが行ゆく方え不ふ明めいになる。

　すると、心しん配ぱいのあまりケリーアンは病びょう気きになってしまうのだ。

　だから、お兄にいちゃんのアシュモルが（本ほん当とうは信しんじていないくせに）、妹いもうとのために、ポビーとディンガンをさがしにいってあげる、という、かわいくて、やさしいお話はなしだ。

　じつは、わたしのお気きにいりの一いっ冊さつである。

　でも、わたしは、そのことを秋あき山やまさんに伝つたえるつもりはなかった。

　秋あき山やまさんは、きっと、興きょう味みないだろうし。

　そう思おもったのに、秋あき山やまさんが小ちいさな声こえで、ぽつりと言いった。

「『一つはあなたに、一つはポビーに、もう一つはディンガンに。みんな元げん気きそうね』。」

　それは、スーパーのおばさんが、キャンディーをわたすときのセリフだった。

　おばさんは、ケリーアンにしか見みえていないお友ともだちにも、かならずキャンディーをあげるのだ。わたしが好すきなシーンのひとつだったりする。

　でもって、わたしは、ちょっとびっくりしていた。

「……秋あき山やまさん、読よんだことあるの、それ？」

　秋あき山やまさんは、本ほんをめくってもいなかった。

　つまり、内ない容ようをおぼえているということだ。

「あ。」

　秋あき山やまさんは、しまった、という顔かおをした。

　ほっぺたを赤あかくし、くちびるをむにゃむにゃさせる。
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　それから、秋あき山やまさんは、ずずい、とわたしに近ちかよってきた。

「ナイショにして。」

　秋あき山やまさんに近ちかよられたぶん、わたしは、うしろにのけぞる。

「……なんで？」

「だって、本ほんが好すきなんて、あたしのキャラじゃないし。立たち場ばがあるの、立たち場ばが。」

「立たち場ば？」

「暗くらいやつとか思おもわれたらイヤだし、クラスではかくしてるの。」

「ふーん、そうなんだ。」

　本ほんを読よんでいるから暗くらいひと、ということはないと思おもうけど。

「そうなの。だから、みんなにはナイショにしといて！　一いっ生しょうのお願ねがいっ！」

　さっきも、つかったばっかりじゃん、一いっ生しょうのお願ねがい。

「それは、まあ、べつにいいけど。」

　わたしがそう答こたえると、秋あき山やまさんはホッと胸むねをなでおろした。

「東とう堂どうひびきって、意い外がいといいやつなんだね。」

　意い外がいと、は余よ計けいだと思おもった。





○　カレーは飲のみもの　○




「ひー　びー　きっ！」

　とつぜん声こえがして、チィちゃんが、どすこーいと、わたしに突とつ撃げきしてきた。

「わあっ！」

　チィちゃんは、ちっちゃいから痛いたくはなかったけど、わたしはよろけてしまう。

「ねえ、ねえ、ひびき、チィと遊あそぼなのっ。」

　そう言いってから、チィちゃんは、そばに秋あき山やまさんがいることに気きづいた。

「うわ、知しらないひとがいるのっ！」

　ささっと、わたしの背せ中なかにかくれる。チィちゃんは、ひとみしりやさんだ。

「このひとは、秋あき山やま絵え理り乃のさんっていって、同おなじクラスの子こ。こわくないよ。」

　秋あき山やまさんは、眉まゆをにゅっとよせた。

「なに、ひとりごと言いってるわけ、東とう堂どうひびき？」

　チィちゃんは、古ふるい洋よう書しょのツクモだ。霊れい感かんがないと、その姿すがたを見みることができない。

　秋あき山やまさんは、霊れい感かんとかないひとみたい。

「えーっと。」

　なんて説せつ明めいしたらいいんだろう、と、わたしが悩なやんでいたら。

「いやはや、お待またせしました。」

　キッチンにひっこんでいたレイジさんがもどってきた。

　レイジさんは、わたしたちの前まえに、飲のみものが入はいったグラスを置おいていく。

　とろり、とした液えき体たいからは、あきらかにカレーの香かおりがしていた。

　さすがのわたしも、ちょっとひく。

「……レイジさん、なんです、これ？」

「イヤだなあ、ひびきさん。カレードリンクですよ、カレードリンク。」

　スープカレーみたいなものだろうか。

「自じ家か製せいの福ふく神じんづけも、どうぞ。」

　レイジさんは、小こ鉢ばちに盛もった福ふく神じんづけと、おはしも用よう意いしてくれた。

　わたしはためしに、ちょろっと、カレードリンクなるものをなめてみる。

「あ、おいしい！」

　これをぜんぶ飲のんだら、たぶん、ノドがかわくと思おもうけど。

　秋あき山やまさんも、わたしが口くちをつけたのを確かく認にんしてから、ひと口くち飲のんでいた。

　そのあいだ、チィちゃんは、わたしのうしろにかくれていたのだけど、少すこしして秋あき山やまさんにもなれると、ちょこちょこと移い動どうしてきて、わたしのひざの上うえにすわった。

　わたしが、チィちゃんの頭あたまにあごをのっけて、かっくん、かっくんさせると、チィちゃんは、きゃっきゃっと笑わらう。

「それで、今日きょうはどうしたんです、ひびきさん？」

「あ、はい。じつは──。」

　わたしは、レイジさんに状じょう況きょうを説せつ明めいした。

　学がっ校こうの帰かえりに秋あき山やまさんが、だれかに追おいかけられていたこと。

　相あい手ては、たぶん、おとなのひとで、ストーカーかもしれないこと。

　今日きょうは秋あき山やまさんのお母かあさんの帰かえりがおそくなるから、福ふく神じん堂どうに避ひ難なんしてきたこと。

「なるほど。」

　レイジさんは、笑え顔がおのままでうなずき、秋あき山やまさんにむきなおる。

「秋あき山やま絵え理り乃のさんでしたね。はじめまして。」

「は、はい。」

　秋あき山やまさんは、ほっぺたを赤あかくして、ぴんっ、と背せ筋すじをのばした。

「ぼくは福ふく神じん礼れい司じといいます。気き軽がるに『レイジ』と呼よんでください。」

「レ、レイジさんですね。」

「はい。ところで、ストーカーというのは、おだやかではありませんね。秋あき山やまさんには、心こころ当あたりが、あるのでしょうか？」

　レイジさんなら、福ふくの神かみのチカラで、秋あき山やまさんの心こころを読よめるはずなんだけど、ちゃんと口くちに出だしてたずねた。

「……そういうのは、ないですけど。」

　もにょもにょと言いって、秋あき山やまさんはうつむいてしまう。

「相あい手ては、おとなのようだということでしたけど、秋あき山やまさんのことが好すきな同どう級きゅう生せいの男おとこの子こなんてことは、ありませんか？」

「もっと背せが高たかかったです。でも、かくれるのがうまくて、姿すがたが見みえないんです……。」

「そうですか。それは、さぞや、こわかったでしょう。無ぶ事じでなによりです。ところで、少すこし立たちいったことを、おたずねしても、かまいませんか？」

「はい。」

「秋あき山やまさんは今日きょう、お母かあさまの帰かえりがおそくなる、ということを強きょう調ちょうしましたね。お父とうさまは、どうなさっているんですか？」

　レイジさんの問といかけに、秋あき山やまさんはうつむいたまま、きゅっと、こぶしをつくる。ちょっとのあいだ、口くちをとじていたけれど、やがて、ぽつりと、こぼすみたいに言いった。

「……パパは、三年ねん前まえに病びょう気きで亡なくなりました。」

　わたしは、おどろいてしまって、思おもわず、秋あき山やまさんの顔かおをのぞきこんでいた。

　オシャレであかるくて、いつもみんなに囲かこまれている、キラキラな秋あき山やまさんからは、そういう悲かなしいできごとが想そう像ぞうできなかったからだ。

　秋あき山やまさんは、くちびるをかみしめている。

「そうでしたか。それは、つらいことを思おもいださせてしまいました。すみません。」

　レイジさんは頭あたまをさげた。寝ねぐせみたいな髪かみが、ぴょっこりとはねる。

「状じょう況きょうはわかりました。しかし、こまりましたね。いまの状じょう況きょうでは、警けい察さつに連れん絡らくをしても、様よう子す見みでおわってしまいそうですし、ぼくは、秋あき山やまさんをおうちまで送おくってあげることができません。どうしても、はずせない用よう事じがありまして。」

　どうしても、はずせない用よう事じなんて、レイジさんには、ぜったいにない。断だん言げんできる。

　でも、レイジさんは、福ふく神じん堂どうのそばから、はなれられないらしい。

　お店みせの前まえをそうじするくらいは、できるみたいだけど。

　だから、はずせない用よう事じがある、という言いいかたをしたんだろう。

「ひびきさん。秋あき山やまさんをひとりにするのは心しん配ぱいですし、あかるいうちに、彼かの女じょをおうちまで送おくっていってあげてくれませんか。」

　レイジさんはそう言いってから、そっと、わたしに耳みみうちする。

「ボディガードも福ふくの神かみの弟で子しのおしごとですよ。だいじょうぶ。いまのひびきさんは、ふつうのひとよりも幸こう運うんですから安あん心しんしてください。」

　その幸こう運うんってのが、わたしには、いまいち信しん用ようできていないのだ。

　福ふくの神かみの弟で子しに選えらばれたこと、そのものが、不ふ運うんな気きがするんですけど。

「ピンチのときは、必ひっ殺さつ技わざとかつかっていいですから。とくべつに許きょ可かします。」

「ないですよ、必ひっ殺さつ技わざなんて。」

「え、ないんですか？　ひびキックとか、ないんですか？」

「はずかしすぎです、それ。」

　レイジさんは、どこまでが本ほん気きで、どこからが冗じょう談だんなのか、よくわからない。

「チィもいくの！」

　わたしのひざの上うえで、おとなしくしていたチィちゃんが、大おおきな声こえをあげた。

　レイジさんは、チィちゃんの頭あたまに手てを置おいて、ふわふわの髪かみの毛けをなでる。

「そうですね。きっと、ひびきさんも心こころ強づよいでしょう。」

　チィちゃんのことが見みえない秋あき山やまさんは、わたしたちのやりとりをながめながら、ふしぎそうな顔かおをしていた。





○　文ぶん学がく少しょう女じょのお部へ屋や　○




「ありがと、東とう堂どうひびき。」

　おうちの前まえで、秋あき山やまさんは言いった。

　幸こう運うんのおかげかわからないけど、ストーカーと遭そう遇ぐうすることはなかった。

「べつに、わたし、なにもしてないよ。それより、ヘンなひとがきたら、すぐに警けい察さつに電でん話わしたほうがいいよ？　戸と締じまりはしっかりね。それじゃ。」

　わたしは、チィちゃんの手てをひきながら、くるりと背せをむける。

「待まってよ！」

　そしたら、秋あき山やまさんがわたしをひきとめた。

「せっかくだし、ちょっとあがっていきなって。ノドかわかない？」

　カレードリンクは、予よ想そう外がいにおいしかったけど、ノドはかわいたままだった。

「うーん。でも、うちもそんなに遠とおくないし。」

「いいじゃん。ほら！」

　秋あき山やまさんは、強ごう引いんに、わたしを家いえのなかにひっぱりあげた。




「うわ、すごい。秋あき山やまさんの部へ屋や。」

　ふたつある本ほん棚だなには、たくさんの本ほんがならんでいた。

「ちょっと待まってて。下したで紅こう茶ちゃいれてくる。」

　秋あき山やまさんはそれだけ言いって、部へ屋やを出でていく。

　わたしは棚たなをじっと観かん察さつした。

　チィちゃんもわたしの横よこで、棚たなを見みあげている。

　どの本ほんも保ほ存ぞん状じょう態たいがよくて、キレイにならべられていた。

　けれど、そんななかに一冊さつだけ、ボロボロの本ほんがあった。

　棚たなからぬいてみる。タイトルは『おとぎの国くにのエリノちゃん』だった。
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「これ、手てづくりの絵え本ほんだ。」

　文ぶん章しょうも絵えも、すべて手てがきだった。

「チィにも見みせて、見みせてなの、ひびきっ。」

　チィちゃんが、ぴょこたん、ぴょこたんと、とびはねている。

　わたしはしゃがんで、「はい。」と、チィちゃんに絵え本ほんをわたした。

　受うけとったチィちゃんは、ちっちゃい手てで表ひょう紙しをめくる。

「それはる日ひのことです。エノちゃん、おにわでううとしていると、いっぴきのサギが。」

「え、なにそれ？」

　チィちゃんの朗ろう読どくは、なんだか、ちょっとヘンテコだった。

「だって、書かいてあるの。」

　チィちゃんが、ひろげた絵え本ほんをわたしにつきだす。

　それは、こんな感かんじだった。





それは　る日ひのことです。




エ　ノちゃん　、おにわでう　うとしていると、




いっぴきの　サギが、






「あ、そっか。ところどころ、文も字じがぬけてるんだ。」

　一行ぎょう目めは、たぶん、『それは「あ」る日ひのことです。』にちがいない。

『エ「リ」ノちゃん「が」、おにわでう「と」うとしていると、いっぴきの「ウ」サギが、』

　こういうふうにつづくのだろう。

『エノちゃん』ではなく『エリノちゃん』だろうし、『エリノちゃん「は」』でもいいけど、文ぶん章しょうのつながりからすると『エリノちゃん「が」』のほうが、しぜんだ。

　いかにも『うとうと』していたエリノちゃんが、ベストを着きた白しろい『ウサギ』を見みつけたような絵えが、かかれている。

　きっと、なんども読よんでいるうちに、ボロボロになって字じが消きえてしまったのだろう。

「それ、パパがあたしの誕たん生じょう日びのプレゼントにつくってくれたんだ。」

　いつのまにか、秋あき山やまさんが、わたしのうしろに立たっていた。

　秋あき山やまさんは、カップとクッキーのお皿さらをのせたトレーを床ゆかに置おいてから、わたしに「そこ、すわって。」とクッションをすすめる。

　わたしは言いわれたとおりに、腰こしをおろした。ぽふん。

　さらに、チィちゃんがわたしのひざに腰こしをおろす。ぱふん。

「うちのパパって銀ぎん行こう員いんだったんだけど、本ほん当とうは小しょう説せつ家かになりたかったんだって。ヘタっちょだったから、賞しょうに応おう募ぼしても、一次じ選せん考こうも通とおらなかったみたいだけど。」

　秋あき山やまさんは、左さ右ゆうでむすんだ髪かみをしきりにさわった。

「パパのつくったお話はなしって、どっかで読よんだことあるようなのばっかりなの。『おとぎの国くにのエリノちゃん』も、『ふしぎの国くにのアリス』のパクリだし、絵えもシロウトだし。」

「でも、ステキだね。手てづくりの絵え本ほんなんて。なんども読よんだんでしょ？　宝たから物ものだね。」

　わたしが言いうと、秋あき山やまさんは、はずかしそうに紅こう茶ちゃのカップに口くちをつけた。

　わたしもひと口くち飲のむ。たっぷり砂さ糖とうが入はいっていて、とっても甘あまかった。

　チィちゃんが、クッキーに手てをのばして、ぽりっとかじる。

　あっ、と思おもったけど、秋あき山やまさんには、見みえていなかったようなのでホッとする。

　霊れい感かんがないひとには、きっと、クッキーが宙ちゅうにういたように見みえたはずだ。

「秋あき山やまさんが読どく書しょ好ずきなのは、お父とうさんの影えい響きょうなんだね。」

「うん。まあ。むかしは、眠ねむる前まえにパパが本ほんを読よんでくれたんだ。最さい近きんは、あんまり読よんでないけど……。」

　秋あき山やまさんは、うつむいて、ニーソックスを指ゆびでいじる。

　秋あき山やまさんのお父とうさんは、三年ねん前まえに亡なくなったと、さっき言いっていた。

　悲かなしいことを思おもいださせてしまったかもしれない。

　わたしの心こころは、ダイヤモンドくらいがんじょうだから、たいていのことは平へい気きだけど、ほかのひとはそうじゃないんだ。

「あの、ごめん。」

「べつに平へい気き。」

　ちょっとしてから、秋あき山やまさんは「あ、そうだ。」と言いった。

「ねえ、東とう堂どうひびきのオススメの本ほんがあったら、かしてよ。朝あさ読どくの時じ間かんに読よむから。」

　読どく書しょ好ずきにそんなことを言いってはいけないと、わたしは思おもう。

　だって、オススメの本ほんなんて、何なん冊さつもあるに決きまっているじゃないか。





○　ちこくギリギリ　○




　翌よく日じつ、わたしは秋あき山やまさんにかすための本ほんを、ランドセルに入いれて登とう校こうした。

　おそくまで、どれにしようか悩なやんだせいで、ちょっと寝ね不ぶ足そくだ。

　ガラリとドアをあけると、教きょう室しつは半はん分ぶんくらいしかひとがいなかった。

　秋あき山やまさんも、まだいない。

　わたしは、ランドセルをロッカーにおしこんでから、じぶんの席せきにすわる。

「ふぁーあ。」

　思おもわず、あくびがこぼれた。目めに涙なみだがうかんだので、ごしごしとこする。

「ひびき、おっきなあくびなのっ。」

「うん、ちょっと、眠ねむくて……って、えっ!?」

　声こえがしたので横よこを見みたら、そこにはチィちゃんがいた。

「チィちゃん？　ついてきちゃったの？」

　チィちゃんは、「うん。」と、大おおきくうなずく。

「ダメだよ、チィちゃん。」

　わたしは声こえを小ちいさくして、チィちゃんに言いった。

「なんで？」

　チィちゃんは、首くびをこてんとかしげる。

「なんでって……。」

　そういえば、チィちゃんは、だれにも姿すがたが見みえないんだった。

　だったら、べつにいいか。と思おもった、そのとき。

　ぶぉー、という音おとがして、チィちゃんは「ひあっ。」と、転ころがった。

「宇う宙ちゅう人じんがおそってきたの！　地ち球きゅうはもう、おしまいなの！」
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　チィちゃんは、わたしがすわっているイスの下したにもぐりこむ。

　いやいやいや。

「だいじょうぶだよ、チィちゃん。あれはね、黒こく板ばん消けしクリーナーの音おとだよ。」

「こくばんけしくりーなー？」

「うん。」

　日にっ直ちょくのひとが、黒こく板ばん消けしをクリーナーにおし当あてているところだった。

　きっと、昨日きのうの当とう番ばんが、キレイにするのをわすれていたのだろう。

「……小しょう学がっ校こうとは、おそろしいところなの。」

　びくびくしながら、チィちゃんがイスの下したから出でてくる。

「あ、そうだ。チィちゃん、本ほんの姿すがたにもどれる？　そしたら、わたしがずっと持もっててあげられるけど。」

「できるの。」

　ぽむんっ、と音おとがして、チィちゃんは一冊さつの本ほんになった。

　ちょっとした辞じ書しょくらいの、りっぱな書しょ籍せきである。

　よく考かんがえると、本ほん当とうの姿すがたのチィちゃんを見みるのは、これがはじめてだった。

　つくえの上うえで、ひろげてみる。

　ぜんぶ、英えい語ごで書かかれているので、わたしにはまったく読よめない。

　でも、天てん使しの挿さし絵えを見みつけた。

　きっと、これがチィちゃんなんだと思おもい、指ゆび先さきでつついてみる。

「ねえ、東とう堂どうさん。」

　急きゅうにとなりの席せきの井い口ぐちさん（だっけ？）に声こえをかけられ、わたしは顔かおをあげた。

「その本ほん、どっから出だしたの？　いきなり、空くう中ちゅうから出でてきたように見みえたんだけど。」

　ドキッ！

「えーっと、その……ふつうにつくえのなかからだけど？」

「そう？　うーん。見みまちがえたのかなぁ？」

　井い口ぐちさんは、ふしぎそうに首くびをかしげている。

「そ、そうだよ。うん。あはは……。」

　あぶないところだった。霊れい感かんのないひとには、チィちゃんが天てん使しの姿すがたから本ほんにもどるときに、そんなふうに見みえるらしい。気きをつけないと。




　さて、もう少すこしで朝あさの会かいがはじまる。

　でも、まだ、秋あき山やまさんは登とう校こうしてきていなかった。

　どうしたんだろと思おもっていたら、秋あき山やまさんがばたばたと、教きょう室しつにとびこんできた。ぜえぜえと、肩かたで息いきをしている。せっかくのオシャレな服ふくも、ちょっとくたびれていた。

「絵え理り乃のちゃん、ちこくギリギリだよ。どうしたの？」

　近ちかくにいた友ともだちが、そんなふうに声こえをかけている。さすがは、クラスの人にん気き者ものである秋あき山やまさんだ。あっというまに、みんなに囲かこまれていた。

「うん……ちょ、ちょっと、寝ねぼう、しちゃって……。」

　秋あき山やまさんはそう言いってから、一いっ瞬しゅん、わたしを見みた。

　ん？　なんだろ？




　一時じ間かん目めは算さん数すうだった。

　中なか山やま先せん生せいが手てにしているチョークが黒こく板ばんにぶつかって、カツ、カツ、と音おとを立たてる。

　そのあいだ、チィちゃんはまた、天てん使しの姿すがたになっていた。

　教きょう室しつのなかをうろうろして、みんなのノートをのぞきこんだり、「ひびきー、チィ、つまんないのー。」とか言いって、わたしのひざの上うえにのってきたりする。

　しょうがないので、クーピーをかしてあげた。まわりからクーピーや絵えが見みえないように、チィちゃんをおおいかくし、お絵えかきをしていてもらう。

　そんなこんなの一時じ間かん目めがおわると、秋あき山やまさんがわたしのところにやってきた。

「ねえ、東とう堂どうひびき、ちょっといい？」

「え？　うん、いいけど。」

　チィちゃんは、お絵えかきをしているうちに、おねむになってしまったみたいだ。

　起おこすのもわるいので、そっとひざからおろして、秋あき山やまさんとふたりで廊ろう下かに出でた。

　だれもいないところでむかいあうと、いきなり、秋あき山やまさんが言いった。

「なんで、朝あさ、むかえにこなかったわけ？」

「なんで、と言いわれても。」

「あたし、東とう堂どうひびきがくると思おもって、家いえで待まってたのに。」

「ああ。だから、ギリギリの時じ間かんに登とう校こうしてきたんだね。ごめん。約やく束そくとかしてなかったから、ふつうに学がっ校こうきちゃった。それに、秋あき山やまさんは友ともだちといくと思おもってたし。」

　そんなに頼たよりにされていたなんて、想そう像ぞうもしなかった。

「むかえにいったほうがよかった？」

「当あたり前まえじゃんっ！　昨日きのうとか、ひとりになってから、すっごく、こわかったんだからねっ！　まあ、なにもなかったけど……。」

「今け朝さは、どうだったの？　スト。」

　ストーカーと言いいかけたら、秋あき山やまさんの手てで口くちをふさがれた。

「むぎゅ。」

「大おおきな声こえで言いわないでよ。だれにも知しられたくないの。」

　秋あき山やまさんは、いそいでまわりを見みる。わたしたち以い外がいは、だれもいない。

「朝あさは、全ぜん力りょく疾しっ走そうしてきたから、いたとしても気きづかなかった。」

「ふがふが。」

「とにかく、放ほう課か後ごはいっしょに帰かえってよねっ！　ぜったいだからねっ！」

　すごく、ひっしな顔かおで秋あき山やまさんは言いった。

「ふもふも。」

　わたしは、ずっと口くちをふさがれたままだった。





○　帰かえり道みち　○




　約やく束そくどおりに、わたしたちは、いっしょに下げ校こうした。

　秋あき山やまさんの、キラキラな友ともだちもいっしょなのかと思おもったけど、ふたりきりだった。

　でもって、その日ひ、ストーカーはあらわれなかった。帰かえり道みちで本ほんをかしてあげただけ。

　そして、次つぎの日ひも、その次つぎの日ひも、ストーカーはあらわれなかった。

　そのうち、わたしは、本ほん当とうはストーカーなんかいないんじゃないだろうか、と疑うたがいはじめた。秋あき山やまさんが、そう思おもいこんでいるだけなんじゃないだろうか、と。

　だとしたら、ストーカーなんていないのだということを、秋あき山やまさんにわかってもらわないといけない。うーん、どうしたものか。

　なんてことを考かんがえながら、わたしは秋あき山やまさんのとなりを、てこてこ歩あるく。

「東とう堂どうひびき、歩あるくの、はやすぎ！　なんの大たい会かいだよ！　競きょう歩ほかよ！」

「秋あき山やまさんが、おそすぎると思おもう。」

「だって、前まえからくるかもって思おもったら、こわいし。」

　秋あき山やまさんは、すばやく、あたりを見みまわした。

　わたしも、まわりに目めをむけてみたけど、やっぱりストーカーらしきひとかげはない。

「東とう堂どうひびきは、こわくないわけ？」

「べつに、わたしが、ねらわれてるわけじゃないから。」

　秋あき山やまさんは、右みぎのほっぺをふくらませた。すぐに、ぷしゅーっと、しぼませる。

「……じゃなくてさ、いろいろ。」

「いろいろ？」

「だってさ、東とう堂どうひびきって、転てん校こうしてきたばっかりで、友ともだちいないじゃん。なのに、ひとりで本ほんとか読よんでるし。友ともだちなんかいらない、みたいな感かんじでさ。」

「わたしには、これで、ふつうなんだけど。」

　秋あき山やまさんは、信しんじられない、って顔かおをする。

「だって、ひとりってこわいでしょ？」

「ひとりだと、ゆっくり本ほんが読よめるよ？」

「ひとりで本ほんなんか読よんでたら、暗くらいやつ認にん定ていされるじゃん！　……なのに、そんなの関かん係けいないって顔かおして、東とう堂どうひびきは読どく書しょなんかしちゃってさ。だから、なんか気きになってたんだよね。なに読よんでるのって、聞きいてみたかった。ちらちら見みてたのに、まったく気きづかれなかったけどねっ！　どんだけ集しゅう中ちゅうして読よんでんだよっ！」

　うがーっ、とさけぶ、秋あき山やまさん。

「ぜんぜん、気きづかなかった。秋あき山やまさんは、わたしに興きょう味みないと思おもってたよ。」

　秋あき山やまさんは、ため息いきをついてから、足あしもとの石いしをける。

「東とう堂どうひびきは、まわりから、どう見みられてるとか、気きにしないんだね。本ほんが好すきなら、かくさずに、好すきって言いえるんだよね。そういうの、かっこいいな。」

「べつに……。それを言いうなら、秋あき山やまさんのほうが……。」

　秋あき山やまさんのほうがすごい、と言いいかけて、とちゅうで、やめた。

『すごい』とは、ちょっと、ちがうような気きがしたからだ。

　秋あき山やまさんは、たいせつなお父とうさんを亡なくしている。それでも元げん気きで、まっすぐだ。

　そんな秋あき山やまさんは『すごい』に似にた、なにかだと思おもう。うまく言いえないけど。

　わたしのお母かあさんとお父とうさんは、遠とおくにいるけど、ポストカードはとどくし、その気きになれば会あいにだっていける。

　でも、秋あき山やまさんはお父とうさんに、もう二に度どと会あえない。話はなしもできないし、ポストカードもとどかないところにいってしまったのだ。

　秋あき山やまさんは、少すこしのあいだ、うつむいていた。それから「あのね。」と言いう。

「パパね、病びょう気きだったんだ。」

「うん。」と、わたしはうなずいた。

「一年ねんくらい入にゅう院いんしてて、最さい後ごはすごくやせちゃって。パパって、それまでメタボだったのに、笑わらいながら『ダイエットしちゃった。』とか言いってたんだ。すごく苦くるしかったはずなのにさ、あたしの前まえでは、ちっともつらそうに見みせなかった。だから、あたしはまったく気きづいていなくて、それで、パパはすぐよくなるんだって思おもってた。」

　秋あき山やまさんは「バカみたい。」って笑わらう。

「病びょう室しつでも、パパがよく本ほんを読よんでくれてた。あたしは、いつも、パパのベッドで寝ねちゃって、ママが家いえまで連つれて帰かえってくれてたの。あの日ひもそうで、あたしは、本ほんを読よんでもらいながら眠ねむっちゃって、パパは、あたしが寝ねているあいだに……。」

　ずず、とはなをすすり、秋あき山やまさんはつづける。

「あたし、パパのこと大だい好すきなんだよ？　なのに……、毎まい日にち、ちょっとずつ、パパのことわすれていってる。わすれて、笑わらってるときがある。あたし、ひどいよね。どうしよう、あたし、パパのこと、このままわすれちゃうのかな……。」

　どんなふうに言いってあげるのが正せい解かいなのか、わたしには、わからなかった。

　なぐさめても、なんだかウソっぽいし、それって、とても、うすっぺらい。

　わたしは、お父とうさんかお母かあさんが、死しんでしまうということを考かんがえてみる。

　本ほん気きで想そう像ぞうしてみる。

　ダイヤモンドなみのかたさをほこるわたしの心こころも、ちょっと、ざわざわした。

　そもそも、死しぬってなんだろう？　意い識しきが消きえてしまうってこと？

　わたしは、死しんだらどうなるのだろう？

　いまの、この気き持もちが、どこかになくなってしまうのだと思おもったら、手てのひらから、じわっと汗あせが出でてきて、心しん臓ぞうがどくどくして、こわくなった。

　こんな気き持もちを、秋あき山やまさんは、もっと前まえから知しっていたのかな？

「ごめん。いきなり言いわれても、こまるよね。」

　秋あき山やまさんが、まぶたをぐしぐしとぬぐう。

「パパが亡なくなったあと、みんな、やさしかったけど、それは、あたしが『パパを亡なくしたかわいそうな女おんなの子こ』だったからな気きがしたの。でも、東とう堂どうひびきは、そういうんじゃなくて、ちゃんと聞きいてくれそうだったから、つい。だれにも言いったことないのに。」

「じゃあ、わたし、秋あき山やまさんのひみつ、たくさん知しっちゃってるね。」

「そ、そうだよ。東とう堂どうひびきも、なんか、ひみつ教おしえてよ。不ふ公こう平へいじゃん。」

　わたしのひみつは、福ふくの神かみの弟で子しだということだ。

　言いっても、信しんじてもらえないだろうけど。わたしも、信しんじてないくらいだし。

　と、そのとき、なにかが動うごくのが見みえた。

『なにか』というか『だれか』だ。

　そのひとは、わたしに見みつかったことに気きづいて、サッと電でん柱ちゅうのかげにかくれた。

「あ。」

「ん、なに？　どんなひみつがあるわけ、東とう堂どうひびき？　白はく状じょうしなよ。楽らくになるよ。」

「じゃなくて、うしろ、だれかいた。」

　わたしは、ひとかげが見みえたほうを指ゆびさす。

　秋あき山やまさんは、「ひっ。」とちぢこまり、おそるおそる、という感かんじでふりかえった。

「……ど、どこ？」

「電でん柱ちゅうにかくれた。」

　わたしは、秋あき山やまさんの思おもいこみがストーカーを生うみだしたんだと疑うたがってた。

　でも、本ほん当とうにいたんだ。

「わたし、見みてくる。」

「ちょ、ちょっと、待まってよ、東とう堂どうひびき！　あぶないって！」

　わたしは、走はしりだした。ぺたんこのスニーカーで、アスファルトをける。

　すると、電でん柱ちゅうにかくれていたひとも、わたしから逃にげるようにかけだした。

　相あい手ては、おとなの男おとこのひとだ。メガネをかけていた。

　わたしより縦たてにも横よこにも大おおきい。そして、わたしよりも足あしがはやかった。





○　ストーカーの正しょう体たいは……　○




　わたしは、あっさりとストーカーを見み失うしなってしまった。

　ひざに手てをついて、息いきをととのえる。

　そのとき、ぽむんっ、と音おとがして、ランドセルからチィちゃんがとびだしてきた。

「どうしたの、チィちゃん？　急きゅうに出でてきたりして。」

「ひびき、いまのひと、追おいかけてるの？」

「うん。そうだけど、逃にげられちゃった。」

　顔かおをあげてみたけど、どこにもストーカーの姿すがたはない。

「チィ、たぶん、わかるの。」

「本ほん当とう？」

「うん。」

　チィちゃんは、元げん気きよくうなずくと、「むむむ。」とうなった。すると、ぴょこん、と髪かみの毛けのたばが逆さか立だつ。それは矢や印じるしみたいな形かたちになって、ぴゅっと前まえをさした。

「あっちなの。」

「と、東とう堂どう、ひびき。は、はやすぎ。」

　そこへ、秋あき山やまさんが、ぜえ、はあ言いいながら、追おいついてくる。

「秋あき山やまさん。ストーカーがどこにいったか、わたし、わかるかもしれない。」

「なにそれ？　どういうこと？」

「それは……うまく、言いえないんだけど……。とにかく、犯はん人にんをこのままにはしておけないよ。正しょう体たいをあばいて、警けい察さつにつきだそう。」

「え、でも……。」

「だいじょうぶ。わたしは、こう見みえてラッキーなんだ。あぶない目めにはあわないから。」

　たぶんだけど。

　秋あき山やまさんは、少すこし不ふ安あんそうな目めをしていたけど、やがて、こくりとうなずいた。

「ひびき、こっちなの。」

　チィちゃんがちょこちょこ走はしりだす。

「こっちだよ、秋あき山やまさん。」

　わたしは、チィちゃんを追おいかけ、秋あき山やまさんが、わたしのうしろにつづいた。

　そうして、たどりついたのは──。

「……ここ、あたしんちじゃん。」

　そう、秋あき山やまさんのおうちだった。

「どういうこと、東とう堂どうひびき？　ストーカーは、家いえのなかに入はいりこんでるの？」

　秋あき山やまさんは、すごくおびえている。

　わたしは、チィちゃんを見みた。チィちゃんは「このなかなの。」と、ちっちゃなひとさし指ゆびをむけている。わたしは、心こころのなかで「よし。」と、かくごを決きめた。

「わたしが見みてくる。秋あき山やまさんは、ここで待まってて。」

「え、ちょっと！」

「だいじょうぶだから。いざとなったら、ひびキックもあるし！」

　ないけども。

「なにそれ！」

　秋あき山やまさんをのこして、わたしはチィちゃんといっしょに、秋あき山やま家けに突とつ入にゅうしていった。

「こっちなの、ひびき。」

　チィちゃんが、とんとこ階かい段だんをかけあがっていき、わたしもそれにつづいた。

　秋あき山やまさんの部へ屋やのドアがあいている。わたしとチィちゃんは、なかにとびこんだ。

　部へ屋やのまんなかに、まるいメガネをかけた男おとこのひとが立たっている。

　チィちゃんは、ちっちゃいこぶしをふりあげて、わたしの前まえに立たった。

「チィが相あい手てなの！　いざ、じんじょーに、しょーぶなの！　ふなーっ！」

　黒こく板ばん消けしクリーナーの音おとだけでこわがっていたのに、こんなときばかり突とっ進しんしようとする。

「あぶないってば。」

　わたしは、チィちゃんをひょいとだきあげた。チィちゃんは、わたしの腕うでのなかで、ばたばたとあばれる。わたしは、男おとこのひとをにらみつけた。

「どうして、秋あき山やまさんをつけたりしたんですか？　警けい察さつに通つう報ほうしますよ？」

　勝かっ手てにひとの家いえに入はいったのだから、これはりっぱな犯はん罪ざいだ。りっぱな犯はん罪ざいって、ヘンな言こと葉ばだけど。とにかく、これで警けい察さつだって、きてくれるはず。

　なのに、男おとこのひとは、こまったような顔かおをして笑わらっているだけ。すると、そこに。

「と、東とう堂どうひびき！　だいじょうぶ？」

　待まってて、って言いったのに、秋あき山やまさんが、やってきてしまった。その手てには、プラスチックのスコップがにぎられていた。武ぶ器きのつもりらしい。

　秋あき山やまさんは、部へ屋やのなかを見みまわす。

「……ス、ストーカーは、どこいったの？」

「え？」

　秋あき山やまさんの言こと葉ばが、ふしぜんで、わたしは部へ屋やのまんなかを見みた。

　男おとこのひとは、こまったような笑え顔がおのまま、そこに立たっているのに……。

「かくれてるんでしょ！　で、出でてきなさいよ！」

　秋あき山やまさんが、声こえをふるわせながらも、強つよい調ちょう子しで言いう。

　わたしは、男おとこのひとを見みつめた。

　どういうわけか、このひとは、秋あき山やまさんには見みえていないのだ。

　正しょう面めんから見みつめる。すると、男おとこのひとが、わずかにすけていることに気きづいた。

　とたんに、わたしは、あることを思おもいつく。このひとは秋あき山やまさんの──。

「ねえ、秋あき山やまさん。」

「な、なに、東とう堂どうひびき？」

「秋あき山やまさんのお父とうさんって、どんな感かんじのひと？　写しゃ真しんとかない？」

「こ、こんなときに、なんなの？」

「いいから教おしえて。たいせつなことなの。」

　少すこしためらってから、秋あき山やまさんは口くちをひらいた。

「……病びょう気きになる前まえは、ちょっと太ふとってて、髪かみはいつも短みじかかった。まるいメガネをかけてて、右みぎ目めの下したにほくろがあるの……ねえ、なんなの？」

　わたしは、すぐにへんじができなかった。わかってしまったのだ。

　部へ屋やにいる男おとこのひとは、秋あき山やまさんが言いったとおりの容よう姿しをしている。

　つまり、秋あき山やまさんがストーカーだと思おもっていたのは、お父とうさんのユーレイだったのだ。

　秋あき山やまさんのお父とうさんは、ずっと、秋あき山やまさんを見み守まもっていた。

　だけど、秋あき山やまさんには霊れい感かんがないから、気け配はいを感かんじるだけで、姿すがたは見みえなかった。

　そのせいで、ストーカーだと思おもいこんでしまった。

　たぶん、これが真しん相そうだ。

　男おとこのひとが、すっと腕うでをあげ、秋あき山やまさんの本ほん棚だなを指ゆびさす。

　そこには『おとぎの国くにのエリノちゃん』があった。

　わたしは、チィちゃんを床ゆかにおろしてから、絵え本ほんを手てにとる。

「ちょっと、東とう堂どうひびき。どうしたの？」

　びくびくしながら、秋あき山やまさんがわたしの横よこにならんだ。

　男おとこのひとは、なにも言いわない。ただ、こまったような顔かおで笑わらっているだけ。

　秋あき山やまさんのお父とうさんは、秋あき山やまさんに、なにかを伝つたえたいんじゃないだろうか。

　わたしは、そう思おもって手てづくりの絵え本ほんをひらいた。このなかにヒントがあるはず。

　その絵え本ほんには、ところどころ、文も字じがなくなっている部ぶ分ぶんがある。

　それを見みていて、わたしはひらめいた。

「……『ありがとう』だ。ぬけてる文も字じをつなげると『ありがとう』になる！」





それは「あ」る日ひのことです。




エ「リ」ノちゃん「が」、おにわでう「と」うとしていると、




いっぴきの「ウ」サギが、






　消きえてしまった文も字じをつなげると「ありがとう」だ。

　ぬけているのは、そこだけじゃない。わたしはひとつずつ、絵えや前ぜん後ごの文ぶん章しょうと照てらしあわせながら、消きえている文も字じをひろいあげ、順じゅん番ばんにつなげていく。





「お」じょうさん……「と」んだり、はねたり……それは「ウ」ソだ。




たいようが、「さ」んさ「ん」と、かがやいています。




ウサギ「は」、「エリノ」ちゃんにいいました。……「が」んばって。




「だ」けど……その「イス」は……「き」っと、




そんなの「ダ」メ……すっかり、「よ」るになっていました。






「『ありがとう。おとうさんは、エリノがだいすきだよ』。」

「え？」

「これ、秋あき山やまさんのお父とうさんからのメッセージだよ！」

「ど、どういうこと？」

　わたしは一いち度ど、男おとこのひとを見みて、それから秋あき山やまさんにむきなおる。

「信しんじてもらえないかもしれないけど、秋あき山やまさんがストーカーだと思おもってたのは、秋あき山やまさんの、お父とうさんのユーレイだったんだよ！」

「な、なに、それ？　ユ、ユーレイなんて、いるわけないし。」

　秋あき山やまさんの声こえが、ちょっとふるえていた。

「わたし、ストーカーは、秋あき山やまさんの思おもいこみなんじゃないかって疑うたがってた。ごめん。秋あき山やまさんの言いうように、いたんだよ。でも、それはストーカーじゃなかったの。秋あき山やまさんの亡なくなったお父とうさんだったんだよ！　お父とうさんが、秋あき山やまさんに会あいにきてるの！」

「で、でも、いるなら、なんで、あたしの前まえに、出でてきてくれないの？」

「それは、秋あき山やまさんには霊れい感かんがないからで、でも、ちゃんとここに……。」

　どうすればいいんだろう。

　こんなに近ちかくにいるのに、秋あき山やまさんには、お父とうさんが見みえていないなんて。

　すると、男おとこのひとが、そっと、こちらに近ちかづいてきた。手てをのばす。

　とつぜん、わたしたちの目めの前まえで、絵え本ほんのなかの文も字じが消きえていった。

『ほら、ごらんよ。』という文ぶんから『ご』が、『めんどうだね。』からは『めん』が、『でも、ネコのなきごえが、』からは『ネ』がなくなった。

「……『ご、めん、ね』？」

　秋あき山やまさんのふるえは、もう、全ぜん身しんにゆきわたっていた。

　プラスチックのスコップが床ゆかに落おちて、かしょん、と音おとを立たてる。

「……パパがいるの？　ほんとに？　東とう堂どうひびきには、見みえてるの？」

　秋あき山やまさんの問といかけに、わたしはうなずいた。

「うん、いるよ。すぐうしろ。笑わらってる。ちょっと、こまったみたいな顔かおして。」

　涙なみだが、秋あき山やまさんのほおを伝つたう。

　わたしは、絵え本ほんを置おいて、秋あき山やまさんのきゃしゃな手てをにぎった。
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　なぜ、そうしたのか、じぶんでも、よくわからない。ただ、わたしの体たい温おんが、秋あき山やまさんにちゃんと伝つたわればいいなと思おもった。そういうのが、ちょっとでも、秋あき山やまさんを支ささえる役やくに立たてばいい。

　秋あき山やまさんが、わたしを見みる。大おおきな瞳ひとみがゆれていた。でも、ふるえは、少すこしおさまっていた。秋あき山やまさんは、一いち度ど、わたしの手てを強つよくにぎりかえしてくる。

　秋あき山やまさんが、歯はをくいしばったのがわかった。

　それを合あい図ずに、いっしょにふりかえる。秋あき山やまさんと、男おとこのひとがむかいあった。

「……パパ。」

　秋あき山やまさんはつぶやいた。

「……見みえる……あたしにも見みえるよ！」

　霊れい感かんのない秋あき山やまさんにも見みえている？　どうして？

「あのね、ひびきとね、手てをつないでいるからなの。」

　チィちゃんが言いって、わたしの服ふくを、ぎゅって、にぎった。

　そうか。これが福ふくの神かみのチカラなんだ。わたしは弟で子し（仮かり）だけど、それでも。

「お父とうさんに伝つたえたいことはない？　秋あき山やまさん。その……これで、最さい後ごかもしれないから。」

　秋あき山やまさんは、らんぼうに涙なみだをふく。一度どだけ深しん呼こ吸きゅうして、「うん。」とうなずいた。

「ありがとっ、パパ。」

　男おとこのひとに、とびきりの、キラキラな笑え顔がおをむける。

「やだなー、そんなに心しん配ぱいしてたの？　ユーレイになって出でてくるなんてさ。だいじょうぶ。あたしは元げん気きだよ。元げん気きすぎるくらい。だから、心しん配ぱいなんか、いら、な、いし……、ゆ、っくり、やす……。」

　だけど、言こと葉ばのとちゅうで、秋あき山やまさんは、ひっく、と、しゃくりあげる。

「……や、やっぱり、ダメ。やだ、やだ、やだ！　パパ、いなくなっちゃ、やだっ！」

　秋あき山やまさんは、わたしの手てをはなすと、男おとこのひとにだきつこうと、とびだした。

　でも、男おとこのひとには実じっ体たいがなくて、だから、秋あき山やまさんは床ゆかにべたんっと転ころんでしまう。

「秋あき山やまさんっ!?」

　わたしは、いそいで秋あき山やまさんに手てをかす。

　チィちゃんもしゃがんで、「だいじょーぶ？」とたずねた。

　秋あき山やまさんは、涙なみだで顔かおをくしゃくしゃにしながら、男おとこのひとを見みあげる。

　そのひとは、秋あき山やまさんをだきとめることができなくて、悲かなしそうな表ひょう情じょうをしていた。一いち度ど、じぶんの手てのひらに視し線せんを落おとしてから、秋あき山やまさんを見みつめる。

　男おとこのひとは、こまったみたいな笑えみをうかべて、なにかを言いった。

　それは声こえになっていなくて、わたしには、聞ききとることができなかった。

「やだ、やだ、やだ！」

　秋あき山やまさんが、大おお声ごえをあげる。

　まるで、男おとこのひとの言こと葉ばに、あらがうみたいに。

「ずっと、いっしょにいて！　ママだって、パパに会あいたいに決きまってる！」

　男おとこのひとは、また、なにかを口くちにする。

　声こえは、やっぱり聞きこえなかった。

　秋あき山やまさんにしか聞きこえていないのだ。

「あたし、このままじゃ、パパのことわすれちゃう。だから、ずっと、いっしょにいて。ユーレイでもいい。ずっといて。一いっ生しょうのお願ねがいだからっ！」

　男おとこのひとは、泣ないている秋あき山やまさんの頭あたまに、そっと手てを置おいた。

　でも、その手ては、秋あき山やまさんにふれられなかった。

　実じっ体たいがないからだ。

　それでも、男おとこのひとは、なんども、いい子こ、いい子こって、秋あき山やまさんの頭あたまをなでた。

　そうしながら、声こえにならない声こえで、なにかを言いう。伝つたえようとする。

　わたしには、やっぱり、なにを言いっているのかわからなかった。

　だけど、もしかしたら……。

　そこで、秋あき山やまさんは、わーっと、魂たましいをしぼるように泣なきはじめる。

　いま、わたしにできることはなんだろう？

　なにをしてあげられるだろう？

　わからなくて、なにもできなくて、だから、わたしは秋あき山やまさんの手てを、いっそう、強つよくにぎった。

　泣なきやむまで、そばにいよう。そう思おもった。

　もし、秋あき山やまさんが一週しゅう間かん泣なきつづけるのだとしても、そうしよう。

　男おとこのひとが、わたしを見みる。こまったように笑わらい、口くちを動うごかす。

　声こえは聞きこえない。

　でも、短みじかい言こと葉ばだったから、わたしでも理り解かいできた。

「ありがとう。」だ。

　秋あき山やまさんは、まだ泣ないている。

　男おとこのひとの姿すがたは、だんだんと、うすくなっていく。

　うすくなって、うすくなって、やがて、消きえて見みえなくなった。

　それは、やっぱり、ふしぎな光こう景けいで──。

　気きづくと、床ゆかに置おいていた絵え本ほんに、消きえてしまったはずの文も字じがもどっていた。





○　コトダマ　○




「お手て柄がらでしたね、ひびきさん。」

　西にし日びがさしこむ福ふく神じん堂どうの居い間まで、レイジさんが、福ふくの神かみスマイルをうかべている。

「チィもがんばったの！」

　レイジさんのひざの上うえで、チィちゃんがとびはねた。

「そうですね。チィちゃんも、よくがんばりました。」

　レイジさんにほめられて、チィちゃんはうれしそうに、ころころ笑わらう。

「べつに、わたしは、なにもしてないですけど。」

「メッセージをとどけてあげて、秋あき山やまさんのそばに、いてあげたじゃありませんか。」

　わたしは、秋あき山やまさんのお母かあさんが帰かえってくるまで、手てをにぎっていただけだ。

　帰かえるときに、秋あき山やまさんが「ありがと。」って言いって、わたしにだきついてきたけど、どう反はん応のうしていいのか、わからなかった。

　それで、逃にげるように、福ふく神じん堂どうにきてしまった。

「レイジさんは、ストーカーの正しょう体たいを、最さい初しょから知しっていたんですか？」

「いいえ。ただ、ひびきさんのお話はなしを聞きいて、なるほどな、とは思おもいました。」

「どういうことですか？」

「ひびきさんたちが出で会あったのは、秋あき山やまさんのお父とうさんのユーレイではありません。おそらく、コトダマです。」

「コトダマ？」

「強つよい想おもいのこめられた、言こと葉ばや文も字じが、形かたちになってあらわれたアヤカシです。」

　レイジさんは紙かみに『言こと霊だま』と書かいた。

「ツクモに似にているかもしれませんね。秋あき山やまさんのお父とうさんは、家か族ぞくをのこすことになって、もちろん心しん配ぱいもあったでしょう。でも、この世よをさまようことは、健けん全ぜんとはいえませんからね、きちんと成じょう仏ぶつしているはずなんです。だから、ユーレイではありません。」

　たしかに、この世よに未み練れんがあって、成じょう仏ぶつできていないのだと、秋あき山やまさんや、秋あき山やまさんのお母かあさんが知しったら、悲かなしいだろう。

「ですから、ストーカーの正しょう体たいは、手てづくり絵え本ほんのなかからぬけだしたコトダマだったんでしょう。『ありがとう。おとうさんは、エリノがだいすきだよ。』、その言こと葉ばが、彼かれの正しょう体たいです。秋あき山やまさんのお父とうさんのかわりに、見み守まもっていたんでしょうね。しかし、霊れい感かんのない秋あき山やまさんには、ストーカーとまちがわれてしまったわけですが。」

　レイジさんは、眠ねむたげに、むにゃむにゃと笑わらった。

「コトダマは、ひびきさんに、メッセンジャーになってもらおうとしたんじゃないでしょうか。だから、わざと、ひびきさんに見みつかるようにふるまったのですよ。ひとの想おもいというものは、ときどき、こういうキセキを起おこすものなんです。」

　正しょう直じきなところ、わたしには、いろいろなことがよくわかっていない。

　わたしにわかるのは、秋あき山やまさんが、心こころを強つよくしようと努ど力りょくしていたことだ。

　オシャレをして、キラキラと武ぶ装そうして、がんばっていた。

　がんばっているうちに、お父とうさんのことをわすれそうになって、そんなじぶんを、キライになりかけていた。

　でも、がんばらなくても平へい気きだよ、って、あのひとは伝つたえようとしたんだと思おもう。




『わすれたっていいんだよ。絵え理り乃のが笑わらっていてくれたら、お父とうさんは、うれしいよ。』




　あのとき、男おとこのひとは、そんなふうに言いっていたんじゃないだろうか。

　わたしには、あのひとの声こえを聞きくことができなかったから、これはただの想そう像ぞうだけど、なんとなく、そう思おもうのだ。

「ああ、そうだ。」

　レイジさんが、ぱちん、と手てをうつ。

「ひびきさん、ブレスレットを見みせてくれませんか？」

　言いわれたとおりに、左ひだり手てをさしだし、そこで、わたしは気きがつく。

「あっ。」

　わたしの声こえに、チィちゃんも身みをのりだしてきた。

「白しろい石いしが、ひとつ、へってるの！」

　知しらないうちに、白しろかったパワーストーンがひとつ、ピンク色いろになっていた。

「ひびきさんが、秋あき山やまさんを助たすけてあげたからですよ。おめでとうございます。この調ちょう子しで、あとふたり、だれかをしあわせにしてあげてくださいね。」

　レイジさんは、ピースでもするみたいに、ひとさし指ゆびと中なか指ゆびを立たてて、笑わらった。

「いやー。ひびきさんは優ゆう秀しゅうですねー。これじゃ、ぼくがサボれないじゃないですか。」

　……レイジさん、やっぱり、サボる気きだったんですね。
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○　音おん楽がく室しつにのっぺらぼう　○




「おっはよ、東とう堂どうひびき。」

　教きょう室しつに到とう着ちゃくすると、秋あき山やまさんが、わたしのところにやってきた。

「おはよう、秋あき山やまさん。」

　わたしには、あいかわらず、友ともだちらしい友ともだちはいない。

　それでも、こないだのストーカー事じ件けん（本ほん当とうはストーカーじゃなかったわけだけど。）以い来らい、秋あき山やまさんとは、こうして教きょう室しつであいさつしたり、お話はなしをするようになっていた。

　秋あき山やまさんは（たまに、どんよりしてるけど。）、がんばって元げん気きになろうとしている。

　そんな秋あき山やまさんのことが、わたしはキライじゃなかったりする。

　あと、ひとりでいるのが好すきなわたしを、無む理りやりキラキラチームにさそったりしないのも、秋あき山やまさんのいいところだ。

「ねえ、東とう堂どうひびき。知しってる？　のっぺらぼうの話はなし。」

「のっぺらぼうって、顔かおのない、あの、のっぺらぼう？」

「そうそう。うちの学がっ校こうの音おん楽がく室しつに出でたんだってさ、のっぺらぼう。」

「音おん楽がく室しつに？」

　ヘンな組くみあわせだな、と思おもった。

　音おん楽がく室しつの怪かい談だんといったら、だれもいないのに鳴なりひびくピアノとか、ベートーベンの肖しょう像ぞう画がが夜よな夜よな動うごくとか、そういうのじゃないの？

「昨日きのうの夕ゆう方がた、わすれものをして、とりにもどった一組くみの子こが見みたらしいよ。音おん楽がく室しつからピアノの音おとが聞きこえてきたから、なかをのぞいてみたんだって。そしたら、男おとこの子こがいたんだけど、ふりむいたその顔かおには、目めも鼻はなも口くちもなかったんだって！」

「へえー。」

「なに、そのうすいリアクション。」

　秋あき山やまさんは、くちびるをとがらせ、かわいい顔かおをゆがめる。

「見みたのは、その子こひとりなんでしょ？　だったら、なにかの見みまちがいじゃない？」

「それがさ、校こう務む員いんさんも見みたらしいの。さすがに、のっぺらぼうって思おもったわけじゃなくて、お面めんかなにかで顔かおをかくしてると思おもったみたいだけど。学がく年ねんとクラスと名な前まえを聞きこうとしたら、逃にげてったんだって。」

「ふーん。」

「それで、いま、のっぺらぼうはいる派はと、イタズラ派はで大だい論ろん争そうになってるわけ。」

　そういえば、教きょう室しつはいつもより余よ計けいにさわがしい。男だん子しも女じょ子しも。

「東とう堂どうひびきは、どっちだと思おもう？」

「イタズラ派は。」

「ええー、つまんない。」

「秋あき山やまさんは、いる派はなんだ？」

「いたほうがおもしろいじゃん。それに、ほら……パパのこともあるし。」

　わたしは、秋あき山やまさんに、あのひとの正しょう体たいについて、説せつ明めいしていなかった。たぶん、それでいいのだ。お父とうさん自じ身しんじゃなかったとしても、あの日ひのできごとの価か値ちがかわるわけじゃない。

　秋あき山やまさんは、うつむいて、上うわばきの先さきっちょを見みつめる。でも、すぐに顔かおをあげた。

「ねえ、東とう堂どうひびき。昼ひる休やすみに、いっしょに見みにいかない？」




　というわけで、給きゅう食しょく（今日きょうはあげパンだった。いつものコッペパンの百倍ばいおいしい。）を食たべおわり、お昼ひる休やすみになってから、わたしと秋あき山やまさんは音おん楽がく室しつへとむかった。

　でも、同おなじことを考かんがえている子こがたくさんいて、音おん楽がく室しつの前まえには、ひとだかりができていた。

「うわ、出でおくれた！　なんで、こんなにいるわけ？」

「こんなにひとがいたら、のっぺらぼう、出でてきそうにないね。」

　そもそも、休やすみ時じ間かんの音おん楽がく室しつには、勝かっ手てに入はいれないように、カギがかかっている。

　だから、みんな、とびらの窓まどから音おん楽がく室しつをのぞきこんでいた。

　そんなふうに、さわがしかったせいなのか、のっぺらぼうは、あらわれなかった。

　肖しょう像ぞう画がのベートーベンが、歯はが痛いたいのをがまんしているみたいな、しかめ面つらをしていただけだ。





○　ムジナ　○




　家いえに帰かえってから、わたしは、お母かあさんとお父とうさんあてに手て紙がみを書かくことにした。

　新あたらしい学がっ校こうのこととか、秋あき山やまさんのことは書かいたけど、レイジさんやチィちゃんのことは、ナイショにしておくことにした。さすがにね。

　手て紙がみの最さい後ごに、少すこしは親おやを安あん心しんさせてやらねばな、という子こどものたしなみとして、『わたしはマックス元げん気きです！』と書かきたしてみた。

　やけに大おおきくなってしまったその一いち文ぶんは、なぜだか、ちょっとウソっぽかった。

　元げん気きなのは事じ実じつなのに。

「……まあ、いいや。」

　手て紙がみを近きん所じょのポストに投とう函かんし、わたしは、福ふく神じん堂どうにむかった。

　レイジさんは階かい段だんをのぼっているとちゅうで、眠ねむってしまったらしくて、ものすごい格かっ好こうをしていた。まがっちゃいけないほうに、首くびとか腕うでとかが、ねじまがっていたので、わたしはあせった。

「うわぁああ、レイジさん、生いきてますか!?」

　結けっ果かからいえば、生いきていた。福ふくの神かみだし、とうぜんか。

　いまは、レジの横よこにすわって、こりこりと福ふく神じんづけをかじっている。

　わたしも、レイジさんのとなりにすわって、福ふく神じんづけをぽりぽりと食たべる。
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「わーい、ひびきなのっ。」

　チィちゃんが、わたしのひざの上うえに、とすん、とのっかってきた。

　チィちゃんは、本ほん一冊さつぶんの重おもさしかないから、そうされても痛いたくない。

　あと、チィちゃんからは、千ち歳とせ飴あめみたいな、おいしそうな香かおりがする。それを本ほん人にんに伝つたえたら、「ひびき、チィのこと、食たべちゃうの!?」と、ぷるぷる、ふるえていた。

「学がっ校こうはいかがです、ひびきさん？　楽たのしいですか？」

　わたしの心こころを読よめるはずなのに、わざわざ、レイジさんが聞きいてきた。

「……ふつうです。」

　おとなにこういうことを聞きかれると、わたしはいつも、こまってしまう。

　だから、ふつう、としか言いえなかった。

「ふつうですか、そうですか。」

　レイジさんは、いつもどおりに、にこにこ笑え顔がおである。

「あ、そうだ。レイジさん。」

　わたしは、話わ題だいをそらしてみた。

「はい、なんでしょう？」

「ちょっと、聞ききたいんですけど、のっぺらぼうって、いるんですか？」

「のっぺらぼうとは、また、いきなりですね。」

　わたしは、秋あき山やまさんに教おしえてもらった話はなしを、レイジさんに聞きかせた。

「音おん楽がく室しつにのっぺらぼうですか。それは、なんとも、かわった組くみあわせですねえ。」

「ただの見みまちがいだとは思おもうんですけど。」

　レイジさんは、こりこり、と福ふく神じんづけをかじりつづけている。

「のっぺらぼうといえば、小こ泉いずみ八や雲くもですよね。」

「こいずみやくも？」

「むかしの作さっ家かさんです。ラフカディオ・ハーンというひとの日に本ほんでのお名な前まえですよ。彼かれが書かいた『怪かい談だん』という短たん編ぺん集しゅうがありまして、そのなかのひとつ『むじな』に出でてくるのが、のっぺらぼうです。たしか、本ほん棚だなのどこかにあったはずですが、まあ、さがすのがめんどうなので、またこんどにしましょう。」

　あいかわらず、レイジさんはテキトーだ。

「のっぺらぼうのお話はなしは、とある商しょう人にんが、泣ないている女おんなのひとを見みかけるところからはじまります。心しん配ぱいになって声こえをかけると、なんと目めも鼻はなも口くちもない、のっぺらぼうでした。おどろいて逃にげだした商しょう人にんは、そば売うりの屋や台たいを見みつけます。そこで、いま見みたものを説せつ明めいしようとするのですが、そば売うりもまた、のっぺらぼうだった、というびっくりなお話はなしです。」

「あ。わたしも、その話はなし、知しってます。」

　前まえにこわい話はなしが、たくさん、のっている本ほんを読よんだときに入はいっていた。

「さすがは、読どく書しょ家かのひびきさんですね。」

「ひびき、すごいのっ！」

　わたしのひざの上うえで、チィちゃんが言いった。

　そして、ちっちゃな手てをのばして、わたしのほっぺを、むにむにしてくる。

　わたしも、おかえしに、チィちゃんのほっぺをむにむにした。

　チィちゃんは、背せ中なかの羽はねをぱたぱたさせながら、くすぐったそうに、けたけた笑わらう。

「この、のっぺらぼうのお話はなしは、ムジナという動どう物ぶつが化ばけて、ひとびとをおどろかせていた、というものです。むかしから、動どう物ぶつが、なにかに化ばけるお話はなしというのは、いっぱいあったんですよ。タヌキとか、キツネとか。」

「むかし話ばなしの『ぶんぶく茶ちゃ釜がま』も、そうですね。」

　あれは怪かい談だんじゃないけど。

「そういえば、あれは『福ふくを分わける』と書かいて『分ぶん福ぶく茶ちゃ釜がま』というんですよ。」

　にこにこ顔がおでレイジさんが教おしえてくれた。

「音おん楽がく室しつに出でるのっぺらぼうも、動どう物ぶつが化ばけてるんでしょうか？」

「さて、それはわかりません。校こう務む員いんさんの言いったように、お面めんで顔かおをかくした子こだったのかもしれませんしね。ただ、ひとつ、ギモンがあります。」

「なんですか？」

　わたしはレイジさんの顔かおを見みあげた。

「音おん楽がく室しつは、授じゅ業ぎょうがないときには、カギがかかっているんですよね？」

「はい、そうです。勝かっ手てに入はいれないようにって。カギは職しょく員いん室しつにあります。」

「なら、のっぺらぼうは、どうやって音おん楽がく室しつのなかに、入はいったんでしょう？」

　言いわれてみれば、そうだった。

「ただのイタズラにしては手てがこんでいますね。というわけで、ひびきさん。」

　レイジさんは、ぴんと、ひとさし指ゆびを立たてた。

「今こん夜や、学がっ校こうにしのびこんで、のっぺらぼうの正しょう体たいをしらべてきてください。」

「え、なんでですか？　めんどくさいです。」

「まあ、まあ、そう言いわずに。これは福ふくの神かみの弟で子しの任にん務むですよ、任にん務む。」

「レイジさんが、じぶんでいけばいいじゃないですか。」

「ぼくは、福ふく神じん堂どうから、はなれられないんですってば。ひじょうに残ざん念ねんです。」

　そう言いうレイジさんは、ちっとも残ざん念ねんそうじゃない。

「福ふく神じん堂どうから、はなれられないっていうの、それ、本ほん当とうなんですか？」

「ギクリ。」

　いま、レイジさん、ギクリって言いった……。

　わたしは、じーっとレイジさんを見みつめる。

　レイジさんは、こほん、とせきばらいをして、王おう子じさまっぽい笑え顔がおをつくりなおす。

「とにかく、これはあらたな任にん務むなのです。決けっ定ていなのです。」

「チィもいく！　ひびきと、いっしょに、チィもいくの！」

　チィちゃんが、ちっちゃな手てをふりあげた。

「はい、そうですね。チィちゃんも、ひびきさんといっしょに、いってあげてください。」

「のっぺらぼうが出でても、チィが、たおすの！」

　しゅっ、しゅっ、とチィちゃんが、ちっちゃいパンチをくりだしてみせた。

　わたしは、まだ、いくと決きめていないのに、あっというまに、いくことが決けっ定ていしてしまったのである。

　まあ、いいけどさ。





○　夜よるの音おん楽がく室しつにて　○




　東ひがしの空そらから、ゆっくりと夜よるがやってくる。

　夕ゆう食しょく前まえに、「わすれものをとりにいってきます。」と、朱あか音ねさんに言いって家いえを出でた。

「気きをつけろよー。今こん晩ばんは朱あか音ねちゃん特とく製せいコロッケだ。サクサク、ほふほふだぞ！　コロッケはフランス料りょう理りのクロケットがもとになってるんだ。ってことは、コロッケはフレンチだな。たぶん。あげたてがおいしいから、早はやく帰かえっておいで。」

　朱あか音ねさんの手てづくりコロッケが楽たのしみなので、さっさとしらべて、とっとと帰かえろう。

　ひと気けのない学がっ校こうは、ちょっとブキミだったけれど、職しょく員いん室しつには、まだあかりがついていた。

　チィちゃんが、職しょく員いん室しつの窓まどからなかに入はいり、それから、ろうかの窓まどをあけてくれた。

　わたしはカベをよじのぼって、校こう舎しゃに侵しん入にゅうする。

　窓まどからあかりが入はいってきていたので、ギリギリ見みえるけど、そうとう暗くらい。

　上うわばきに、はきかえるのは、めんどうだったので、いけないことだとは思おもったけど、スニーカーのまま、チィちゃんといっしょに音おん楽がく室しつへとむかった。

　とうぜんのことだけど、音おん楽がく室しつにはカギがかかっていた。

　わたしは、窓まどからなかをのぞいてみる。

「うーん、暗くらくてわかんないなあ。」

「チィも見みる。チィも、チィも。」

　ぴょこたん、ぴょこたん、とびはねているチィちゃんを、わたしはだっこした。

「……見みえないの。」

「だよね。」

　でも、まっ暗くらってことは、だれもいないってことだ。

　これはもう、調ちょう査さ終しゅう了りょうでいいんじゃないかな、と思おもった。

　それより、コロッケのほうが、いまのわたしにはたいせつだ。

　なーんて思おもっていたら、ろうかのむこうから、足あし音おとが聞きこえてきた。

「やば、だれかきた。」

　校こう務む員いんさんか、のこっている先せん生せいが、見みまわりにきたのかもしれないと思おもって、わたしはチィちゃんをかかえながら、ろうかの角かどにかくれた。

　足あし音おとは、どんどん近ちかづいてくる。

　でも、なんだかヘンだった。

　校こう務む員いんさんや先せん生せいなら、懐かい中ちゅう電でん灯とうをつかったり、電でん気きをつけるはずだ。

　なのに、あいかわらず、ろうかは暗くらいままで、足あし音おとだけがする。

　やがて、窓まどからさしこむあかりのなかに、ひとかげがうかびあがった。

　うーん。よく見みえない……。

　そのひとは、音おん楽がく室しつのとびらの前まえに立たって、カギをガチャガチャさせる。

　カギを持もってるってことは、先せん生せいなのかな？　でも、そんなに背せが高たかくない。

　と、次つぎの瞬しゅん間かん。

「のわーっ！」

　かかえていたはずのチィちゃんが、そのひとにむかって突とつ撃げきしていってしまった。

「チ、チィちゃん!?」

　わたしも、思おもわず声こえをあげてしまった。

　あわてて口くちをふさいでも、もうおそい。

　そのひとは、びくんっ、と小ちいさくとびあがって、それから、こっちを見みた。

「あっ!?」

　わたしは、はっきりと見みてしまった。

　そのひとの顔かおには、目めも鼻はなも口くちも、なにもなかったのだ。

　からをむいた、ゆでたまごみたいに、つるりとしている。

「──っ！」

　さすがのわたしも、悲ひ鳴めいをあげそうになった。

　けど、わたしの口くちから悲ひ鳴めいがとびだす前まえに、チィちゃんが、頭あたまから、のっぺらぼうのお腹なかに、どーん、とぶつかっていった。

　のっぺらぼうは、なにも言いわずに（口くちがないから声こえを出だせなかっただけかもしれない。）、体からだを「く」の字じにまげる。そのまま、ばたりと廊ろう下かにたおれてしまった。

　そのひょうしに、カギが落おちて、チャリンと音おとを立たてた。

「チ、チィちゃん、だいじょうぶ？」

　わたしは、いそいでチィちゃんのもとへ、かけつけた。

「のっぺらぼう、たおしたの。」

　チィちゃんが、小ちいさくガッツポーズをすると、ふわふわの髪かみの毛けがはねた。

「……う、うん。」

　表ひょう情じょうがないからわかりにくいけど、のっぺらぼうは、気き絶ぜつしてしまったようだった。

　チィちゃんが、しゃがんで、のっぺらぼうをつんつんとつつく。

　のっぺらぼうは、ぐったりとしたままで、ぴくりともしない。

　清せい潔けつ感かんのある服ふく。髪かみは短みじかめで、さらさらしてる。

　顔かおがないことをのぞけば、ふつうの男おとこの子こにしか見みえない。

　のっぺらぼうくんと、呼よぶことにしよう。

　よく見みると、のっぺらぼうくんのそばに、葉はっぱが一枚まい、落おちていた。

　これは、さっきはカギだったはずなんだけど……。

「っていうか、これから、どうしよう？」





○　のっぺらぼうに聞きいてみた　○




「これは、みごとにのっぺらぼうですね。のっぺらぼうの見み本ほんみたいな、のっぺらぼうだ。」

　気き絶ぜつしっぱなしの、のっぺらぼうくんを見みて、レイジさんは苦く笑しょうする。

　あのままにはしておけなかったし、家いえにも連つれて帰かえることはできなかったので（コロッケが待まってるのに……。）、わたしは、のっぺらぼうくんをおんぶして（つかれて、とちゅう、なんども休やすんだ。）、福ふく神じん堂どうまでもどってきたのだった。

「チィがね、やっつけたの。ねえ、チィがやっつけたんだよ。」

　チィちゃんが、レイジさんに手て柄がらを報ほう告こくしていた。

「さすがは、チィちゃんですね。でも、あぶないマネはいけませんよ。」

　レイジさんは、チィちゃんの頭あたまを、こねくりこねくりと、なでる。

「はーいっ。」

　チィちゃんは、元げん気きよくへんじをした。

「あの、レイジさん。これから、どうしましょう？」

「のっぺらぼうくんのそばに落おちていたという、葉はっぱを見みせてもらえますか？」

　わたしは、念ねんのためにひろっておいた葉はっぱをレイジさんにわたす。

　それは、たしかにカギだったはずなのだ。

　落おちた瞬しゅん間かんは、チャリンという音おとだって聞きこえた。

　それなのに、どんなにさがしてもカギはなくて、そのかわりに、この葉はっぱだけが落おちていた。

　レイジさんは、わたしから受うけとった葉はっぱを、じぶんの頭あたまにのせる。

「キツネが人にん間げんにヘンゲするときは、むかしはドクロを頭あたまにのせていたんですよ。」

　葉はっぱならかわいいけど、ドクロはちょっとブキミだな。

「それが、やがて葉はっぱになりました。お礼れいにもらった小こ判ばんが、ひと晩ばんたってみたら、葉はっぱになっていたとか、むかし話ばなしには、よくありますね。」

「のっぺらぼうくんの正しょう体たいは、ムジナなんですか？　それともキツネなんですか？」

「それは、本ほん人にんに聞きいてみましょうか。」

　レイジさんが言いったそのとき、むっくりと、のっぺらぼうくんが起おきあがった。

　それを見みたチィちゃんは、わたしの背せ中なかにかくれる。

「お目め覚ざめですか、のっぺらぼうくん。いや、目めはないわけだから、目めが覚さめるというのもおかしな表ひょう現げんですね。うーん。」

　レイジさんは、どうでもいいことで首くびをひねっていた。

「まあ、いいでしょう。ところで、のっぺらぼうくん。きみのお名な前まえは、なんというんでしょうか？」

　レイジさんの質しつ問もんに、のっぺらぼうくんは、答こたえなかった。

「おっと、失しつ礼れい。まずは、こちらが名な乗のるべきでしたね。ぼくは福ふく神じん礼れい司じといいます。福ふくの神かみをしています。気き軽がるに『レイジ』と呼よんでください。それから、こちらは東とう堂どうひびきさん。ぼくの弟で子しです。そのうしろにいるのが、チィちゃんです。本ほんのツクモなんです。」

　レイジさんがにこにこと、わたしたちのことを紹しょう介かいしてくれたけれど、のっぺらぼうくんは、だまったままだった。

　そこで、わたしは気きがついた。

「あの、レイジさん。」

「なんでしょう、ひびきさん？」

「のっぺらぼうくんは、口くちがないから、答こたえられないんじゃないでしょうか？」

　レイジさんは、ぽん、と手てをうった。

「それもそうですね。」

　というわけで、レイジさんはメモ用よう紙しとボールペンを、のっぺらぼうくんにわたす。

　のっぺらぼうくんは、さっそく『ありがとうございます。』と、書かいた。

　目めはないけれど、ちゃんと見みえてはいるらしい。ふしぎだ。

　あと、のっぺらぼうくんの字じは、とてもキレイだった。字じを書かく指ゆびもキレイ。

「それでは、あらためておたずねしますね。きみのお名な前まえは、なんというんでしょう？」

『わかりません。』

「ふむ。では、どうして音おん楽がく室しつにいたんですか？」

　少すこし迷まようようにしてから、のっぺらぼうくんは、メモ用よう紙しにボールペンを走はしらせた。

『ピアノをひきたかったんだと思おもいます。』

　じぶんのことなのに、あいまいな表ひょう現げんだな、とわたしは思おもった。

「なるほど。では、音おん楽がく室しつにいく前まえは、どこにいたんでしょう？」

『わかりません。』

「それは、直ちょく前ぜんの記き憶おくがないということですか？　つまり、思おもいだせない？」

『はい。ごめんなさい。』

「あやまる必ひつ要ようはありませんよ。では、この葉はっぱに心こころ当あたりはありませんか？」

　レイジさんが、指ゆびで葉はっぱをひらひらさせる。

『ありません。』

　のっぺらぼうくんには、表ひょう情じょうというものがないので、本ほん当とうのことを言いっている（書かいている）のかどうか、わたしには、よくわからなかった。

「なるほど、なるほど。だいたい、わかりました。」

「え、わかったんですか？」

　そういえば、レイジさんはふしぎなチカラで、相あい手ての心こころを読よめてしまうのだ。

　だから、のっぺらぼうくんの心こころのなかを読よんだにちがいない。

　という、わたしの心こころも読よまれたかもしれなかった。

　レイジさんは、わたしに笑わらいかける。

「のっぺらぼうくんは、ウソをついていません。本ほん当とうにおぼえていないようですね。つまり、ムジナでも、キツネでも、タヌキでもなさそうです。」

「じゃあ、どういうことなんですか？」

「のっぺらぼうくんは、記き憶おくをなくすのとどうじに、顔かおもなくしてしまったのでしょう。」

　顔かおをなくす？

「そんなことって、あるんですか？」

「たまには、あるんじゃないですか？」

　あいかわらず、レイジさんの答こたえは、ふわふわである。

「というわけで、ひびきさん。つづいての任にん務むですよ。」

「え、また任にん務むですか？」

「のっぺらぼうくんの、本ほん当とうの名な前まえと顔かおを、見みつけてあげてください。」





○　センパイに聞きいてみた　○




　翌よく日じつのお昼ひる休やすみ。わたしは、給きゅう食しょくに出でた皿さらうどんで、お腹なかぽんぽこりんだった。

　けれど、のんびりもしていられない。

「よし。」

　気き合あいを入いれて、立たちあがろうとしたところで。

「ねえねえねえねえねえ、東とう堂どうひびき。」

　秋あき山やまさんが、わたしのところにやってきた。

　ねえ、多おおいな。

「これから、また、音おん楽がく室しつにいってみない？　こんどこそ、のっぺらぼうが、あらわれるような気きがするんだよね。第だい六ろっ感かん的てきに。」

　いや、それ、はずれてる。のっぺらぼうくんは、福ふく神じん堂どうにいるのだから。

「ごめん、秋あき山やまさん。わたし、ちょっと用よう事じがあって。」

「用よう事じ？　なにそれ？」

「ほかのクラスの出しゅっ欠けつ確かく認にんをしたいんだ。」

「わざわざ、ほかのクラスの？」

「うん。」

　のっぺらぼうくんは、記き憶おくといっしょに顔かおをなくしてしまったけれど、うちの学がっ校こうの音おん楽がく室しつにあらわれた。

　ということは、葵あおい野の小しょう学がっ校こうのだれか、という可か能のう性せいが高たかい。

　身しん長ちょうから考かんがえて、わたしと同おなじ五年ねん生せいか、六年ねん生せいだと思おもう。

　欠けっ席せきしている男だん子しがいれば、それがのっぺらぼうくんだと、わたしは推すい理りしたのだ。

　だから、これから、ほかのクラスまで、欠けっ席せきしている子こがいないか、たしかめにいくつもりだったのだ。

　秋あき山やまさんが、わたしのことをじーっと見みつめてくる。

「ふーん。東とう堂どうひびきってば、また、なにかやってんだ。」

「またって、なにが？」

　すると、秋あき山やまさんが、わたしの耳みみもとで、こそっと言いった。

「パパのときみたいなこと。」

　するどい。

「もしかして、のっぺらぼうと関かん係けいあったりして？」

「それは、えっと……。」

　わたしは、とっさに答こたえられなくて、もにょもにょと口くちごもる。

「ま、いいや。ねえ、あたしも手て伝つだってあげようか？」

　秋あき山やまさんは、じぶんを指ゆびさした。

「え？」

「東とう堂どうひびきはナゾの転てん校こう生せいじゃん。あたしのほうが、知しりあいとかいるから、聞ききやすいし。」

「ナゾじゃないし……。でも、秋あき山やまさん、音おん楽がく室しついくんでしょ？」

　べつに、わたしじゃなくても、キラキラな友ともだちといけばいいのだ。

「いーから、いーから。泥どろ舟ぶねにのったつもりで、まかせてよ！」

　カチカチ山やまみたいに、最さい後ごはしずみそうだね、その舟ふね。

　そんなこんなで、秋あき山やまさんといっしょに、ほかのクラスの欠けっ席せき者しゃをしらべてみた。

　葵あおい野の小しょう学がっ校こうは、学がく年ねんごとに三クラスある。

　うちのクラスに欠けっ席せき者しゃはいなかったので、のこる二クラスをしらべてみた。

　それでわかったことは、女おんなの子こがひとり、法ほう事じでお休やすみしているだけで、欠けっ席せき者しゃはいないということだった。みんな健けん康こうそのもの。いきなり、ゆきづまってしまった。

「東とう堂どうひびきがさがしてるのは、男だん子しの欠けっ席せき者しゃなわけ？　女じょ子しじゃダメなの？」

「うん。背せは、わたしと同おなじくらいで、ひょろっとしてる男おとこの子こ。五年ねん生せいじゃなくて、六年ねん生せいなのかも。」

「ウソ、六年ねんの教きょう室しついくの？」

「いくけど、なんで？」

「だって、年とし上うえって、なんかこわいじゃん。いばってるし。」

　自じ信しん満まんタンって感かんじの秋あき山やまさんが、六年ねん生せい相あい手てくらいで気きがひけているというのが、わたしにはふしぎだった。

「わかった。じゃあ、わたし、ひとりでいってくるね。」

　わたしは、六年ねん生せいの教きょう室しつ目め指ざして、ずんずんと階かい段だんをのぼっていく。

「え？　ちょ、ちょっと、待まってよ、東とう堂どうひびき。あたしもいくってば。」

　無む理りしなくてもいいのに、秋あき山やまさんはわたしについてきた。

　六年ねん生せいの教きょう室しつがあるろうかは、みごとに六年ねん生せいしかいなかった。当あたり前まえだけど。

「ねえ、東とう堂どうひびき。」

　秋あき山やまさんが、わたしの袖そでをひっぱってくる。

「なに？」

「こわくなさそうなひとに聞きこうよ。」

「べつに、みんな、こわくなさそうだけど。」

　わたしがそう答こたえると、秋あき山やまさんは宇う宙ちゅう人じんでも見みるような目めを、わたしにむけてきた。

　お昼ひる休やすみは、無む限げんにあるわけではないので、わたしは近ちかくにいた男だん子しに声こえをかける。

「あの、すみません。」

「はい？」

　色いろ白じろの男だん子しだった。さらさらの黒くろ髪かみで、やさしそうな目めをしている。

　ちょっと、女おんなの子こにも見みえる顔かお立だちだ。指ゆびも細ほそくてキレイ。

　あれ？　初しょ対たい面めんのはずなのに、どこかで会あったことがあるような気きがする。

　どこでだっけ？　うーん。思おもいだせない。

「ちょっと、聞ききたいんですけど、六年ねん生せいのなかで、この二、三日にち、お休やすみしている男だん子しっていませんか？」

「お休やすみしている男だん子し？」

「はい。」

「うちのクラスには、いないかな。となりのクラスに聞きいてみようか？」

　そのセンパイの言こと葉ばに、秋あき山やまさんがへんじをした。

「お願ねがいしますっ！」

　いきなり、大おおきな声こえを出ださないでほしい。耳みみが、きーん、ってなったじゃん。

　しんせつなそのひとは、三クラスすべての欠けっ席せき者しゃを確かく認にんしてくれた。

　でも、休やすんでいる男だん子しはいなかった。

「どうやら、きみたちが、さがしている欠けっ席せき者しゃはいないみたいだね。」

「そうみたいです。どうも、ありがとうございました。」

「力ちからになれなくて、ごめん。」

「いえ、助たすかりました。」

　そのひとは、小ちいさく笑わらって、じぶんの教きょう室しつにもどっていった。

　そしたら、わたしのとなりにいた秋あき山やまさんが、「ふいー。」と息いきをはいた。

「どうしたの？」

「キンチョーした。心しん臓ぞうが動うごきだすかと思おもったよ。」

　え、とまってたの？

「キンチョーって、なんで？」

「東とう堂どうひびきは知しらないかもだけど、いまのひと、永なが岡おかセンパイっていうの。永なが岡おか宗そう也やセンパイ。やさしいし、かっこいいし、ピアノのコンクールで賞しょうをとったこともあるんだよ。だから、ひそかにファンクラブとかもあるんだ。」

「へえー。」

　たしかに、永なが岡おかセンパイは、クラスのおサルさんみたいな男だん子しとちがって、ちょっとおとなっぽかった。もしかしたら、レイジさんよりも。

「永なが岡おかセンパイのパパは有ゆう名めいな舞ぶ台たい演えん出しゅつ家かで、全ぜん国こくで公こう演えんしてるんだよ。ママはファッションモデルさんで、ちょー美び人じんなの。家いえとか、めちゃくちゃ大おおきいらしいよ。お手て伝つだいさんを雇やとってるって、聞きいたことあるもん。」

　お手て伝つだいさんがいるってことは、お父とうさんもお母かあさんも、とてもいそがしくて、おそくに帰き宅たくするとか、もしくは、あまり家いえに帰かえらなかったりするのかもしれない。

　って、そんなことは、いまは、どうでもいい。

　わたしにとっての最さい優ゆう先せん事じ項こうは、のっぺらぼうくんが何なに者ものなのかってことなのだ。

　葵あおい野の小しょう学がっ校こうの子こじゃないのだろうか？

　でも、だとしたら、どうして、わたしたちの学がっ校こうにいたのだろう？

　そもそも、記き憶おくと顔かおをなくしてしまったのなら、家いえにも帰かえれなくなってるわけだ。

　行ゆく方え不ふ明めいで大おおさわぎになっていないとおかしいのに、それもない。

「うーん、どうなってるんだろう。」





○　チィちゃんのお絵えかき　○




　その日ひの放ほう課か後ご。

「こんにちは。」

　わたしは、福ふく神じん堂どうのガラス戸どをあけた。

「いらっしゃい、ひびきさん。」

　めずらしく、レイジさんがちゃんと起おきている。

　なにか、わるいことの前まえぶれでないといいのだけど……。

「わーい、ひびきなのっ！」

　チィちゃんが、どーん、とわたしにぶつかってきた。そのまま、よじよじと、のぼってくる。わたしは、チィちゃんをだっこした。

　のっぺらぼうくんも、わたしにむかって、ぺこりと頭あたまをさげる。

　それから、さげた頭あたまをもとにもどす。

「あ。」

　それで気きづいた。のっぺらぼうくんに顔かおがあるのだ。

　もちろん、本ほん当とうの顔かおではない。

　マジックかなにかで、かきこんだものだ。

「あのね、チィがね、かいてあげたの。」

　ほこらしげに、チィちゃんが言いった。

「……そ、そうなんだ。」

　まつげがバサバサで、目めのなかに、キラキラのお星ほしさまがうかんでいる。

　むかしの、少しょう女じょマンガの登とう場じょう人じん物ぶつみたいだった。

　対たい面めんすると、なんともブキミである。

　顔かおがないよりも、よっぽどこわいんですけど……。

　よし、見みなかったことにしよう。

　わたしは学がっ校こうでの調ちょう査さ結けっ果かを、みんなに報ほう告こくした。

　のっぺらぼうくんが、葵あおい野の小しょう学がっ校こうの子こならば、欠けっ席せきあつかいになっているはずだと思おもったのだけれど、休やすんでいる男だん子しはいなかったこと。

　六年ねん生せいの出しゅっ欠けつ確かく認にんをしたあと、念ねんのために、四年ねん生せいのところにもいってみたのだけれど、そちらの結けっ果かもからぶりだったこと。

「ごめんね。」

　わたしがあやまると、のっぺらぼうくんは首くびを横よこにふる。

　それから、ボールペンをにぎり、メモ用よう紙しに『どうも、ありがとう。』と書かいた。

　のっぺらぼうくんの指ゆびは、女おんなの子こみたいに細ほそかった。

　ピアノをひきたかったってことは、習ならっていたにちがいない。

　ピアノをひくひとは、きっと指ゆびをたいせつにしているんだろう。

　そういえば、永なが岡おかセンパイの指ゆびもキレイだったな。

「なにか、手てがかりがあればいいんだけど。」

　わたしが、ぽつりとつぶやくと、

「あるじゃないですか。」

　レイジさんが、にこにこ笑え顔がおで言いった。
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「本ほん当とうですか？」

「はい。ふたつありますよ。」

「ふたつも？」

「ひとつは、この葉はっぱです。」

　のっぺらぼうくんが気き絶ぜつしたときに、そばに落おちていたやつのことだ。

「この葉はっぱは、ひびきさんが言いったように、カギだったのでしょう。でも、のっぺらぼうくんが落おとしてしまった瞬しゅん間かんに、術じゅつがとけて、もとの葉はっぱにもどってしまったんですよ、きっと。」

　レイジさんが、わたしに葉はっぱを手てわたす。

　どう見みても、ふつうの葉はっぱだった。

「じゅつ？」

「はい。もうひとつの手てがかりは、ズバリ、音おん楽がく室しつです。のっぺらぼうくんは、ピアノをひきたくて、音おん楽がく室しつにいっていたわけですよね。となれば、やはり、音おん楽がく室しつにこそ手てがかりが、のこされているのではないでしょうか。」





○　ピアノをひいていたのは……　○




　放ほう課か後ごのグラウンドでは、男だん子したちがサッカーをして遊あそんでいた。

　わたしは、チィちゃんといっしょに、校こう舎しゃのなかに足あしをふみ入いれる。

　昇しょう降こう口ぐちで上うわばきにはきかえて、階かい段だんをあがった。目め指ざすは音おん楽がく室しつだ。

「レイジさんは、ああ言いってたけど、音おん楽がく室しつにいって、なにかわかるのかな？」

「レイジはね、いつもテキトーなの。」

　うんしょ、うんしょ、と階かい段だんをのぼりながら、チィちゃんが言いった。

「だよね。」

「でも、ウソはつかないの。」

「そうなんだ？」

「うん、たまにしか。」

　つくんじゃん。

　チィちゃんが、まんまるおめめで、わたしを見みあげる。

「あのね、レイジはね、ひびきのこと、大だい好すきだよ。」

　いきなり言いわれて、わたしはとまどう。

　好すきとか、ふつう思おもっていても言いわないし。

　お母かあさんやお父とうさん、朱あか音ねさんのことも好すきだけど、言いったことないし。

「チィもね、ひびきのこと好すきなの。」

　わたしは、階かい段だんのとちゅうでしゃがんだ。チィちゃんと見みつめあう。

　チィちゃんは、ふしぎだ。

　人にん間げんじゃなくて本ほんのツクモだけど、もしかしたら、人にん間げんよりも人にん間げんっぽい。

　でも、もしかしたら、そういうものなのかもしれない。

　本ほんを読よんでいるときも、よく思おもう。

　登とう場じょう人じん物ぶつたちは、なんてやさしくて、なんてステキなんだろう、って。

　いるわけないよ、そんなひと。みんな、もっと、いじわるだもの。

　ひとの心こころのなかには、黒くろい気き持もちがあることを、わたしは知しっている。

　わたしだって、いい子こじゃないもの。

「ありがと。わたしも、チィちゃんのこと好すきだよ。」

　チィちゃんは、えへへ、と笑わらう。

「あのね、のっぺらぼうくんはね、心こころのなかが、さみしさでいっぱいなの。」

「さみしさでいっぱい？」

「うん。のっぺらぼうくんはね、記き憶おくはないけど、でも、おぼえているの。」

「どんなことを？」

「じぶんは、だれにも好すきでいてもらえないって気き持もち。」

　チィちゃんの言こと葉ばに、ぎゅっと、胸むねがしめつけられる。

　おかしいな。

　わたしの心こころはがんじょうだから、なにがあっても、びくともしないはずなのに。

「それ、どういうこと？」

　そのとき、キレイなメロディーが聞きこえてきた。

「ピアノの音おと……。音おん楽がく室しつからだ。」

　わたしは、チィちゃんの手てをひいて、階かい段だんをかけあがった。

　音おん楽がく室しつに到とう着ちゃくし、とびらの窓まどから、なかをのぞく。

　だれかが、ピアノをかなでているのが見みえた。

　そこにいたのは、永なが岡おかセンパイだった。

　指ゆびが、すごくはやく動うごいている。朱あか音ねさんがパソコンのキーボードをたたくよりも、ずっとはやい。小しょう学がく生せいがひいているとは思おもえないほどに、じょうずだった。

　そういえば、秋あき山やまさんが、永なが岡おかセンパイは、ピアノのコンクールで賞しょうをとったこともあるって、教おしえてくれたっけ。

　音おん楽がく室しつは勝かっ手てに入はいれないはずなんだけど、永なが岡おかセンパイなら練れん習しゅうってことで、入はいらせてもらえるのかもしれない。

「チィも見みるの！」

　だきあげると、チィちゃんが窓まどにぺとっとはりついた。チィちゃんの、ふわふわの髪かみが鼻はなに当あたって、ちょっとくすぐったい。

「ジャマしちゃわるいから、少すこし待まってよう。」

　わたしは、チィちゃんに言いった。

「あのひと、人にん間げんじゃないの。」

「え？」

　チィちゃんは、わたしの腕うでからとびおりて、音おん楽がく室しつのとびらを、いきおいよくあけた。

　永なが岡おかセンパイが、ピアノの演えん奏そうをやめて、こちらをふりむく。

「ふなーっ！」

　とめるまもなく、チィちゃんは、永なが岡おかセンパイに突とつ撃げきしていった。

「チィちゃん！」

　永なが岡おかセンパイは、おどろいた顔かおをして、チィちゃんにつきとばされる。

　イスからころげ落おちたセンパイは、「いてて。」と、おしりをさすっていた。

　チィちゃんは、そこへ、さらに攻こう撃げきをくわえようとする。

「どりゃーっ！」

　わたしは、あわてて、チィちゃんのわきの下したに手てをやって、ひょいと持もちあげた。

「ダメだって、チィちゃん。」

　小こ声ごえで注ちゅう意いする。それから、すぐに永なが岡おかセンパイにむきなおった。

「ごめんなさい、永なが岡おかセンパイ。その、ジャマしちゃって。えっと、失しつ礼れいします。」

　ぺこっと頭あたまをさげて、音おん楽がく室しつをとびだそうとしたところで。

「待まって。」

　永なが岡おかセンパイに声こえをかけられた。

　怒おこられるかも、と思おもいながら、わたしはふりかえる。

「その子こ、きみの守まもり神がみなのかな？　もしくは守しゅ護ご天てん使しか。」

　永なが岡おかセンパイは立たちあがって、『その子こ』と、チィちゃんを指ゆびさす。

「あ、えっと、チィちゃんは……。」

　とちゅうまで言いって、わたしはふしぎに思おもった。

　だって、チィちゃんは、ふつうのひとには見みえないはずなのだから。

「チィは、チィなの！」

　ふしゃーっと、ニャンコみたいにチィちゃんは髪かみの毛けを逆さか立だてる。

「チィちゃんか。身みがまえなくてもいいよ。ぼくは、べつに、きみたちとケンカしようなんて思おもってないんだ。というか、昼ひる休やすみに会あったとき、もう、おわりかなって思おもってた。」

「……どういうことですか？」

　永なが岡おかセンパイは、すずしげに笑わらう。

「タネあかしをする前まえに、ぼくも知しりたいんだけど、きみって何なに者ものなの？」

「わたしは……。」

　少すこし迷まよってから、わたしは答こたえた。

「わたしは、福ふくの神かみの弟で子しです。（仮かり）ですけど。」

「（仮かり）？」

「……仮かり免めん中ちゅうなんです。そんなことより、おわりって、どういうことですか？」

「かくれんぼは、オニに見みつかったら、それでおしまいだろう？　それと同おなじだよ。」

「意い味みがわかりません。」

「じゃ、こう言いえば、伝つたわるかな。」

　永なが岡おかセンパイが、まっすぐに、わたしを見みつめてくる。

「ぼくの名な前まえはね、ムジナっていうんだ。」





○　ことの真しん相そう　○




「つまり、ぼくと、永なが岡おかくんは、入いれ替かわっていたんだよ。」

　それが、永なが岡おかセンパイあらため、ムジナくんが語かたった真しん相そうだった。

「永なが岡おかくんのご両りょう親しんは、とてもいそがしいひとたちでね、永なが岡おかくんをあまりかまってやれなかった。」

　これも、秋あき山やまさんが言いっていたっけ。

　永なが岡おかセンパイのお父とうさんは有ゆう名めいな舞ぶ台たいの演えん出しゅつ家かで、全ぜん国こくをとびまわっている。お母かあさんはモデルさんだから、ふたりとも家いえをあけることが多おおいにちがいない。

「彼かれは、いい子こだから、わがままも言いわなかった。でも、それは、言いわなかっただけさ。」

　永なが岡おかセンパイは、しずかに心こころのなかに、さみしさを育そだてていった。

「先せん月げつ、永なが岡おかくんはピアノの発はっ表ぴょう会かいがあった。親おやが無む理りやり、子こどもに習ならいごとをさせることがあるけど、永なが岡おかくんは、じぶんからピアノをはじめたんだ。本ほん当とうに好すきだったんだね。だから、発はっ表ぴょう会かいで演えん奏そうするところを見みてもらいたかった。ひとに見みられるのって、はずかしいけど、同おなじくらい、ほこらしくもあるだろう？」

「ご両りょう親しんは、永なが岡おかセンパイの演えん奏そうを見みにこられなかったんですか？」

「残ざん念ねんながらね。ふたりとも、とつぜん、しごとが入はいってしまったんだ。」

　そして、永なが岡おかセンパイは思おもった。

　じぶんは、たいせつにされていないんじゃないか、って。

　だけど、言いわなかった。親おやをこまらせるだけだとわかっていたから。

「永なが岡おかくんは、どうやら、少すこしはやく、おとなになりすぎてしまったようだ。」

　ムジナくんは、永なが岡おかセンパイの顔かおのまま、ちょっと悪わる者ものっぽく笑わらう。

「アヤカシってのは、ひとの心こころのすきまにつけこむんだ。永なが岡おかくんは、じつのところ、すきだらけだったよ。ぼくは人にん間げんの暮くらしを少すこしだけ体たい験けんしてみたかった。彼かれは、ちょうどいいエモノだったってわけ。顔かおと記き憶おくをかりて、入いれ替かわることにした。カンペキな交こう代たいだから、だれにも見みぬくことができなかった。ピアノだってひける。」

　そうか。お昼ひる休やすみに、初しょ対たい面めんである永なが岡おかセンパイを、どこかで見みたことがあると思おもったのは、のっぺらぼうくんのシルエットと、同おなじだったからなんだ。

　ムジナくんが言いうには、入いれ替かわっているあいだ、永なが岡おかセンパイ（のっぺらぼうくん）は、屋おく上じょうにある天てん文もんクラブの小こ屋やで眠ねむらされていたらしい。天てん文もんクラブは、ずっと前まえに部ぶ員いんがいなくなってしまったので、いまはただのガラクタ置おき場ばなのだそうだ。

　目めを覚さました永なが岡おかセンパイ（のっぺらぼうくん）は、記き憶おくはなくても大だい好すきなピアノのある場ば所しょに、ふらふらとむかってしまったということだ。

「カギは、ぼくが偽ぎ造ぞうした。」

「あの葉はっぱですね。」

「そういうこと。」

　さて、とムジナくんは言いった。

「人にん間げんは、思おもったよりもつまらないな。アヤカシのほうが、ずっと楽たのしい。正しょう直じき、ちょっと、あきてきたところだったんだ。もう満まん足ぞくさ。なあ、福ふくの神かみの弟で子し。」

「……なんです？」

「ぼくを永なが岡おかくんのところに連つれていってくれないか？」




　福ふく神じん堂どうにたどりつくと、レイジさんが、にこにこ笑え顔がおでむかえてくれた。

「おかえりなさい、ひびきさん、チィちゃん。」

　それから、わたしのとなりにいるムジナくんに目めをむける。

「いらっしゃい。」

「世せ話わになるよ、福ふくの神かみのダンナ。」

　レイジさんのうしろには、のっぺらぼうくんが立たっていた。

　まだ、チィちゃんのかいた顔かおがのこっている。

「やあ、ひさしぶり。」

　ムジナくんが手てをあげた。

「ひどい顔かおだね。なんだい、そりゃ。」

　のっぺらぼうくんは、ただ、しずかに立たったままだった。表ひょう情じょうがないので、どんなふうに思おもっているのか、こちらからはわからない。

「顔かおと記き憶おくをかえしにきたよ。」

　ムジナくんが前まえに出でる。それから、手てをのばして、のっぺらぼうくんの顔かおをなでた。

　すると、ふしぎなことが起おこった。

　のっぺらぼうくんの顔かおに、永なが岡おかセンパイの顔かおがうかんだのだ。

「ぁ。」

　のっぺらぼうくんだった永なが岡おかセンパイが小ちいさな声こえをこぼす。

　いっぽう、ムジナくんのほうは、もう、永なが岡おかセンパイの姿すがたをしていなかった。のっぺらぼうでもない。もふもふの毛けをした、タヌキみたいになっていた。

　でも、ふつうのタヌキではない。うしろ足あしで立たっているんだもの。

　黒くろ目めがちの、パチクリする目めが、かわいらしい。
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「タヌキっ！」

　チィちゃんが、ムジナくんをだきあげる。

「いや、タヌキじゃなくて、ぼくはムジナだって。」

「ふかふかなの。」

　チィちゃんは、ムジナくんの毛けに顔かおをうずめる。

　ムジナくんは苦にが笑わらいをし、それから、永なが岡おかセンパイを見みあげた。

「ぜんぶ、思おもいだしたかな、永なが岡おか宗そう也やくん？」

　永なが岡おかセンパイはなにかを言いいかけたけど、言こと葉ばには、ならないみたいだった。

　そんな永なが岡おかセンパイを見みあげていたムジナくんが言いう。

「年ねん長ちょう者しゃとして、アドバイスをしてあげよう。」

「……アドバイス？」

　永なが岡おかセンパイが、困こん惑わくぎみに、くりかえす。

「きみは、もう少すこし望のぞんでもいい。わがままくらい言いってみてもいいと思おもう。」

　ムジナくんは、チィちゃんの腕うでから、ひょいっと逃にげ、四よん本ほん足あしで地じ面めんにおりたった。

「一日にちだけ、家いえ出ででもしてみなよ。そうすりゃ、いろいろ見みえることもあるだろう。」

「……そんなこと、意い味みないよ。」

　永なが岡おかセンパイは、一いち度ど眉まゆをよせてから、あきらめたように首くびを横よこにふった。

「父とうさんも母かあさんも、ぼくがいなくなっても、きっと心しん配ぱいなんかしない。ぼくがいなくなったことにも、たぶん、気きづかないと思おもう。」

「そう思おもってるなら、なおさら、やってみる価か値ちはあると思おもうけどね。」

　ムジナくんは、レイジさんを見みあげた。

「どうかな、福ふくの神かみのダンナ。」

「反はん対たいに決きまってます。大だい反はん対たいですよ、もちろん。」

　レイジさんは、にこにこ顔がおのまま答こたえた。

「ただ、帰かえり道みちをわすれてしまった子こを、一日にち、泊とめてあげるくらいはしますけどね。」

「だってさ。」

　ムジナくんも笑わらって、永なが岡おかセンパイに視し線せんをもどす。

「でも、ぼくは……。」

　永なが岡おかセンパイは、その先さきの言こと葉ばをさがすみたいに、下したを見みた。
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　わたしの頭あたまのなかに、チィちゃんの言こと葉ばが、ひびく。

　──のっぺらぼうくんはね、記き憶おくはないけど、でも、おぼえているの。

　──じぶんは、だれにも好すきでいてもらえないって気き持もち。

「あの。」

　気きづけば、わたしは、口くちをひらいていた。

「意い味み、あると思おもいます。」

　あれ。なんで、わたし、こんなこと言いってるんだろ？

　だけど、とめられなかった。うまくは言いえないけど、伝つたえようと思おもった。

「永なが岡おかセンパイ、ご両りょう親しんに、気き持もち、言いったほうがいいです。だまったままで、あきらめるの、なんていうか……、ずるいと思おもいます。そうです。ずるいです。クラスの子こで、お父とうさんを亡なくしているひとがいるんです。その子こは、伝つたえようとがんばってました。泣ないて、鼻はな水みず流ながしてましたけど、見み苦ぐるしくなかったです。センパイも言いうべきです。」

　口くちに出だしながら、顔かおが熱あつくなっているのが、わかった。

　ほんと、わたし、なに言いってるんだろ。こんなの、わたしらしくないのに。

「……東とう堂どうさん。」

　永なが岡おかセンパイはつぶやいた。わたしを見みて、ムジナくんに視し線せんをうつして、レイジさんや、チィちゃんをながめた。それから、こぶしを、ぎゅっとにぎりしめる。

「ぼくは──。」





○　そんなこんなで後ご日じつ談だん　○




　それからお休やすみをはさんで、月げつ曜よう日び。

「ねえ、東とう堂どうさん。」

　お昼ひる休やすみ、わたしが席せきを立たとうとしたところで、クラスメイトの三み浦うらさんに呼よばれた。

　……たぶん、三み浦うらさんだったはず。

「なに？」

「東とう堂どうさんにお客きゃくさん。永なが岡おかセンパイが呼よんでるよ。」

　見みれば、うしろのとびらのところに、永なが岡おかセンパイの姿すがたがあった。

　わたしは、てってってっ、と永なが岡おかセンパイのほうにかけていく。

「こんにちは。どうしたんですか、永なが岡おかセンパイ？」

「うん、こんにちは。」

　永なが岡おかセンパイは、やわらかな笑えみをうかべた。

　それは、ちょっとこまっているようにも見みえたし、照てれているようにも見みえた。

「東とう堂どうさんには、お世せ話わになったから、ちゃんと話はなしておこうと思おもって。」

　永なが岡おかセンパイは、あのあと起おこったことを、わたしに教おしえてくれた。

　ムジナくんの言いうとおりに、永なが岡おかセンパイは、一日にちだけ無む断だん外がい泊はくをした。

　レイジさんが、福ふく神じん堂どうに泊とめてあげたのだ。

　そうしたら、永なが岡おかくんのご両りょう親しんは、大だいパニックを起おこしてしまったらしい。真ま夜よ中なかに、警けい察さつに電でん話わして、寝ねずに一いち夜やをすごしたのだそうだ。

　翌よく朝あさ、なにも知しらない永なが岡おかセンパイは、どうせ気きづかれていないと思おもいながら、おうちに帰かえった。そうしたら、永なが岡おかセンパイのご両りょう親しんは、永なが岡おかセンパイをだきしめて、泣なきだしてしまったという。

「子こどもみたいに泣ないてた。無ぶ事じでよかった、よかったって。ぼく、親おやが泣なくところ、はじめて見みたよ。荷に物もつもなにも持もっていかなかったから、家いえ出でじゃなくて、事じ件けんにまきこまれたと思おもったらしいんだ。おまわりさんには、すごくしかられたよ。とても、こわいひとだった。家いえ出でなんかするものじゃないね。」

「よかった。永なが岡おかセンパイのご両りょう親しんは、永なが岡おかセンパイのこと、どうでもいいなんて思おもってなかったんですね。」

　永なが岡おかセンパイはすごくいい子こだから、わがままを言いったことがなかった。

　だから、お父とうさんもお母かあさんも、安あん心しんしきっていたんだと思おもう。

　でも、永なが岡おかセンパイは、もっと、じぶんの心こころをうちあけてもよかったのだ。

　言こと葉ばにしないと、伝つたわらないことって、たくさんあるから。

　そう思おもったとたん、胸むねのあたりが、ひりひりした。

　それがなんなのか、よくわからなくて、息いきをするのがちょっと苦くるしくなる。

　わたしは、じぶんの胸むねを手てでおさえた。心しん臓ぞうが、とくん、とくん、と音おとを立たてている。

　……まあ、いいや。たぶん、気きのせいだ。

　いまは、永なが岡おかセンパイのこれからを、お祝いわいするほうがたいせつだ。

　永なが岡おかセンパイは、うれしいような、はずかしいような顔かおで、やっぱり笑わらう。

「東とう堂どうさんには、感かん謝しゃしないとね。」

「いえ、わたしはなにも。」

　顔かおの前まえで、ぶんぶんと手てをふった。

「最さい後ごに、背せ中なかをおしてくれたのは、東とう堂どうさんだから。そもそも、気き絶ぜつしたぼくを、レイジさんのところに連つれていってくれたのも、東とう堂どうさんじゃないか。」

「まあ、あれは……。」

「昨日きのう、もう一いち度ど、福ふく神じん堂どうにいこうとしたんだけど、たどりつけなかったよ。」

　わたしは、へんじができなかった。

「だから、レイジさんにも、ありがとうって、伝つたえておいてくれないかな。」

「……はい。あの、このことは。」

「だいじょうぶ。だれにも言いわないよ。言いっても、みんな、信しんじないと思おもうけどね。少すこしのあいだ、ぼくがのっぺらぼうだったなんてさ。」

　永なが岡おかセンパイは、くすくすと笑わらった。わたしも、つられてちょっとだけ笑わらう。

「あの、よければ、こんど、ピアノ聞きかせてください。」

「もちろん、よろこんで。」

　それから、永なが岡おかセンパイは、「それじゃあね、福ふくの神かみの弟で子しさん。」と、手てをふって、去さっていった。その背せ中なかに、わたしは、ぽつりとつぶやく。

「（仮かり）ですけどね。」

　左ひだりの手て首くびが、なんとなくあったかい。

　見みれば、白しろいパワーストーンが発はつ熱ねつしていて、ゆっくりとピンク色いろにそまっていった。

「……キレイ。」

　これってつまり、永なが岡おかセンパイをしあわせにしたってことで、いいのかな？

　なんて思おもっていると。

「とーうーどーうーひーびーきー。」

　にゅうっと、うしろから、秋あき山やまさんが顔かおを出だす。

「わ、びっくりした。」

「どういうことか説せつ明めいしてよ。」

「え、なにが？」

「なんで、東とう堂どうひびきが、永なが岡おかセンパイと仲なかよしになってるわけ？」

「べつに、仲なかよしってわけじゃ……。」

「いま、仲なかよさげにしゃべってたじゃん！　うらやましい！」

　いつのまにか、秋あき山やまさんだけじゃなくて、クラスの女じょ子しにとり囲かこまれていた。

「あたしにも、永なが岡おかセンパイ、紹しょう介かいしてよ！」「あたしも！」「あたしも！」

　うわー、すごいな、永なが岡おかセンパイ。めちゃくちゃ、人にん気き者ものじゃん。

　だれにも好すきでいてもらえない？

　永なが岡おかセンパイってば、鈍どん感かんすぎ。

　この乙おと女めたちを見みよ。ほとんど、ゾンビだよ。

　さて、この状じょう況きょうを、わたしはどうやって切きりぬけよう？

　福ふくの神かみの弟で子しっていっても、（仮かり）のわたしは、じぶんを助たすけることもできない。

　うーん。とりあえず、逃にげよう。そうしよう。

「ごめん！」

「あ、待まってよ、東とう堂どうひびき！」

　うしろから、秋あき山やまさんの声こえが聞きこえた。

　もちろん、待まつはずがないのだ。
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○　はじめてのケンカ　○




　給きゅう食しょくの時じ間かんがおわって、お昼ひる休やすみがはじまるチャイムが鳴なった。

　今日きょうはお天てん気きもいいし、中なか庭にわでウサギやチャボをながめながら『オリエント急きゅう行こう殺さつ人じん事じ件けん』を読どく破はしてやろう、と思おもってわたしは席せきを立たつ。

　そしたら、秋あき山やまさんがじぶんのつくえで、くてっとしているのが目めに入はいった。

　心こころなしか、どよーん、とした黒くろいオーラがあふれでている。

　どうしたんだろ、と思おもって、近ちかづいてみた。

「秋あき山やまさん、どうかしたの？」

　声こえをかけたら、秋あき山やまさんがむっくりと起おきあがった。

　朝あさは気きにしてなかったけど、顔かおをかくすほどの、おっきなマスクをしている。

　口くちさけ女おんながしているみたいなやつだ。

「風か邪ぜ？」

「ちがう。歯はがぬけたの。」

　もごもご、と秋あき山やまさんは言いった。

「歯は？　ああ、乳にゅう歯しか。」

　わたしは、もうぜんぶ、生はえかわったけど、秋あき山やまさんはまだだったみたい。

「うう。もう、お嫁よめにいけない。」

　なんだ、それ。だれでも、ぬけるものなのに。

「どうせ、すぐ、生はえてくるよ？」

　なぐさめてみたけど、秋あき山やまさんのどんよりオーラは、うすまらなかった。キラキラチームのみんなも、それに気きづいているらしくて、今日きょうは秋あき山やまさんに近ちかづかない。

　こういうことを、なんて言いうんだっけ？　さわらぬ神かみにたたりなし？

　めんどうなときに声こえをかけてしまったなと、ちょっと、こうかいした。

「えっと、じゃあ、わたし用よう事じがあるから。」

　その場ばから逃とう亡ぼうしようとしたら、秋あき山やまさんがぎゅっと、わたしの服ふくをつかんだ。

「あう。」

「まあ、ちょっと、ゆっくりしていきなよ、東とう堂どうひびき。」

　だれか助たすけて、と思おもいながら教きょう室しつを見みまわしてみたら、わずかのあいだに、わたしと秋あき山やまさんをのこして、みんないなくなっていた。

　どうやら、いつもオシャレでかわいい秋あき山やまさんは、歯はがぬけるたびに、どんよりオーラを発はっして、クラスメイトをこまらせていたようだ。

　知しらなかったわたしは、ちょっとしたイケニエみたいなものだった。

　これはもう、『オリエント急きゅう行こう殺さつ人じん事じ件けん』はあきらめるしかないな、と腹はらをくくる。

　わたしは、秋あき山やまさんのとなりの席せきをかりて、ちょこなん、とすわった。

　秋あき山やまさんは、また、くてっと、つくえにつっぷす。

　そうして、つくえにほっぺをつけたまま、こっちを見みた。

「東とう堂どうひびきはさ、前まえの学がっ校こうでは、どんなだったの？」

　いきなり、そんなことを聞きいてくる。

「どうしたの、急きゅうに？」

「なんとなく気きになって。どんなだったわけ？」

「べつに、ふつうだよ。友ともだちはいなかったけど。」

「ふーん。まあ、そっか。東とう堂どうひびきは、なんか、どーんとしてるもんね。」

「どーん？」

「友ともだちがいなくても気きにしない。もし、遠えん足そくでひとりぽっちで、おべんと食たべることになっても、東とう堂どうひびきは、そんなのどうでもいいって感かんじで、もりもり食たべそう。」

「ほめられてるのか、バカにされてるのか、わかんないなあ。」

「ほめてるんだってば。東とう堂どうひびきはかっこいい。」

「かっこいいことは、なにもないよ。わたし、ハブられてただけだし。」

　わたしは、うっかり、そんなことを言いってしまっていた。口くちがすべったというやつだ。

　しっぱいした。言いうべきじゃなかったのに。

　秋あき山やまさんが、しゅばっと、体からだを起おこす。

「なにそれ？」

　秋あき山やまさんの目めが、ちょっとこわい。

「どういうこと？　なんかあったの？」

「え？　ああ、うん。」

　わたしは、ちょっと口くちごもる。あんまり話はなしたくなかった。

　でも、秋あき山やまさんは、わたしがつづけるのを待まっている。ごまかせそうになかった。

　しかたがないので、わたしはかんたんに説せつ明めいすることにした。

「えっと、クラスで、ちょっと、いじめっぽいことがあって。」

　秋あき山やまさんが「うん。」と、大おおきくうなずく。

「わたしじゃない、べつの女おんなの子こだったんだけど、みんなからきらわれてて、悪わる口くちとかもいっぱい言いわれてた。でも、その子こも、ちょっと性せい格かくに問もん題だいがあったんだけどね。」

「問もん題だいって？」

「その子こ、ウソばっかり言いうの。それも、すぐにバレるようなウソ。」

「たとえば？」

「有ゆう名めいなアイドルと友ともだちだから、サインもらってあげるとか。」

「あー。」

「キラキラしたウソを、いっぱいついてた。最さい初しょは、みんな、すごいって言いって、その子このまわりを囲かこんだんだけど、ウソってすぐにバレちゃって、だんだん、その子こからはなれていっちゃった。」

　あの子こは、じぶんが、ちっともとくべつじゃないことを知しっていたから、すごいって言いってほしかったんだろうな。

「それで、だれからも相あい手てにされなくなっちゃったから、その子こ、わたしのところにきたの。わたしが読よんでる本ほんの作さく者しゃと、知しりあいなのって、言いってた。」

　それもウソなのだ。だって、その作さく者しゃは、何なん年ねんも前まえに亡なくなっていたのだから。

　でも、わたしはウソをあばいたりはしなかった。

「その子こと、ふたりでいっしょにいることが多おおくなって、そのうちに、わたしも連れん絡らく網もうとか、とばされるようになっちゃって。靴くつをかくされたりとか。」

　そう言いって、わたしが笑わらうと、秋あき山やまさんは顔かおをよせてきた。

「なにそれ！　はじめて聞きいた！」

「あ、うん。はじめて言いったから。」

「東とう堂どうひびきは、やさしいだけなのに！　サイアク！」

　秋あき山やまさんは、マスクをはずして、ぺいっと、つくえにたたきつける。

　やさしい？

　秋あき山やまさんの評ひょう価かは、まちがっている。わたしは、べつにやさしくなんかない。

「むかつく！　そいつら、サイアクだよ！」

　秋あき山やまさんは、むたっ、むたっ、と床ゆかをふみつける。

　ふたつにむすばれた髪かみが、ぴょんぴょん、はねている。

　それを見みて、わたしは、やっぱり言いわなければよかったと思おもった。

　あのときも、お母かあさんやお父とうさん、朱あか音ねさんは怒おこってくれた。わたしのために。

　でも、わたしは、本ほん当とうは、あんまり、うれしくなかった。

　なんだか、わたしがわるいような気きがして、ごめんなさいって思おもった。

　ずっと、かくしておけばよかった。そうすべきだった。

　知しられちゃいけなかったんだ。

　いまも居い心ごこ地ちがわるい。この話はなしをつづけたくない。

「まあ、もう、どうでもいいことだから。」

　わたしは秋あき山やまさんにそう伝つたえて、また笑わらう。

　そしたら秋あき山やまさんは、怒おこるのをやめて、わたしをじっと見みつめてきた。

「どうでもいいって、どういうこと？」

「けっこう前まえのことだし。なんとも思おもってないし。」

　わたしは、秋あき山やまさんから目めをそらす。教きょう室しつのなかはだれもいなくて、みょうにしずかだ。

「本ほん気きで言いってるわけ、それ？」

「うん。もう、どうでもいいよ。」

「どうでもいくないっ！」

　秋あき山やまさんが大おおきな声こえを出だした。

　それは、わたしに怒おこってるみたいな言いいかただったので、おどろいてしまった。

「え？　……うん。あの、ごめん。」

　とりあえず、あやまってみる。

　すると、秋あき山やまさんは、信しんじられない、という顔かおをわたしに見みせた。

「……なんで、いま、あやまったわけ？」

「それは……秋あき山やまさんが、怒おこってるっぽかったから。」

　わたしは正しょう直じきに答こたえる。

　わたしがあやまることで、まるくおさまるなら、なんどでもあやまる。

　だけど──。

「東とう堂どうひびきは、なんで、あたしが怒おこってるのか、わかってない！」

「え？」

　秋あき山やまさんは、とつぜん立たちあがった。

　防ぼう災さい頭ず巾きんをのせたイスが、ばたんっ、と、たおれる。

「東とう堂どうひびきって、なんか、いろいろ、心こころがこもってない！　ひとりでいても、びくともしない東とう堂どうひびき、かっこいいって思おもったけど、それ、なんかちがう！」

　秋あき山やまさんは、マスクをつくえにのこしたまま、教きょう室しつから出でていってしまった。

　その場ばにのこされたわたしは、ただ、秋あき山やまさんが出でていったほうを見みつめていた。





○　むしゃむしゃ、ごくん　○




　どうしてだか、秋あき山やまさんを怒おこらせてしまった。

　わたしは、そんなにわるいことを言いったつもりはない。

　でも、わたしが秋あき山やまさんを怒おこらせてしまったのも、たしかだ。

　言いわれたとおり、どうして秋あき山やまさんが怒おこったのか、わたしはよくわかっていなかった。

　──東とう堂どうひびきって、なんか、いろいろ、心こころがこもってない！

　思おもいだしたら、心しん臓ぞうが、とくんっ、とくんっと、はやくなって、痛いたかった。

　また、あやまれば許ゆるしてくれるかな……。

「……友ともだちってめんどくさい。」

　物もの語がたりの登とう場じょう人じん物ぶつのほうが、ずっとやさしくて、わかりやすいのに。

　わたしは、ひとりで家いえ路じをたどっていた。

　空そらはからりと晴はれている。気き持もちのいい風かぜがふいた。木き々ぎの枝えだが、さわさわゆれる。

　べつに許ゆるしてもらわなくてもいいかな、という気きがしてきた。

　ひとりのほうが、ずっと気き楽らくだ。だれかといると、とてもつかれる。

　そんなことを思おもって歩あるいていたら、おうちの塀へいにもたれかかるようにして、男おとこの子こがすわりこんでいるのに気きづいた。

　年としは、わたしと同おなじくらいだと思おもう。髪かみがツンツンはねていて、ぶかぶかのＴティーシャツを着きていた。お腹なかをおさえて、前まえかがみになっている。お腹なかが痛いたいのかもしれない。

「あの、だいじょうぶ？」

　わたしは、近ちかづいていって声こえをかけた。

「もしかして、お腹なかが痛いたいの？」

　すると、男おとこの子こが、のっそりと顔かおをあげて、わたしを見みた。

　目めがくりっとしていて、かわいい顔かお立だちをしている。

　髪かみがツンツンしているせいもあって、なんだかハリネズミみたいな子こだった。

　男おとこの子こは眉まゆをよせた。

「なんだ、おまえ、そのケガ……。」
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　わたしは、どこもケガなんかしてない。うずくまっているのは、男おとこの子このほうなのに。

「あの、お腹なかが痛いたいなら、近ちかくに知しりあいのお店みせがあるから、そこで休やすんでいく？」

　男おとこの子こは、少すこしのあいだ、だまってわたしを見みあげていた。

　それから、にひっと、イタズラっ子このように笑わらう。

「腹はらが痛いたいんじゃない。おれは腹はらがへってるんだ。」

「あ、そうなんだ。」

　お腹なかが痛いたいわけじゃないなら、よかった。

　でも、腹はらペコで、道みちにすわりこんでいるというのも、すごいな、と思おもった。

　なんだか、時じ代だい劇げきみたいだ。空くう腹ふくでたおれているおサムライさんに、かけそばを食たべさせてあげたら、お礼れいに用よう心じん棒ぼうをしてくれる、なんてね。

「なあ、おまえさ。」

　男おとこの子こに呼よびかけられて、わたしは「へ？」と、マヌケな声こえを出だしてしまった。

「こうして会あったのも、なにかの縁えんじゃん。食たべもの、わけてくんない？」

　本ほん当とうに時じ代だい劇げきみたい。

「ごめん。わたし、食たべもの持もってなくて。でも、さっき言いった、知しりあいのお店みせまできてくれれば、福ふく神じんづけいっぱいのカレーを食たべさせてくれるかもしれないけど。」

　男おとこの子こは、そこで、ひょいと立たちあがった。すわりこんでいたとは思おもえないほど、身み軽がるな動うごきだった。わたしは、ちょっと、おどろく。

「いや、食たべものなら、あるじゃんか。」

　男おとこの子こが、顔かおをにょいっとよせてきた。

　とつぜんのことで、わたしは動うごけなかった。

　男おとこの子こと、こんなに顔かおを近ちかづけたことがない。なので、少すこしこわかった。

「あ、あの……。」

「悲かなしい思おもい出で、たっぷりって感かんじ。食たべごたえがありそうだ。」

　ぺろり、とくちびるをなめる。

　どういう意い味みだろう？

「そんじゃ、いただきます。」

　男おとこの子こがそう言いった直ちょく後ご、わたしは意い識しきをうしなった。





○　わたしの平へい和わな世せ界かい　○




「んー。」

　パチッとまぶたをひらくと、目めの前まえに朱あか音ねさんの顔かおがあった。

「お、やっと起おきたか、ひびき。」

　朱あか音ねさんは、いつものとおりに、よれよれで、くたくたのジャージ姿すがただった。

　わたしは、むっくりと起おきあがる。そこは、リビングのソファの上うえだった。

「……あれ？」

　わたし、いつのまに帰かえってきたんだっけ？

「なんだよー、寝ねぼけてんのか？　学がっ校こうから帰かえってきて、ランドセルほっぽったと思おもったら、そのままソファで寝ねちゃったんだよ。」

「そうでしたっけ？」

　よくおぼえてないや。頭あたまがぼやーんとしているのは、寝ねすぎたせいだろうか。

　なんとなくだけど、帰かえり道みちに、だれかと会あった気きがする。

　なにかを話はなしたはずなのに、うまく思おもいだせない。

　あれは夢ゆめなんだっけ？　うーん。

　時と計けいを見みたら、もう七時じだった。

「ほら、起おきれ。夕ゆう飯はんは、朱あか音ねちゃん特とく製せいのからあげカレーだぞ。」

「カレー？」

　カレーといえば……。あれ、なんだっけ？

　じょうずに思おもいだすことができなかった。

　ふかい意い味みはないんだけど、左ひだりの手て首くびに視し線せんを落おとす。

　なにもない手て首くびを、わたしはなでた。なんだか、ものたりない。

　朱あか音ねさんのからあげカレーは、とてもおいしかった。




　翌よく朝あさ。

「よう、東とう堂どうひびき。」

　昇しょう降こう口ぐちで上うわばきにはきかえていたら、声こえをかけられた。

　ふりかえると、そこには、ツンツンと髪かみをはねさせた男おとこの子こが立たっていた。

　くりっとした目めをしていて、どことなくハリネズミっぽい。

「おはよう。えっと……。」

　あれ？　名な前まえなんだっけ？

「エイタだよ。秋あき山やまエイタ。」

「秋あき山やま……くん。」

　なんか、ちょっとヘンな感かんじ。なんでだろ？

「エイタでいいって。つーか、東とう堂どうひびき、クラスメイトの名な前まえ、まだ、ぜんぶ、おぼえてなかったりして？」

「うん。ごめん。じつは、そうなんだ。」

「やっぱりか。さすがは東とう堂どうひびき。」

　そう言いって、エイタくんは、にひっと笑わらった。

　わたしが名な前まえをおぼえていなかったことに、気きをわるくした様よう子すもなくて、ホッとする。

　わたしたちは、なんとなく、ならんで教きょう室しつまでいく。男だん子しって、女じょ子しといっしょに歩あるくのをイヤがりそうなのに、エイタくんは、そういうのは気きにならないみたいだった。

　みんなが、エイタくんに「おはよー。」と、声こえをかけていく。

　ついでに、わたしもあいさつされた。

　エイタくんは「おーす。」と、へんじをする。

　なんだか、やっぱり、ヘンな感かんじ。

　わたしは、こんなふうにクラスメイトと、あいさつをかわしたりしてたっけ？




　ヘンな感かんじは、そのあともつづいた。

　朝あさの会かいじたいが、なんだか、おかしかった。

　でも、だれもそれに気きづいていない。

　ふしぎに思おもっていると、エイタくんが、わたしのところにやってきた。

「わるい、東とう堂どうひびき。」

　まったく、わるいなどとは思おもっていないような声こえで、わたしを呼よぶ。

「えんぴつ、わすれてきちゃったから、かしてくれよ。」

「なんで、わたしのなの？」

　エイタくんには、友ともだちがいっぱい、いるみたいだから、もっと席せきが近ちかくて、仲なかのいい友ともだちにかりればいいのに。

「いいじゃん、べつに。友ともだちだろ？」

　そう言いわれて、断ことわるほど、わたしもオニではない。

　おしりに消けしゴムのついているやつを、一本ぽんかしてあげた。

「サンキュな。」

　エイタくんは、にひっと笑わらう。

「ねえ、あきや……エイタくん。」

「ん？」

「ちょっと、気きになったんだけど。」

「なんだよ？」

「うちのクラスに、もうひとり、女おんなの子こがいなかったっけ？」

「あん？　今日きょうは、休やすみはいないけどな。」

「休やすみとかじゃなくて、もうひとり、だれかいたような気きがするんだけど……。」

　朝あさの会かいで、先せん生せいが出しゅっ欠けつ確かく認にんをとったとき、お休やすみしているクラスメイトはいなかった。

　でも、それって、なんだかおかしかった。そう、おかしい。

　だって、教きょう室しつには、だれかがたりないはずなのだから。

　なのに、わたしは、だれがたりないのか、どうしても思おもいだすことができなかった。

　手てのひらが汗あせっぽい。胸むねがざわざわする。口くちのなかが、かわいた。

「カンちがいなんじゃない？　思おもいだせないなら、たいしたことじゃないって。」

　エイタくんは、また、にひっと笑わらう。

「そうなのかな……。」

　本ほん当とうにそうなのだろうか。わたしは、いなくなってしまったその子こを、怒おこらせてしまったんじゃなかったっけ。そんな気きがするのに……。

　ダメだ。やっぱり思おもいだせない。





○　文も字じがうねうね　○




　なんだか、もやもやした日ひがつづいた。

　あいかわらず、わたしは、教きょう室しつにだれかがいない気きがしてならなかったのだけれど、そのひとを思おもいだすことができずにいた。

　それだけじゃない。わたしは、いくつかのことをわすれている。

　それで、なにか問もん題だいがあるかといえば、そういうわけでもなかったのだけど……。

「お、いたいた、東とう堂どうひびき！」

　お昼ひる休やすみに、教きょう室しつで考かんがえごとをしていたら、エイタくんがとびこんできた。

「さがしたんだぜ。」

「なんで？」

「いまさ、一組くみと校こう庭ていの場ば所しょとりをかけて、ドッジボール勝しょう負ぶしてんだ。でも、むこうのほうがひとり多おおいからずるいんだよ。だから、おまえ、入はいってくれよ。クラスのメンバー、みんな参さん加かしてるんだ。あとは、東とう堂どうひびきだけ。」

　そういえば、教きょう室しつにはわたし以い外がい、だれもいなかった。

「ドッジボールって、あんまりやったことないし、わたし、足あしひっぱると思おもう。参さん加かしないほうが、クラスに貢こう献けんできるんじゃないかな。」

「んなことは、どうでもいいんだっての。全ぜん員いん参さん加か！　全ぜん力りょく投とう球きゅう！　でも、負まけたら、まあ、しょうがねえよ。だれも怒おこらないって。とにかく、いますぐこいよ。」

　エイタくんに、手て首くびをつかまれた。

「え、あ、ちょっと……。」

　そのまま、強ごう引いんに連つれられて、わたしはグラウンドにいった。

　あう。太たい陽ようがまぶしい。

　ばっしん、ばっしん、ボールがとびかうなかを、わたしは走はしりまくった。ボールをとるのも、投なげるのも、わたしには無む理りだけど、逃にげるくらいならできた。

　だから、逃にげまくった。ボールとか、こわすぎる。とにかく夢む中ちゅうだった。

　気きづいたら、味み方かたのコートにのこっているのは、わたしだけだった。

　心こころ細ぼそくてしかたがない。

　エイタくんは仲なか間まをかばおうとボールをとりにいって、当あてられてしまったのだった。

　いまは外がい野やにいて、手てでメガホンをつくり、声こえをはりあげている。

「東とう堂どうひびき！　気き合あいでボールとれよ！　二組くみの最さい終しゅう兵へい器きだろ！」

　むちゃくちゃな！

　敵てきものこり、ひとりだった。

　でも、強つよそう。のこるべくして、のこったって感かんじ。

　しかも、ボールを持もっているのは、敵てきのほうだった。さっきから、わたしは、はさまれて、ねらわれている。外がい野やから、いきおいよくボールがとんできた。

　よけるくらいならできるけど、とるのは無む理り！

　というわけで、わたしは、ひょいと頭あたまをさげる。

　すると、いきおいのつきすぎたボールが、わたしの味み方かたの外がい野やまでとんでいった。

「まかせろ、東とう堂どうひびき！」

　そのボールを外がい野やにいるエイタくんがひろいあげ、すばやく、ふりかぶった。

「うおりゃっ！」

　エイタくんは、思おもいっきりボールを投なげつける。

　ものすごい一球きゅうが、一組くみの最さい後ごまでのこっていたひとりに、命めい中ちゅうした。

「よっしゃーっ！」

　とたんに、クラスのみんなが歓かん声せいをあげ、わたしのほうにかけよってくる。

「すごいじゃん、東とう堂どうひびき！」「ナイス、東とう堂どうさん！」「東とう堂どうさんのおかげだね！」

　わたしはただ、逃にげてただけなのに、なんだか、いっぱいほめられてしまった。どんな顔かおをすればいいのかわからなくて、むずがゆい気き持もちで、わたしは下したをむいていた。




「はふー、つかれた。」

　家いえに帰かえって、ランドセルを置おいてから、ベッドに、もふんっ、とたおれこむ。

　足あしのうらが、じわーん、ってなって、体からだが重おもたい。

　みんなによろこんでもらえて、わたしは気き持もちがよかった。

　それなのに、なにかがものたりなかった。

　でも、なにがたりてないのか、わたしには、よくわからない。

　しばらく、まくらに顔かおをうずめていたけど、息いきが苦くるしくなったので、やめた。

　起おきあがって、棚たなから本ほんをぬく。

　わたしのお気きにいりの一いっ冊さつである、『ポビーとディンガン』だ。病びょう気きの妹いもうとのために、行ゆく方え不ふ明めいになってしまった、空くう想そうのお友ともだちをさがしにいく、お兄にいちゃんの物もの語がたり。

　なんども読よんだから、表ひょう紙しのはしっこが、くしゃってなっている。

　しおりヒモ（スピンっていうんだよ。）の先さきっぽなんてケバケバだ。

　もう一いち度ど、ベッドに寝ねころがり、まんなかあたりのページをひらいた。

　お気きにいりの本ほんというのは、どこから読よんでもいいものである。

　そういえば、本ほんを読よむのもひさしぶりな気きがする。

　最さい近きんは、いろいろあって、本ほんをじっくり読よんでいられなかった。

「……いろいろって、なんだっけ？」

　やっぱり思おもいだせない。

　はじめは、なにもおかしなことなんてなかった。ぱら、ぱら、とページをめくる。

　でも、すぐに、それがはじまった。

　印いん刷さつされている文も字じが、行こう進しんするアリみたいに、ぐにゃぐにゃと動うごきだしたのだ。

「うわっ！」

　おどろいて、本ほんを投なげだしてしまった。本ほんは、ぽてん、とベッドの上うえに落おちる。

　しばらく、そのまま観かん察さつしてみたけど、なにも起おこらない。見みまちがいかもしれない。

　わたしは、おそるおそる本ほんをひろいあげ、ひらいてみる。

「なに、これ……？」

　それはもう、わたしの好すきな『ポビーとディンガン』ではなくなっていた。





ぼくです　レイジです




とどいていますか　ひびきさん？






　まっ白しろなページのまんなかに、そう書かいてある。

「どういうこと？　レイジってだれ？」

　わたしがつぶやくと、答こたえるみたいに文も字じが入いれ替かわっていった。





よかった　とどいているみたいですね




おどろかせて　すみません






　にゅるにゅる、と文も字じがつらなっていくのは、ふしぎな光こう景けいだった。

　わたしは紙かみをなでてみる。

「夢ゆめを見みてるのかな。」

　ベッドに寝ねころんでいるうちに、うとうとしてしまったのかもしれない。

　だって、こんなのふつうじゃないもの。





ゆめといえば　これは　ゆめです




ひびきさんは　むりやり　ゆめを　みさせられているんです






　また、文も字じが入いれ替かわっていく。

　わたし、いま、本ほんに書かかれてる文も字じと会かい話わしてる……？





ぼくを　おぼえていませんか？




ふくのかみの　レイジです






「福ふくの神かみ？　レイジさん？」

　一いっ瞬しゅん、なにかを思おもいだしそうになったけど、どうにもはっきりしなかった。





こうやって　れんらくするいがい　ほうほうが　ありませんでした






　やっぱり、わけがわからなくて、わたしはパタンと本ほんをとじた。

　なにかのまちがいだ。うん。

　少すこししてから、ひらく。





とじないでくださいよう






　なんなのだ、これは。信しんじられない。

「やっぱり、これは夢ゆめだ。」





だから　ゆめなんですよ




ひびきさんが　いるのは　だれも　きずつかない　ウソのせかいです






「……ウソの世せ界かい？」





こちらで　ひびきさんの　おともだちが　まっていますよ




とても　しんぱいしています






「わたし、友ともだちなんて、いないです。」

　言いってしまってから、とつぜん、息いきが苦くるしくなった。

　なにかを思おもいだしそうになる。だけど、まだ、うまく思おもいだせない。

　体からだのどこかがかゆいのに、どこがかゆいのか、よくわからない感かんじ。





ゆっくり　せつめいしている　じかんが　ありません




いまから　ひびきさんを　たすけに　いきます






「……助たすけるって、どうやって？」





ページを　いちまい　めくってください






　わたしは、紙かみを一枚まい、めくってみた。

　左ひだりすみにある、小ちいさな天てん使しのイラストに気きづく。





チィちゃんが　そちらに　たすけに　いきます




ぱらぱらまんがのように　ページを　めくってください






「……チィちゃん？」

　知しっている……ような気きがしたけど、まだ、ちゃんと思おもいだせなかった。

　それでも、わたしは、指し示じどおりにページをパラパラしてみた。

　そうすると、小ちいさな天てん使しが動うごきだした。

　パラパラパラ……。
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　どんどん、大おおきくなってくる。こちらにむかって、歩あるいてきているのだ。

　とちゅうで、カベみたいなものに、はばまれたけれど、それを、うんしょっと、のりこえて、どんどん近ちかづいてくる。

　近ちかづいて、近ちかづいて、近ちかづいて……。

「ひびきっ！」

　本ほんのなかの天てん使しが、ぽーんと、とびだしてきた。

「わっ!?」

　そのまま、ぽふんっ、とだきついてくる。

　まるぽちゃな手てが、わたしの服ふくをひっぱった。

「うわーん、ひびきなのっ！　会あえてよかったのっ！」

　天てん使しは、わたしにだきついたまま、ずびずびと、鼻はなを鳴ならした。

「あなたが、チィちゃん？」

　ふわふわな髪かみの毛け。白しろいワンピースに、小ちいさな羽はね。天てん使しが顔かおをあげる。

「ひびき、チィのこと、おぼえてないの？」

　うるうるした、まんまるおめめで見みつめられて、胸むねが痛いたかった。

「……ごめん。」

「しょうがないの。」

　チィちゃんが、ぷるぷると、首くびをふった。

「あのね、ひびきはね、バクにとり憑つかれているの。」

「バク？」

「夢ゆめを食たべるアヤカシなの。ひびきに夢ゆめを見みせて、そのあいだに思おもい出でを、お腹なかいっぱい食たべるの。ほんとのひびきはね、福ふく神じん堂どうで眠ねむってるんだよ。レイジはこられないから、チィがひびきを起おこしにきたの。」

「ふく、じん、どう……レイジ、さん……？」

「ここに、ずっといたらダメなの。ここではね、ぜったいに心こころがきずつかないの。でもね、そのかわりに、なにも感かんじなくなっていっちゃうの。だから、いっしょに帰かえらないとダメなの。おねがいなの。ひびき、いっしょに帰かえろ？」

　心こころが傷きずつかない。なにも感かんじなくなる。

　なんだか、とてもミリョク的てきに思おもえた。

「……ひびきは帰かえりたくないの？　ずっと、このままのほうがいい？」

　チィちゃんが、わたしを見みる。

「わたしは……。」

　言いいかけた、そのときだった。





○　夢ゆめのつづき……　○




「なんだよ、もう、いっちゃうのかよ。もっと、ゆっくりしてけばいいのに。」

　うしろから男おとこの子この声こえがして、わたしはふりかえる。

　ツンツン髪がみのエイタくんが、ハーフパンツのポケットに両りょう手てを入いれて、立たっていた。

「なんで、エイタくんが、わたしの部へ屋やに？」

「こいつなの！」

　ぴょんっ、とチィちゃんが床ゆかにおりたった。

「こいつがバクなの！」

　わたしは、チィちゃんの言こと葉ばにおどろいて、エイタくんを見みつめた。

　エイタくんは笑わらっている。

「ひびきをかえしてなの！」

「なんだ、ちびっこ。」

「ちびっこじゃないもん！　チィは、チィだもん！」

　チィちゃんは、ちっちゃなこぶしをにぎりしめて、むむむっと眉まゆをよせる。

「チィをおこらせたら、こわいんだからね！」

「ふーん、どうこわいんだよ？」

　チィちゃんは、ひゅっ、と息いきをいっぱいすいこんだ。

　それから「わーっ！」と、大おお声ごえでさけぶ。

　わたしは、びっくりしてしまった。

　だって、チィちゃんの「わーっ！」という声こえは、そのまま、目めに見みえるブロックみたいになって、エイタくんめがけて、とんでいったのだから。

　けど、エイタくんは、「わーっ！」という文も字じブロックを、ひょいっとかわした。

「へー。福ふくの神かみんとこのツクモか。やるじゃん。」

　チィちゃんが発はっ射しゃした文も字じブロックは、わたしの部へ屋やのカベにぶつかった。

　すると、カベにピシッとキレツが生うまれる。

　それは、クモの巣すみたいにひろがっていって、パリンとくだけた。

　まるで、ガラスがとびちるみたいに。

　そして、わたしの部へ屋やはなくなってしまった。

　というか、朱あか音ねさんの家いえじたいもなくなっていた。

　おとなりのおうちも、むかいのおうちも、空そらも、木きも、電でん柱ちゅうも、道みちも、なにもない。

　まっ白しろな世せ界かい。

　そこに、エイタくんがいて、チィちゃんがいて、わたしがいる。

　この三人にんだけ。ほかには、だれもいない。

「……なに、これ？」

　わたしは、こんらんしながらつぶやいた。

「そこのちびっこが言いったとおりだよ。ここは、おまえが見みてる夢ゆめの世せ界かいだ。」

「わたしの、夢ゆめ？」

「そう。いまならまだ、やりなおせるぜ？」

「やりなおせるって、なに？」

「さっきの世せ界かいをつづけられるってこと。おまえの希き望ぼうをかなえてやる。夢ゆめのなかなら、なにもかも思おもいどおりだぜ。イヤなことは、ぜんぶ、わすれられる。」

「そんなの、チィがゆるさないのっ！」

　チィちゃんが、大おおきく息いきをすいこんだ。

　でも、わたしは文も字じのブロックが生うみだされる前まえに、チィちゃんをだきあげる。

「……ひびき？」

　チィちゃんは、不ふ安あんそうにわたしを見みた。

「ごめんね。でも、ちょっとだけ待まって。」

　そっと、チィちゃんをおろしてから、エイタくんとむかいあう。

「エイタくんは人にん間げんじゃないの？」

「ああ。」

　エイタくんは、あっさりと、うなずいた。

「おれは夢ゆめを食たべるアヤカシだよ。」

「わたしの夢ゆめを食たべてたの？」

「なかなか、うまかった。でも、まだ、満まん腹ぷくってほどじゃない。」

　エイタくんが、わたしに手てをのばしてくる。

「ほら。こっちにくれば、つづきを見みせてやる。」

「……でも、ウソの世せ界かいなんでしょ？」

「そうだよ。ぜーんぶ、ニセモノ。ただのハリボテ。だけど、ドッジボール、楽たのしかったろ？　みんながほめてくれるのって、うれしかったろ？」

「それは……。」

「ウソの世せ界かいだけど、そのかわり、だれも傷きずつかないし、だれも傷きずつけない。おまえが読よんでる本ほんの世せ界かいと同おなじだよ。なにがわるい？」

　エイタくんの言こと葉ばに、わたしの心こころはゆれる。

　だれも傷きずつかないし、だれも傷きずつけないのなら、それってステキだもの。

　心こころのおくに、とじこめていたものが、あふれそうになって、わたしは胸むねをおさえる。

　たとえば、エイタくんの世せ界かいでなら、朝あさ、学がっ校こうにいくときに、お腹なかが痛いたくなったりしない。

　上うわばきが見みつからなくて、先せん生せいに、スリッパをかりにいかなくてもいい。

　わたしのほうを見みて、くすくす笑わらってる声こえを、聞きこえないフリしなくてもいい。

　だったら、夢ゆめのなかにいたほうが……。

『東とう堂どうひびきっ！』

　ふいに、どこかから声こえが聞きこえてきた。

　それは、なんだか、すごく怒おこっている声こえだった。

『いつまで寝ねてるわけ？　はやく起おきなよ！　寝ねぼすけ！』

　怒おこっているんだけど、なんだか、泣なきだしそうなふうでもあった。

『このまま起おきなかったら、あたし、東とう堂どうひびきのこと、許ゆるさないからね！』

　知しっているひとの声こえだ。

　そう。わたしがよく知しっているひとの声こえじゃないか。

　どうして、わすれていたんだろう。

　どうして、わすれてなんていられたんだろう。

『起おきてよ、東とう堂どうひびきっ！　一いっ生しょうのお願ねがいだから！』

　また、一いっ生しょうのお願ねがいって言いってる。

　わたしは、ごくりとつばを飲のみこんで、チィちゃんの小ちいさな手てをにぎりしめた。

　チィちゃんも、わたしの手てをにぎりかえしてくれる。

　わたしは、台たい風ふうのなかで、なんとかふんばるみたいにして立たちながら、エイタくんを正しょう面めんから見みた。

「わたし、帰かえらないと。」

　少すこし、声こえがふるえてしまう。つばを飲のみこんだ。

「友ともだちが呼よんでるから。」

「東とう堂どうひびきに、友ともだちはいないんじゃなかったのか？」

　エイタくんは、挑ちょう発はつするように言いった。

「秋あき山やまさんは、わたしのたいせつな友ともだち。わすれちゃいけなかったんだ。」

「チィも、ひびきの友ともだちなの。」

　チィちゃんが、わたしの手てをにぎりながら、言いってくれる。

「うん、そうだね。」

　しゃがんで、ぎゅっと、ほおをおしつけあった。

「チィちゃんも、わたしの友ともだちだ。」

　そして、もう一いち度ど、エイタくんに視し線せんをもどした。

「わたしを、もとの世せ界かいに帰かえして。……一いっ生しょうのお願ねがい。」

　エイタくんは、ちょっとのあいだ、わたしを見みつめて、まばたきをくりかえした。それから、ツンツンした髪かみを、ぐしゃぐしゃかきまぜ、ひょいと肩かたをすくめる。

「残ざん念ねん。もうちょっと、食たべられると思おもったのにな。」

　エイタくんが、わたしに近ちかづいてくる。

　わたしは、少すこしだけ身みがまえた。チィちゃんも、エイタくんをにらむ。

「本ほん当とうに帰かえるのか？　あっちはしんどいぜ？　夢ゆめのほうが、ずっと楽らくなのに。」

「いいの。帰かえりたいの。」

「オーケー。ま、せいぜい、あがくといいさ。おれは、それなりに楽たのしめた。」

　エイタくんが、ぱちんっ、と顔かおの前まえで手てを合あわせる。

「そんじゃ、ま、ごちそうさまでした。」

　その瞬しゅん間かん、わたしの意い識しきは、ふーっと遠とおのいた。





○　卒そつ業ぎょう　○




「東とう堂どうひびき！」

　耳みみもとで、大おおきな声こえがして、わたしはまぶたをひらく。

　すぐそばに、秋あき山やまさんの顔かおがあった。目めをしょぼしょぼさせている。

　マスクをしてなかったから、歯はがぬけているのが、まるわかりだった。

　オシャレな秋あき山やまさんは、歯はがぬけているのを、すごく気きにしていたのに……。

「……おはよ。」

　わたしは、むっくりと、体からだを起おこす。

「あっ！　起おきたっ！」

　とつぜん、秋あき山やまさんが、わたしにだきついてきた。

「わっ!?」

「よかった。東とう堂どうひびきが目めを覚さましてくれて！」

　ぎゅうぎゅうと、秋あき山やまさんが、わたしにしがみついてくる。

「あたし、ごめん。ひどいこと言いった。心こころがこもってないとか。東とう堂どうひびきは、わるくないのに。あたし、東とう堂どうひびきが、パパみたいに、目めを覚さまさないかもって思おもったら……。」

　秋あき山やまさんは声こえをつまらせる。

「気きをうしなっているひびきさんを、秋あき山やまさんが見みつけてくれました。どんなに声こえをかけても、ゆすっても、ひびきさんが起おきなかったので、ここまで運はこんでくれたんですよ。」

　にっこり笑え顔がおで、レイジさんが教おしえてくれた。

　レイジさんのひざの上うえに、チィちゃんがちんまりと、すわっている。

「そのひとね、ひびきのこと、大だい好すきなの。だって、福ふく神じん堂どうには、ふつうのひとは、こられないの。すごく、すごーく心しん配ぱいしたから、それがね、レイジにとどいたんだよ。」

　チィちゃんの、その声こえは、やっぱり秋あき山やまさんには聞きこえていないみたいだった。

　わたしは、福ふく神じん堂どうの居い間まで寝ねかされていたらしい。

「ありがとう、秋あき山やまさん。わたし、重おもかったでしょ？」

「そ、んな、でも、なかた。」

　ぎゅうぎゅうと、だきついている秋あき山やまさんの背せ中なかを、わたしは、ぽんぽんとたたく。

「あのね、わたしも、寝ねてるあいだに、わかったんだ。」

「はにほ？」

　秋あき山やまさんは泣ないてるっぽくて、「なにを？」って、言いえてない。

「秋あき山やまさんは、わたしのために怒おこってくれたんだよね。」

　前まえの学がっ校こうであったことを話はなしたとき、秋あき山やまさんは「むかつく！」と言いった。

　秋あき山やまさんは、わたしの側がわに立たとうとしてくれたんだ。

「なのに、わたし、どうでもいいなんて言いっちゃった。どうでもよくないね。友ともだちが、わたしのかわりに、怒おこってくれるって、そんなのうれしいよね。だから、ありがとう。」

　秋あき山やまさんは、ずびずびと、はなをすすった。大おおきな目めが、うるうるしてる。

「……東とう堂どうひびき、あたしのこと、友ともだちって思おもってくれるの？」

　わたしは笑え顔がおをつくってみる。

「もちろん。」

　笑え顔がお、うまくできていたら、いいんだけど。

「友ともだちって、約やく束そくしてなるものじゃないし、ときどきケンカしたりするものでしょ。だったら、わたしたち、とっくに友ともだちだと思おもうよ、……絵え理り乃のちゃん。」

　照てれくさいな、こういうの。

「わたし、まだ友ともだち初しょ心しん者しゃだから、めいわくかけると思おもうけど、これからもよろしく。」

　秋あき山やまさん……じゃなくて、絵え理り乃のちゃんも、はずかしそうな顔かおをしてる。

　もにょもにょと口くちを動うごかして、それから、こくんとうなずいた。

「……ひびきだから、とくべつに許ゆるす。」

　そんなやりとりをしているわたしたちを、レイジさんはにこにこ見み守まもってくれていた。

　チィちゃんは、「チィも、ひびきの友ともだちなの。」と言いって、わたしにだきつきにこようとして、「いまはダメですよー。」と、レイジさんにかかえあげられている。

　知しらなかったな。なんだか、こんなのも、わるくない。かも。
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　夢ゆめのなかでは、何なん日にちかすぎていたけど、本ほん当とうは数すう時じ間かんしかたっていなかったらしくて、外そとはまだ夕ゆう方がただった。

　絵え理り乃のちゃんを福ふく神じん堂どうの前まえで見み送おくってから、わたしは、お店みせのなかにもどった。

　レイジさんは、眠ねむたげな笑え顔がおをうかべて、レジの横よこにすわっている。

　わたしは、背せの高たかい棚たなのあいだをぬけて、レイジさんのとなりに腰こしをおろした。

「わたし、本ほんで読よんだことがあるんです。」

「はい。」

「バクは、わるい夢ゆめを食たべてくれるアヤカシなんですよね？」

「そうですね。文ぶん献けんによれば、体からだはクマ、ゾウみたいな鼻はなをしていて、トラの足あしと、ウシの尾おっぽを持もっているそうですけどね。」

「エイタくんは、わたしのわるい夢ゆめ……イヤな思おもい出でを食たべてくれていたんでしょうか？」

　──なんだ、おまえ、そのケガ……。

　はじめて会あったとき、エイタくんが、そう言いっていたのを思おもいだす。

　たぶん、わたしは、心こころをケガしていたのだ。

「そのあいだ、わたしに、ステキな夢ゆめを見みさせてくれていたんじゃないかって、そう思おもうんです。」

　だったら、エイタくんは、やさしいアヤカシだ。

　思おもえば、ムジナくんもそうだった。チィちゃんだって。みんな、やさしい。

「そうかもしれませんね。」

　レイジさんは、いつものとおりに、にこにこと笑わらっている。

　少すこしのあいだ、しずかな時じ間かんがすぎた。

　福ふく神じん堂どうは、いつも、お客きゃくさんがいない。外そとの音おとも、なにも聞きこえない。

　やがて、レイジさんが口くちをひらいた。

「ひとつ、むかし話ばなしをしましょう。ずっと、ずーっと前まえのお話はなしです。」

　わたしは、レイジさんのキレイな横よこ顔がおを見みつめる。

「ぼくは、もともと、疫やく病びょう神がみだったんです。疫やく病びょう神がみというのは、ひとを病びょう気きにしたり、災わざわいを起おこしたりするわるいモノです。」

「……レイジさんがですか？」

「はい。大おお勢ぜいのひとを悲かなしませていました。意い識しき的てきにそうすることもあれば、ただ見みているだけのこともありました。そこにいるだけで、多おおくのひとを不ふ幸こうにしてしまう存そん在ざい、それが疫やく病びょう神がみですから。」

　あくまでも、にこやかな表ひょう情じょうのまま、レイジさんは話はなしつづける。

「あのころ、ぼくは泣ないているひとを見みても、心こころが痛いたみませんでした。悲かなしいという感かん情じょうを知しらなかったんです。だれかが目めの前まえで苦くるしい思おもいをしていても、それをじぶんのことのように受うけとめる想そう像ぞう力りょくを持もっていませんでした。」

「……レイジさんは、どうして疫やく病びょう神がみをやめて、福ふくの神かみになったんですか？」

「死しにたがっている女おんなの子こと出で会あったからです。いまのひびきさんよりも、もう少すこし年とし上うえの女おんなの子こでした。とてもひどい、ひとりではたえられない体たい験けんをして、だから、命いのちをたってしまおうと考かんがえていたんです。彼かの女じょは、本ほん当とうに死しにたがっているみたいでした。」

　だから、とレイジさんは言いった。

「ジャマしたんです。」

「……ジャマ？」

「疫やく病びょう神がみのしごとは、ひとを不ふ幸こうにすることですからね。その子こが死しぬことを救すくいと考かんがえているのなら、死しなせないことで彼かの女じょを不ふ幸こうにできます。ぼくは、じぶんのしごとをしただけです。それなのに、女おんなの子こはなんども言いいました。ありがとう、って。」

　ありがとう。ありがとう。ありがとう。助たすけてくれて、ありがとう。

「だれかに感かん謝しゃをされるのは、はじめてのことでした。とつぜん、ぼくは苦くるしくなりました。じぶんがしてきたことの、ひどさを理り解かいしたんです。悲かなしみを知しらないということが、どんなに、悲かなしいことなのかを、思おもい知しりました。彼かの女じょが生いき延のびてくれて、本ほん当とうによかったと思おもいました。でも、そうなっては、疫やく病びょう神がみをつづけられません。えらい神かみさまに、しごとをかえてほしいと、お願ねがいしたんです。できるなら、次つぎは、だれかをしあわせにできるしごとをしたかった。」

　レイジさんは少すこしだけ言こと葉ばを切きって、それから、また口くちをひらく。

「ここへ迷まよいこんでくるのは、傷きずついた心こころの持もち主ぬしだけなんです。」

　福ふく神じん堂どうは、とくべつなひとしか、たどりつくことができない。

　最さい初しょに、レイジさんは言いっていた。でも……。

「……だれだって、そういうものじゃないんですか？」

「そうですね。けど、じぶんが傷きずついていることに、気きづいていないひとは、めずらしいかもしれません。そういうひとに手てをさしのべるのが、いまの、ぼくのしごとなんです。」

　ひとをしあわせにする、福ふくの神かみのおしごと。

　わたしは、しばらく、じぶんの靴くつの先さきっぽを見みつめていた。

　わたしの心こころの傷きずって、なんだろう？

　悪わる口くちを言いわれたり、靴くつをかくされたりしたことだろうか？

　それとも、わたしをかばってくれる友ともだちが、ひとりもいなかったこと？

　わたしは……。

「わたしがいじめられてたら、お母かあさんやお父とうさんが、かわいそうって思おもっていました。」

　前まえの学がっ校こうで起おきた、いろいろなこと。

　どれもこれも、お母かあさんにも、お父とうさんにも、知しられたくなかった。

　ずっと、ひみつにして、心こころのなかにしまっておきたかった。

「わたしのこと、好すきでいてくれるひとに、わるいなって思おもってました。」

「だから、平へい気きなフリをしていたんですね。」

「……わたしは、本ほん当とうに、平へい気きなはずだったんです。」

　口くちに出だしたら、とつぜん、口くちのなかが苦にがくなった。わたしには、なにが起おきてもびくともしない、ダイヤモンドみたいにがんじょうな心こころが必ひつ要ようだった。

　でも、それはニセモノだったのかもしれない。

「ひびきさんは、やさしいですね。」

「……やさしく、ないです。ぜんぜん。」

「やさしいですよ。ひとの痛いたみを想そう像ぞうしてあげられる、やさしい子こです。秋あき山やまさんの手てをにぎっていてあげたでしょう？　永なが岡おかくんと、ちゃんとむきあってあげたでしょう？　たいせつなことです。ひびきさんは、やさしいですよ。やさしくて、いい子こです。」

　レイジさんの、あったかくて大おおきな手てが、ぽふんと、わたしの頭あたまにのせられる。

「でも、せっかくなら、じぶんにも、やさしくしてあげたほうがいいと思おもいます。これからは、ぜひ、そうしてあげてください。」

　急きゅうに、鼻はなのおくが痛いたくなって、目めのまわりが熱あつくなる。でも、ぐっと奥おく歯ばをかんで、たえる。

「さて、ひびきさん。ブレスレットを見みてください。」

　レイジさんに言いわれるまま、ブレスレットに視し線せんを落おとす。

　夢ゆめのなかとちがって、ちゃんと、左ひだりの手て首くびにしていた。

「あ。」

　最さい後ごのひとつだった白しろいパワーストーン。

　それが、いままさに、あわくかがやきながら、ピンク色いろにそまっていく。

「ひびきさんには、三人にんのひとをしあわせにしてくださいと、お願ねがいしましたね。三人にん目めは、ひびきさん自じ身しんだったんですよ。」

「わたし自じ身しん……。」

「はい。これで任にん務むは完かん了りょうです。おめでとうございます。ひびきさんは、無ぶ事じに卒そつ業ぎょうとなりました。」

　わたしは、レイジさんの話はなしを聞ききながら、すべての石いしがキレイなピンク色いろになったブレスレットを見みつめる。
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　福ふくの神かみの弟で子しを卒そつ業ぎょうすれば、わたしは、たぶん、ふしぎなモノが見みえなくなるのだろうと思おもった。ブレスレットがはずれ、チィちゃんが見みえなくなり、福ふく神じん堂どうにも遊あそびにこられなくなるのだろう。

　それで、ふつうなのだ。それはわかっているのだけれど……。

「レイジさん。」

　気きづけば、わたしは言いっていた。

　絵え理り乃のちゃんとお父とうさんが、気き持もちをとどけあったように。

　永なが岡おかセンパイが、ご両りょう親しんに想おもいを伝つたえようとしたように。

　レイジさんを見みあげる。ムジナくんふうに言いえば「望のぞんで」みる。

「……もう少すこし、このままじゃダメですか？」

　わたしの心こころは、ダイヤモンドじゃなかった。わたしは、ただ、できるだけ傷きずつかないように、じぶんを守まもってきただけだ。

　でも、こうして、レイジさんと出で会あい、チィちゃんに好すかれて、絵え理り乃のちゃんという友ともだちもできて、わたしは、もっと、いろいろなことに、かかわっていきたいと思おもった。

　だから、もう少すこしだけ、福ふくの神かみの弟で子しをつづけてみたかった。

　そうであれば、ちょっとだけ勇ゆう気きが出でるから。

　こんなふうに思おもえたのは、やっぱり福ふくの神かみのチカラだと思おもうから。

「もう少すこしだけ、つづけたいんです。ダメですか？」

　レイジさんは、いつもの王おう子じさまみたいな、福ふくの神かみスマイルをうかべている。

「ひびきさん、左ひだり手てをかしてください。」

　ブレスレットをとられちゃうのかも、と思おもったけど、言いわれたとおりにする。

　そしたらレイジさんは、なにかを、ぺたん、とわたしの手てにおしつけた。

　見みたら、『合ごう格かく』というハンコがおされていた。

「ごうかく？」

「最さい初しょに言いったじゃないですか。ひびきさんは、福ふくの神かみの弟で子し（仮かり）だって。仮かり免めん許きょ期き間かん中ちゅうだったんです。つまり、卒そつ業ぎょうというのは、（仮かり）がとれるって意い味みです。ひびきさんは、これで正せい式しきに福ふくの神かみの弟で子しとなったわけですよ。そのブレスレットは記き念ねんにどうぞ。幸こう運うんのお守まもりです。ひびきさんを守まもってくれますよ。」

「……レイジさん。」

「これからは、ちゃんとした師し匠しょうと弟で子しの関かん係けいです。きびしくなりますよー。ぼくがサボってるあいだに、たくさんのひとを、しあわせにしてあげてくださいね。」

　いや、サボる気きまんまんなのは、どうかと思おもいます。

「ひー　びー　きっ！」

　ぽふん、とチィちゃんが、わたしにとびかかってくる。

　チィちゃんは、あったかくて、やわやわで、千ち歳とせ飴あめの香かおりがする。

「これからも、いっしょなの。」

「うん、そうだね。」

　ほっぺをおしつけあう。

　それから、わたしはレイジさんにむきなおって、ぺこりと頭あたまをさげた。

「これからも、よろしくお願ねがいします、レイジさん。」

　レイジさんは、にこにこと笑わらう。

「こちらこそ。」




　その夜よる、海かい外がいにいる、お母かあさんとお父とうさんから電でん話わがあった。まともに電でん気きが通とおっていない町まちで、ただ一台だいだけ、つかえる電でん話わをかりているとのことだった。

　こないだの手て紙がみのへんじだ。ちゃんと、とどいたらしい。

　お父とうさんは『ひびきに会あいたいよー。お父とうさん、もう、ダメだよー。』って泣ないていて、ちょっと、めんどうくさかったけど、「わたしも、お父とうさんに会あいたいよ。」と、言いってあげた。それくらいはね、サービスだ。

　お母かあさんからは『マックス元げん気きって、無む理りしてない？』と、聞きかれた。

「……どうして、そう思おもうの？」

『お母かあさんは、ひびきのお母かあさん歴れき十年ねん以い上じょうのベテランなのよ。なめてもらったら、こまるわ。』

　さすがは、わたしのお母かあさんだ。

「うん。じつは、ちょっとだけ無む理りしてた。かも。」

　電でん話わをにぎりしめながらそう言いい、「でもね。」と、わたしはつづけた。

「いまは、マックス元げん気き！」

　こんどは、ウソじゃないのだ。




　朝あさの学がっ校こう。教きょう室しつの前まえで、わたしは、すー、はーと、深しん呼こ吸きゅうをする。

　もしかしたら、こんな気き持もちは、はじめてかもしれない。

　わたしは、ちょっとキンチョーしている。顔かおが熱あつい。

　気き合あいを入いれて、ガラリと、とびらをあけた。

「お……、おはようっ！」

　いつもより、大おおきな声こえであいさつ。クラスのみんなは、びっくり顔がおでわたしを見みた。いつものわたしは、こんなことしないから。みんなのなかには、絵え理り乃のちゃんもいる。

　絵え理り乃のちゃんは、おどろいた顔かおをしたあと、にやっと笑わらって親おや指ゆびを立たてた。

「おはよ、ひびき。」

　それが合あい図ずみたいになって、みんなが、「おはよ。」って言いってくれた。

　はずかしくて、たったこれだけのことがうれしくて、鼻はなのおくがツンとした。

　けど、ぐっとこらえて、わたしは、一歩ぽ前まえにふみだす。
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　さて、ちょっとばかり、しあわせになってみようか。








（『ふしぎ古こ書しょ店てん②』につづく）
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[image: 福神堂のお悩み相談室]
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本作品は、二〇一六年二月、小社より講談社青い鳥文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







ふしぎ古こ書しょ店てん①

福ふくの神かみはじめました




二〇一六年八月一日発行

にかいどう青あお
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